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この 資 料 は 、 日本 自転 車振 興 会 か ら競 輪 収 益 の 一 部 で あ る機

械 工 業 振 興 資 金 の補 助 を 受 げ て 昭和49年 度 に実 施 した 「コ ン

ピュ ー タシ ス テ ムの 評 価 に 関 す る調 査 研 究 」 の成 果 を と りま と

め た もの で あ ります 。
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近 年 、 わ が 国 の コン ピュ ータ利 用 は急 速 に進 展 し、設 置 台数 にお・い て、 世 界

第二 位に ま で普 及す るに 到 りま した。 この 間 コ ン ピ ュー タの 適用 業 務 も多面 的

に な る と共 に 、そ の利用 形 態 もオ フ ラ イ ンか ら オ ン ラ インへ 高度 化 し てお り、

不 ッ トワー ク 方式 を基 軸 とす る情報 処 理 シス テ ム も逐 次拾 頭 しつ つ あ りま す 。

す で に 、 世界 各 国 にお・い て 、 コン ピュータ・ネッ トワー クは 、実 験 システ ム、

商用 シ ステ ムが 開 発 され 、ま たわ が 国 にお・い て も、 先駆 的 な 試み が な され つ つ

あ り、今 後 ま すま す そ の開 発 ・導入 の テ ン ポは 早 ま って ゆ くもの と想 定 され ま

す 。

リソース'シ ェア リング を 目的 と して 形成 され る コ ン ピ ュー タ・ネッ トワー ク シ

ステ ムが 、 社会 に導 入 されるに際 しては、技 術 面 もさ る こと な が ら、利 用 面 、 制

度 面 な どの い くつ かの 問題 をま ず 解 決す る こ と が要 請 され ます 。

当 財 団 で は 、 「コン ピュータ・システ ム評 価 委 員会 」を設 け 、 コ ン ピュータ・ネ

ッ ト ワー ク形 成 にお・け る問題 点 の調 査 研 究 を行 ない 、 本報 告書 は 、そ の 成果 を

と りま と め た もの で あ り ます 。

こ こに 、 調査 にご尽 力い ただ きま し た委員 各位 、お よび 専門 委 員 に対 して 、

深 く感 謝 の 意 を表 し ま す 。

本 報 告 書 が各 方 面 に利 用 され 、わ が 国 の 情報 処 理 の発 展 に 寄与 す る よ う念 願

す る次 第 であ ります 。

昭和50年3月

財団法人 日本情報処理開発 センター

副会 長 斉 藤 有



{

.
、

、唱'



》

4

,
'

ま え が き

報 告 書の 構 成は3部 にわ かれ 、第1部 は情 報の利 用 形態、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク との 関連

お よび情 報 シス テ ム全 般 に わ た る評 価 な ど、 大局 的見地 か らの総 論 を述 べ 、 第2部 は 当委員 会 の委

員 に よる コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワニ ク につ い ての 背景 面 、利用 面 、 あ る いは 技 術 面か らの問 題 点の

指 摘 が展 開 され てい る。 第3部 は コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クに関 す る文 献調 査(INSPEC及

びUSGRAな どの 文 献 デー タ ベ ー スを 中心 に した調 査)に も とず い て 、 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ

ー クの 現 状 お よび今 後 の方 向 に つ い て ま とめ られ てい る。 本 報告 書 は 、 全体 報 告 の第2部 に属す る

もの で あ る。
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は じ め に

わ れ われ は、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの研 究 を 、 これ らの問 題 点 に つい て ネ ッ トワー クの 利

用者 とい う主 体 に よる 検討 か ら始 め た。

第1章 は、 利 用の 側 面 か らみ た コン ピュー タ ・ネ ッ ト ワー ク形成 の 背景 の解 明 を試 み た もの で あ

る。

L1節 では コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク をマ ネー ジメ ン ト ・イン フ ォメー シ ョン ・シ ステ ム(M

IS)を 形 成 する た め の必要 不可 欠 の 要素 と して 位置 づ けて い る。MISが 期 待 され たほ どには 進

展 しな か っ耀 由 と して・ 情報 の利 用技 術 の 立 ち遅 れ があ り・ ⇔ ピ ・一 夕'ネ ・ トワー クは ・ .こ

の而 ての 重要 な解 決 手 段 の1つ で あ る こ とが指摘 され てい る。

L2節 は 、 企 業 活動 と情 報 の関 係 に つい て述 べ た もの で あ る。 と くに、 氾 濫 す る情 報 の 中 に生 き

る企業 に と って そ の取 捨 選択 は利 益 に大 きな影 響 を与 え る もの で あ り、 企 業 活 動 におけ る情 報 とそ

の マ ネー ジメ ン トは もっと も大 きな課 題 で あ る。 この よ うな 情況 の もと にお い て、 コン ピュー タ ・

ネ ッ トワー クが 企 業 の 情報 活動 に メ リ ヅ トを与 え 得 る とす れば 、 そ れ は情 報 の蓄積、 検 索お よび 解

析 ・加工 の 段階 での コス トの低 下 に寄与 す る こと で あろ うことが論 じ られて い る。

1.3節 は、 大 型化 、 集 中化 に よる コ ン ピュー タ能 力の 拡 張 は、 い ま や その 限 界 を露呈 しつ つ ある

が、 そ の打 破の た め には、 コ ン ピュ ータ ・シス テ ムと、 人 間お よび社 会 との イ ン タ ウ ェー スに 係わ

る問題 を ま ず解 決 しなけ れば な らな い。 コン ピュータ ・.ネッ トワー クの形 成 に 際 して も同様 の こ と

が課 題 と して提 起 され る であ ろ うと述べ られ てい る。

L4節 は 、 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クに 対す る企 業 、 行政 機 関、 大学 等 の研 究 機関 お よび 国民

生活 か らの 期待 が述 べ られ、 同時 に この よ うな期待 に答 え るため の コン ピュー タ ・ネ ッ トワ ー クを

形成 す るに先 立 っ て解 決 されな け れば な らな い問題 、 例 えば プ ラ イバ シーの保 護 等 の注 意が 換 起 さ

れ てい る。

第2章 は、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワーク技 術 を め ぐる諸 問 題 の 重点 的 観 察 で あ る。

2.1節 は、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワーク を技 術 的 観点 か ら概 念 づ けた もの で あ る
。 と くに、 網 構

成 と ネ ッ トワー ク ・コ ン トロー ル ↓プログ ラムの留 意 点 が指摘 されて い る。

2.2節 は 、 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク がデ ー タの利 用 に と っての 有効 な手 段 で ある とい う観点

か ら、 ネ ッ トワーク にお け るデ ー タベ ース に係 わ る問 題点 が述べ られ て い る。 と くに、 デー タ ベ ー

スの 共通 化 に つ い て興 味 深 い 指示 が あ る
。

2.3節 は、 日本 にお け る コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワーク に関 す る重要 な 研 究の ひ とつ で あるJIPN

ETの 概要 、 と くに ネ ッ トワー ク の実験 と して 具備 され るべ き条 件が述 べ られ て い る。 今後 、JI



PNETの 研 究の 進展 に 伴 って、 ネ ッ トワーク の 評価お よ びそ の 高度利 用 に 対 する 重 要 な素材 が提

供 され る こと が期 待 され る。

第3章 は、 現 実 に稼 動 して いる コン ピュー タ ・ネ ッ トワーク の事 例 研究 であ る。3.1節 はGE社

のMARK－ 班、3.2節 は カル フ ォル ニ ア州の コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クに つ い て そ の機能
、 利

用 形 態 及 び若 干 の 問 題点 の 指摘 がな さ れ てい る。

第4章 は 、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワ ー ク を形 成 する に際 しての システ ム環 境 面 か らみ た問題 の換

起 で あ る。

4・1節 は、制 度上 か らみ た組 織 間 イ ンタ フ ェースの 問題 点 が述 べ られ て い る
。 コ ン ピュー タ ・ネ

ッ ㌧ ワー ク は、 異 な る組織 体 の リンク が要 請 され る が、 その 時 に起 る問題 は技 術 的 な もの よ り も、

非技 術 的(例 えば デ ー タの機 密 保 護)な もの が多 い ことが 考察 され て い る。

4.2節 は 、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク を サ ー ビス とその コス トか ら評価 した もの で あ る。 現 在

の コ ン ピ ュータ ・ネ ッ トワー ク技 術 で は、 そ の コス トに見 合 うサ ー ビスは 期待 で きな い で あ ろ うと

いう敵 い指摘がなされパ る・

4.3節 は、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クが社 会 に 及 ぼす 影 響が述 べ られ て い る。 コ ン ピュー タ ・

ネ ッ トワークは 、企 業 経 営 、 行政 、 あ るいは 研 究の 高度 化 に大 きく資 す る と と もに
、 そ れ だ けに は

と ど ま らず そ れ ぞ れの 組織 そ の もの に 対 して も大 きな影 響 を及ぼ す ことが指 摘 され て い る。

な お・、当 第2.部 は

第1章 寺 西 健 二、大 原 謙 一 郎 、 藤 井 純 、 上 野 滋

第2章 佐 々 木高 夫、 橋 本 昌幸 、 山 本欣 子

第3章 柳井 朗 人 、高 瀬 保 、

第4章 竹 折 政 敏 大 林 久人 、 藤崎 重隆

の各 委 員が 夫 々分 担 し執 筆 さ れ た もの で あ る。
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1利 用 の側 面 か らみ た コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク形 成 の背 景

1.1マ ネー ジ メ ン ト ・イ ン フ ォメー シ ョン ・シ ステ ム(MIS)の 展開 経 緯

1.1.1MIS発 展 の背 景

MlSに つ いて の定 義 は 必ず し も明確 で は ない が 「経 営 の 総 ての 階層 にお い て、 そ れ ぞ れ の業 務 遂

行 に必 要 と され る情 報 を 必要 な 時 期に 必要 な形 で提 供す るた め の効 率 的な 仕組 み 」と解 釈 す る の が一

般 的 な定 義 の よ うに 思 わ れ る。

こ の 中の 「す べ て の階 層 と必 要 な 情 報 の関 係 」を示す もの と して 図1に 示す 関 係 が よ くそ の説 明 用

と して 用 い られた。

MISな る概 念 は 勿論 米 国 にお い て誕 生 した もの で あ るが、 そ の概 念 が一・般 に定着 したの は昭和40

年(1965年)前 後 から であ り、それ まで は 米国 に お いて もいわ ゆ る トー タル・システ ム論 議 の盛 ん な

時 代 で あ り、 さ らに さ かのぼ れ ばIDP(lntegratedDataProcessing)な る概 念 が そ

の 原流 をな す もの の よ うに 思わ れ る。

IDP－ トー タル・システムーMISな る概 念 の 系譜 が 明確 な る区 画 のな い まs時 代 的 な 背景 と共 に

次第 に変 遷、 形成 され て行 った もの と見 る事 が 出来 よ う。 もっ と も米 国 に布 い ては 我 国 にお・け る程 明

確 にMISが 時代 の 思 潮 と して論 議 され た こと は ど う もな か った よ うでは あ るが、 これ 等の 変 遷 の 時

代的 な背 景 と しては

1)コ ン ピュ ー タ利 用 水準 の 高度 化

2)コ ン ビュ ーs・ システ ムの技 術的 な 発展

3)経 営 科学 や計 量 経 済学等 科 学 的 手 法 の発 展

4)企 業 を と りま く経 営環 境 の 複雑 化

等 が考 え られ る

一般 に コノ ピ一 夕利 用 の 水準 を

A段 階 一 部 分 的業 務 の 事後 処 理 段階

B段 階 一 総合 化 に よ る事 後 処 理 段階

C段 階 一 定 常 的判 断 業 務 の機 械 化 段階

D段 階 一 総 合 的 な 経営 管 理お よ び非定 常 的意 思 決定 へ の 活用 段階

の4段 階 に 分類 して、 昭和40年 前 後 にお け る米 国 一 流企 業 の電 算機 利 用の 水準 を 回顧 す れぱ 、 そ の

多 くがA段 階 、B段 階 を経 てC段 階 の水 準 に達 し、 更 に先 進 的な企 業 にお い てはDの 段階 に進 み つつ

あっ た と見 る事 が出 来 、MIS的 指向 の 芽 ば え は十 分 に あった もの と推 察 され る。

次 に コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの技 術 的 発展 段階 の角度 に よ り当 時 を 見れば 、い わ ゆる第 三 世代 コ ン ピ

ュ ー タの利 用 に突 入 の 時 代 で あ り、具 体 的 に は

1)新 しい回路 素子(SLT、IC等)の 実用 化

2)同 時 遊 行処 理 コ ン ピュ ータの 出現

3)大 容 量 外 部記 憶 装置 の 開発
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図1経 営組織 と情報の流れ

A経 営の階層 B経 営の基本的機能

トップ ・マネ ジ メ ン ト

ミドル ・マネジメン ト

下 層
マネジメント

経営の階層

＼＼
__ノ

ト ッ フ

ミ ドル

現 場

① ② ③

'

　
情報の用途

C主 要な企業活動

①

②

③

戦 略的 計 画

マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロー ル

現場 管理

情報の
用 途

特 長

①
テ ー ラー メ イ ド、 予 測 、 精 度 は よ

くな り、 計 画、 長 期

② 内部情報 現在、過去と若干の将
来、計画と管理、短期

③
狭い 責任範 囲 、 内部 情 報 、過 去 、

管理 、 日 々

'
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、

、

4}オ ン ラ イン ・リア ル タ イ ム技 術 の進 歩

5)TSS技 術 の進 展

等 が この 時代 の 電 算 機技 術士 の 特徴 と考 え られ る。'

これ等 の技 術 も現 時 点 より見 れば 、明 ら かに 一 時 代前 の技 術 で は あるが 、当 時は なや か にそ の 革 新性 が

宣伝 さ れた第 三 世 代 コ ン ピュ ー タに過 大 の期 待 がか け ら れた事 を思 えば、 これ等 の 技 術 が 今迄 出 来 な

か った 何 か を提 供 して くれ そ うな期 待 が生 れ、 それ がMIS形 成 への 思考 に つなが った事 も当 然の 事

の 様 に 思 わ れ る。

Ll.2訪 米MIS使 節団

1967年10月 奥 村綱 雄氏 を団 長 とす る 「MlS使 節 団 」が米 国 に 派遣 され 、米国MISの 現 状 と

動 向 を視 察 して 帰 国 した が、 こ の使 節 団 の帰 朝後 の 報 告 と民 間 及 び政 府 に対 す る各種 の提 言 を契 機 と

して 、わ が 国 にお けるMISへ の 関心 は ブー ム的 な高 ま りを 見 た。

報告 の要 点 は、 米 国 に お けるMISは 現在発 展 の過 程 に あり、これ に つ いての 明確 な定義 は 確立 し て

い な い が、 今 見 え ざ る革 命 と して静 かに 着 実に 進 展 して いる。 米 国 の大 企業 はMISの 実施 に 当 りあ

ら か じめ経営 上 の ニ ー ズを徹 底 的 に検 討 し、 経 営 目標 を 明確 に し、 そ の上 で達 成 さるべ き究極 的 な構

想 を描 き出 して い る。 しか しそ の 進め 方 は長 期 計 画 の下 に 着 実 に一 歩一 歩 日常業務 の 分野 にお け る基

礎 資料 の収 集 か らは じめ 、必 要性 に応 じた個 別 業務 を処 理 す るサブ ・シス テムを 開発 して い る。 しか も

この場 合 常 に採 算 性 を重 視 し、 サ ブ ・システ ムの周 辺 よ り高 次の経 営 情 報 を付加 しなが ら漸 進 的 に 総

合 的 なMISに 引 き上 げ て 行 くとい った堅 実 な方法 を と っ'てい る。・tt・

現 在 で は 原価 や 経理 な どの 過去 の 実績 に 関 す るものか ら、販 売、生産 といつた現 時 点で の企業 活動 の 分

野 に 適 用す る 方 向に 進 ん でお り、 さ らに これ か らの4、5年 間に 米 国企 業 のMISは かな りの 段 階 に

進 み1970年 代 に は 経営 の 有 力 な用 具 と して トッ プ ・マ ネ ー ジ メ ン トの 戦略 的 決定 な らび に研 究 開

発 な ど将 来 に つ な がる 方向 にま で利 用 さ れて行 く もの と 見 られ る と して い る。 き

以 上 の米 国 に お け るMISの 動 向を 基 礎 と して民 賦 政 府 に対 して 行 っ た提 言 は大 略以 下 の ご と き

もの で あ っ た。

(民 間 に対 す る提 言)

1)ト ッ プマ ネ ー ジ メ ン トがMIS確 立 に 自 ら積極 的 に取 り組 むべ きこ と。

2)企 業 はMISの 確立 をめ ざ し総 合計 画の 下(サ ブ ・シ ス デ ムの 開 発 に取 り組 むべ きこ と。

3)生 産、 販売 、 会 計 な ど基幹 的 業務 の簡 素 化 と標 準 化 を促 進 し、情 報 環 境 の整備 改 善 を計 る こ と。

4)企 業 内 にお け る コ ン ピュ ー タ教 育 の計 画的 継 続 的 実施 。

5)中 小企 業 経 営 者 は コ ス トの低 減 と企 業 近代 化 の た め コ ン ピュ ー タの利 用、 特 に コ ン ピュ ータの

共 同利 用 を計 るべ き こ と。

6)医 療、 法曹 、 教 育 等 の 分野 に お け る コ ン ピュ ー タ共 同 利 用 の準 備 の 促進。

7)コ ン ピュ ータ をめ ぐる 労 使問 題 の 民主的 、 科学 的 な解 決 。

(政 府 に対 す る提 言)

1)政 府、 地 方 自治 体 は 行政 の 効 率 化の ため総 合 的、 有 機 的 な行 政 情 報 シス テム を採用 すべ きで あ
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る。 そ の基 礎 と して行 政 事務 の簡 素化 、 デ ー タ ・ソー ス(資 料 源)の 一 元 化等 に努 め るべ きで あ る。

2)多 次元 に わた る 委員 会 の 設置 とPPBSな ど 近代経 営 管理 技 法 の積 極的 導 入

3)通 信 回線 に よる情 報 の 伝 達 に 関 し法 制 面、 料 金 制度等 、 諸 問題 を根 本 的 に再 検 討 す る こと。

4)コ ン ピュ ータ人 口を大 量 に養 成 す るた め 大学 、 高 専の コ ン ピュ ー タ教 育 を拡 充 す る こと。

5)コ ン ピュ ー タ ・テク ノ ロ ジーに ょる国 際 競 争 力 強化 の た め コ ン ビュ ーs・ シス テ ム開発 に大 巾

な 財 政 資 金を 投入 す るこ と。

6)コ ン ピュ ー タを 中軸 と す る情 報 シス テ ムが行 政、 教 育、 社 会、 経済 等 に及 ぼ す影 響 の重 要性 に

鑑 み これ に関 す る強 力 な行政 委 員会 の 設 置 を 検討 す る こと。

,以上 の 民 間、 政 府 両 面 に対 す る提 言 がい わ ゆ る 「MIS提 言 」で あ り当 時 各 方 面 に多 大 の 反 響 を呼

び、MISブ ー ムの 端緒 と な った。

1.1.3MIS提 言 とその 受 け と り方

以上 の 提 言 と報告 に よ り日本 中の ・ ン ピュ ー タ ・ユ ーザ ーは 大 な り・j・な りMIS旋 風 の"ゆ さぶ り"

を受 け、 自 らの シス テ ム を一 度 はMIS的 角 度 か ら見 直 す こ と を迫 られ る こ と とな った。

とは云 う もの の 何 れの ユ ー ザ ー も当時 これ が米 国VCk・け るMISの 代表 例 だ とbっ て 示 され た 如 き

高 度 か つ老 大 なMIS体 系を 確 立す る事 は と うて い 不 可能 で あ り、 それ は そ れ と してMISに 対 す る

段階 的 ア プ ロー チ と して企 業 の 当 面す る サ ブ ・シス テ ム開発 を着 実 に指 向 す る事 とな っ た様 に 思 われ

る。'

調 査 団 参 加 各 員 の 米 国MISの 動 向 に関 す る 受 け と り方 は、必ず しも一 様で は な く、各人 各 様q受
'
けと り方 が うか がえ る が、 殆 ん ど共 通 して 強 調せ られ て い る点 は

1)MIS確 立 に 対す る トップ ・マネ ー ジメ ン ト参 画の 重 要性

2)総 合 的長 期 的 計 画 策定 の 重要 性

3)サ ブ シス テ ム積 み上げ の重 要性

4)大 容 量 フ ァ イル作 成 の 重要 性 と技 術 的 可 能性

5)TSSを は じめ とす る オ ン ラ イ ン ・リア ルタ イ ム技 術 の 重要 性 と 可能 性

等 を 指摘 出 来 る よ うに 思 わ れ る。 これ等 の 指摘 は 現 時 点 よ り見て も相 当 に 当 を得 た もの と思 われ る が

MISを_つ の コ ン ピュ ー タ ・シ1テ ム と して 見 る 時 それ がい かに 老大 な シス テ ムで あ って もr企 業

内の 閉 じられた システムであり、そ こにお いて取 り扱 われ るデータは企業 内のデータであ り・ システム脚)連 けいや

他の システムのデ ータ、 ソフ トウ ェ ア等 の リソ ースの 共用 、 つ ま り コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク と レて

の 思 想や 発 想 が全 く見 られ ない の は この 時 点 で の シス テ ムに対 す る発 想の 一 つの 限界 を示 す もの と見

る 事 が出 来 よ う。 事 実 この 時 点 よ り1、2年 を 出ず してNIS(Nationallnformation

S,、t。m)の 発 想 柱 ・り、MISの 最SgWt企 業 綱 的 れ べ・レを達 成 す る た め ぱ ・ステ鋼 の

デ ー タ の連 け い(外 部情 報 デ ー タの取 り込 み と利 用)が 不 可 欠 で あ る との 思考 が 打 ち出 され 同時 に

デ ー タの セ キュ リテ ィ、 情 報の プ ライ バ シ ー等 の 思想 が現 わ れは じめ てい る事 はMIS-NIS－ コ

ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク と続 くその 後 の発 展 の 系譜 と して興 味 あ る こ とで あ る。

.(Nisと ・ ン ピー ・ ・ネ ・ ・ワー ク 思 想 がそ の 源 流 を同 じ くす るかど う力綱 らJO'では な いが 全
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く無 関係 とす る事 は 出来 な い で あ ろ う。)

当 時の論 調 と してMlSを 論 ず る時 そ れ を以 下 の3つ の階 層 に 分 けて 説 明す る事 がa」般 的 で あ った

よ うに思 わ れ る。

1)オ ペ レ ー シ ョナルMIS

2)マ ネジ リア ルMIS

3)戦 略計 画M工S

これ ら各 階 層別MlSの 特 徴 とす る点 は 表1の ご と くで あるが 、 前述 の ご と く戦 略計 画MISに と

って最 も重 要 な要 素は 、予測 と この た め 必要 な外 部情 報(デ ー タ)で あ り、 これ をい かに 効率 よ く入

手 し、自 らの システムの 中に とけ こませ るか が 、この レベ ルのMISの 成 否 を左右 す る もの と云え よ う。

MISブ ー ムに"ゆ さぶ り"を かけ られた ユーザー各社 が 、そ れ に もか か わ らず 敢 て 高 度 なMISを

目標 とせず 当 時殆ん ど完 成 また は着 実 に進 行 中で あ った オ ベ レ ー シ ョナル ・レベル のMlS完 成 とマ

ネジ リアノレ・レベルMISの 段階 的 発 展 を 当 面の 目標 と して、地 道 な機 械 化進 展 の 道 を選 ぶ事 とな った

の は 当 時 か ら既 に 見 られ たMIS論 議 が抽 象 的 に過 ぎると の批 判 を別 に して 、 当 時 の コンピュータ・シ

ス テ ムの 限 界 と して この 外部 情 報 の 効率 的な 取 り込 みの 困難 さが その 重要 な一 つの 原 因 で は な か った

か と思 わ れ る。(こ の 困難 さは 多 少 の程 度 の 差 こそあ れ現 在 で も継 続 して存 在 して い る。)

この 外部 情 報取 り込 み に対 す る発 想 が 、磁 気 テープ等 の媒 体 に よる情 報 の 交換 の 段階 を経 て 、TSS技

術 、 デ ー タ伝送 技術、 デ ー タ ・ペ ース技 術等 の進 歩 と共に 次第 に コ ンピュ ー タ ・ネ ッ トワー クの発 想

につ なが って行 った もの と思 われ る。

1.1.4代 表 的kMISの 例

当 時 米国 に お け る典 型 的なMISの 実例 と して 以下 の ご と き シス テ ムが 紹 介 され るの が一 般 であ っ

た。

1)ア メ リカ.ン・エ ァ ラィ ンズ社 のSABERシ ス テ ム

2)ウ ェメ テ ィング ・ハ ウス 社のTOPS

3)ロ ッ キー ド ・エ アク ラフ ト社 の イ ンタ ー ロック.シ ス テム

4)MITプ ロジェ ク トMAC

これ等 シス テ ムの 詳 細 は省 略 す るが 現 時点 よ りこれ等 を見 れば 、 戦 略的 レベ ルMISと 言 え る程 の

シス テ ムは ど う も見 当 ら ない よ うで あ り
、 その大 部分 が オ ペ レー シ ・ナ・レ・・ぺ ・暗 い し若干 マネ ジ

T〕ア ルMISの レベ ルに達 して い る事 が うか が え る程 度 の システ ムで あ り
、何 故 あれ 程 や か ま し く戦

略的 意 味 が 強調 せ られ たの か不 思 議 な気 が しな い で も左 い。

代 表 例 に 見 られ る シ ス テ ムをMISの 角度 よ り総括 的 に なが め れば

1)MISは かな り低 次の レ ベル の もの であ って も売文 な シス テ ムで あ る こ と
。

2)MISの 概 念が(a)情報 処理 の 迅速 化
、(b)意志 決定 の適 確化 、(c)定 常的 管理 の効 率 化 の3点 を含

ま ね は な らぬ とすれ ぱ 、代 表的 と云 われる システムで も多 くの 疑問 が あ るこ と。

3)さ らに 意 志決定 の メ カニkム
、 経 営 戦 略検 討 の プ ・セ ス を考 え る と必 ず し も この よ うな シス テ

ム を拡 大 し積 み重 ね てい くだ けで は 高 レベ ルMlSに 到達 出来 そ う もない
。
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意志 決定 、 経営 戦略 への 役 立 ちは サ ブ ・シス テ ム整 備 の延 長 線上 に出 来る もの で は なく、外 部 情 報 の取 り

込 み と 自 らの シス テム への融 合 を前 提 と した経 営 戦略 の メ カニズ ム解 明 には じま る 経営 科 学 的 ア ブ ・一 チ

の 延長 線 と進 歩 した電 算機 技 術 の 高 度 な可 能性 追 及 の延長 線 上 に求 め られねば な らぬ こと が当 時 か らお ぼ

ろげ な が ら感 じ と られ て いた よ うに思 われ る。

これ等 の議論 とは 多 少見 る角度 を変 え 、代 表 例 をコンピュー タ ・シス テ ム と しての 角 度 より見 れば 、何 れの

シ ス テム もす ぐれ た フ ァイル ・マ ネ ー ジ メ ン ト・シ ス テ ムと見 る事 が出来 よ う
。 当 時 に お い で もMISは

最 上等 の フ ァ イル ・マネ ー ジメ ン トで あ る との論 調 が 見 られ る ことは その後 の デ ー タベ ース ・マネ ー ジ メ

ン ト技 術 の 発 展を 示 唆 す る もの と 見 る事 が 出来 よ う
。

代表 例 に 示 され る シス テ ムは何 れ も当 時 と して は2大 な シス テ ムであ り、大 システム即MISと 見 な され∫

た感 が ない で もな い が;現時 点 よりこれ を見れ ば、そ れ程驚 くよ うな シス テ ムと も思 われ な い。 これは 勿 論電

算機 そ の もの の進 歩 の ほか、大容 量磁 気 デ ィスク、デー タ伝 送技 術、 デ ー タ ・ベ ース 技 術等 のそ の 後 の長 足 の

進 歩 に 負 う所 が多 く、当時 ブー ム的 に騒 が れたMIS作 りも、結 局 この ような技 術 面の 制 約下 で議 論 の み が先

行 した 観 が ない で もな い。

1.L5MISの 経験

MISブ ームは昭和43年1年 間 でアッと云 う間に終 った極めて短 いブームであった
。(ち なみに昭和43年 版コンピ

ュrタ 白書はまさC'(MIS特 集の観があ る奈44年 版 白書 にはMISな る文 字 は全 く見 当 らな い。)

しか しこれ をMIS思 想 その もの の 終 え ん と 見 る事 は勿論 正 し くない で あ ろ う
。 第一 世 代 コ ン ピュ ー タ

が事 後 処理 業務 を中心 と した デ ー タ ・プ ロセ シン グ を可能 に し、 そ の抽 象的概 念 がIDPで あ っ た。 第二

世 代 コ ン ピュ ー タは 総合 的事 後処 理 業 務 の機 械 化 を 可 能に し、その抽 象 的概 念 と して トータ ル ・シ ス テ ムが

生 れ た。 さ らに 第 三世 代 コ ン ピュ ー タは定 常 的(一 部 非定 常的)判 断 業務 の機 械化 を可 能 と してMISな

る概 念 を生 んだ。 この よ うに 見 て くれ はMISな る概 念 も或 る 時代 の 機械 化 を指導 す る理 念 であ り、MIS

が求 め、MISが 指 向 した もの は その まま 今 日で も生 きて い ろ とい うべ きで あ る
。

た だ ユ ー サ ーはMISの 段階 を認 識 し、 真 の企 業 の=一 ズ と現時 点 での コ ン ピュ ー タ技 術 の可 能 性 に基

礎 を置 き、地 道 な システム作 りの道 を選 び 、MIS、M工Sと 騒 が な くな った だ けの 事 で あ る。

当 時の 電 子計 算 機 に ま つわ る技 術 の み を もっ て して は、MISの 高 次 レベルの 達 成 は 結 局 不 可能 で あ り、

この 意味 で はMISの 高 次元論 議 は 抽 象論 議 の先 走 りであ った と見 るほかは な く
、現在 も う一 度 デ ー タ ・ペ

ー ス技 術
、 コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワ ー ク技 術 を含 む進 歩 した ハ ー ド ・ウ ェア、 ソフ ト ・ウェ ア技 術 の下 で

や り直 す べ き時 期 が 来 て いる ので は あ る ま い か。

1.2企 業 にお け る 情報

1.2.L企 業 活 動 と情報

(1)企 業 に 於 け る情報 の考 え 方

企業 とは、 あ らゆ る活 動 を通 じ てそ の 価値 を 実 現 す る機 関 で あ る。 そ して あ らゆ る企 業 活 動 は、 こ れ に

並 行 した情 報活 動 を 伴 っ てい る。 企 業 は 、 こ れ らの行 動 に ょ り発 生 す る 出費(コ ス ト)を 極 少 化 しつ つ、

そ の実 現 す る価値 を極大 化 す る事 を 目的 と して い る。 あ らゆる企 業の 行動 は、 この 目的 の 達 成 に貢 献 す る
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事 に よって の み正 当化 され 得 るの で あ る。

もと よ り、 社会 的 コ ン セ ン サ ス と しての 価値 観 が 多様 化 す る に伴 い、 企 業 の追求 すべ き 「価 値 」が

収 益の みに止 ま らず、 種 々の 社 会 的 価値 の複 合 体 に な りつつ あ る事 は、企 業 が社 会 的存在 で あ る限 り

当 然の事 で あ る。 しか し企 業 の 実 現す る価 値の 尺 度 は何 で あ れ、 企 業 行 動 の 基本 原理 が最 少 の コス ト

で最大 の価 値 を生 む シス テ ムの 追 求 とその運 営 に あ る事 には 何 の変 わ り もない。

企 業の 情 報 活 動 も、 こ の 原則 の適 用 を免 れ る もの で は な い。企 業 は、 情 報 の生 み 出 す価 値 を 極大 化

しつ つ、 情 報 活動 の コス トを 極少 化 し、 情報 活動 を1最 も効 率 的 に、 価 値の 創 出 に結 び つ け よ うとす

る で あ ろ う。

ここで は、 企 業 の あ ら ゆる 面 で の情 報 活動 を広 くと りあ げ、 そ れ が具 体 的 にい か な る行動 と なっ て

あ らわ れる か を例 示 した 後、 こ うい う情 報が い か な るパ タ ーン を経 て企 業 の 価値 創 出 に結 び つ くかを

考 え て、 企 業 にお け る情 報 コ ス トの 分析 に入 りた い と思 う。

(2)工 場 建 設 にお・ける企 業 行動 と情 報 活動

先 ず、 一 般的 な企 業 行 動 の 最 も基本 的 な出発 点 とな る 、工場 建設 とい う行 動 に、 情報 活動 が い かに

関連 す るか を例 示 した い。.

新 し く工 場 を建設 しょ うと す る場 合、 企 業 は先 ず、 あ らゆ る情 報 を入手 しよ うと す る。 実 験 結果、

文 献、 見積 書、 あ るい は パ テ ン ト、 ノ ウハ ウ等 、 技 術 的情 報 に止 ま らず、 工場 建設 予 定地 の 社 会環 境、

必 要建 設 資材 の 市 況、 工 事発 注予 定 先 の技 術 水準 や経営 情 況等、 入 手 す べ き情 報 は 多様 であ る。

この 様 に、.工場 建 設作 業 は先 ず 、 情 報 入手 活 動 からは じま る。 こ うして入 手 され た情 報 は 多 くの場

合、 建設 チ ー ムの ファイル キ ャ ビネ ッ ト、 又は 中央情 報 セ ンタ ーの コ ン ピュ ータ、 あ るい は場 合 に よっ

ては担 当者 の 頭 脳 に蓄'積 され るで あ ろ う。

工 場 の レイア ウ トを 決定 し、 設計 を行 う段階 で は、 これ ら蓄 積 され た情 報 は、 それ ぞ れ検 索 されて、

選択 され る。 検索 の 作 業 は、 コー ドに従 って 何 らかの 形 の フ ァイル か ら引 き出 され る場 合 もある が、

情 報の 蓄積 法 が 多様 で あ れ ぱ、 そ れに 従 っ て検 索法 も多様 に な らざ る を得 な い。 例 えば、 あ る特定 の

情 報 が、担 当者 あ るい は 其 の 他の 経験 者の 頭 脳 の 中 にの み蓄積 され てい る場 合 は、 その 検 索法 は、 そ

の人 と会 って話 を 聞 く事 以 外 には あ り得 ない 。

工場 設 計 の作 業 は、 そ の ま ま、 情 報 の解 析加 工 の プ ロセ スに 他 な らない。 設 計 担 当 者は あ らゆ る実

験 デ ー タを解 析 し、 機 器 の 強度 と コス トを推定 し、 流量 と容 量 を計 算 し、 あち ゆ るデ ー タを、 設計 図

に 集 約せ しめ るの で あ る。 この 段階 では、 コン ピュ ー タが大 きな役 割 をは たす で あ ろ う。

こ うして 出 来上 った 設計 図、 仕様 書、 な ど を利 用 して 、 工場 建 設 が実行 さ れ る。 こ う して情 報 入手

作業 か らは じま っ た 工場 建 設 作業 は情 報利 用 に よる工 場 建 設 の 実行 に ょ り完 結 す るの で あ る。 こ こで

情 報 の入 手 か ら利 用 ーまでの 各 過 程 で の、 情報 の 処理 の巧 拙 が、 結果 と しての設 計 図の優 劣 を 決 め る事

に な り、 情 報 はた くみ に利 用 された場 合、 よ り安 価 な・ よ り安 全 な ・ よ り効率 的 な工場 の 建 設 を 可能

に す る とい う'形で、 企業 の 価 値 に貢 献 す るの で あ る。

一 方
、 こ う して利 用 され た情 報は 新 た に蓄 積 され た情 報 と な り、 社 内の他 部署 か らの 検 索の 対 象 と

な ると 同時 に、 情 報 自体 が ノ ウハ ウ又 は、 パ テ ン トとい う形 で販 売 の 対 象 とな り得 る事 に 、 こ こで 注
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意を留め徳 ぱ で・

(3)販 売 活動 にお け る企業 行動 と情 報 活 動

一 方 では
・ 企 業 の 最 も日常的 な 行 動 で あ る販 売 活動 に 於 ての 情 報活 動 は、 ら か に して 行 われ てい る

で あ ろ うか。 販 売 め 行 動様 式 は、 業 種 に よ り、又 企 業 に ょ り大 きく異 な る た め 工場 建 設 の 例 の様 に 一

般 化 された論 議 は 困 難 であ るが、 今、 あ る 自社製 作 の製 品 を販 売 す る場 合 を考 え て み よ う
。

交渉に 出 か け る販 売 員 の 頭 の 中 に は、取 引 に関 す る情 報 がつ め込 まれ て い る
。 これ らは例 え ば、 コ

ン ピュ ー タか ら打 ち出 され た 自社 の 売 上 実 績
、 今 日現 在 の受 注 残 在 庫 状 況等 の デ ー タや、 研 究 所 で

作成 した品質評価の結果の様な ものから、酒席でひろった取引先の噂話に至るまで、多種多様である.

これは全べ下・実験室での実験から・深夜の酒宴に至るまでの、多様な情報入手活動の結果入手され

蓄 積 され た情 報 で ある。

これ らの情報 は、販 売 員 の 頭の 中 で総 合 さ れ
、 自社製 品 の位 置、 取 引 相 手 の ニ ーズ、 等 の形 で整 理

,

され る で あ ろ う。 これ は、 意 識す る か否 か に か か わ らず
、 情 報 の解 析、 加工 の プ ・セ スが実 行 され て

しへる とい う事 にほ か な らな レ・。

こ う して解 析加 工さ れた情 報 は ・ 交 渉 の場 で大 い に利用 され るで あ ろ う。 そ れ と同 時 に、 交渉の 場

では 会 話 を通 じて新 ら しい情 報 が入 手 され、 これ が瞬 間的 に解 析 されて た だ ちに利 用 される とい う プ

ロ セ スが 並行 的に進 行 して行 くの で あ る
。

こ こで注 意す べ き事 は 、 この場 合情 報 は、 価格 や販 売 量 のオ フ ァ ーを 決 定 した り、 販 売戦 略 を作成

した りす る意志 決定 に応 用 され る だ け でな く、 む しろ、 自己の 持 つ情 報 を 相手 に伝 達 す る とい う 事で

利用 され るとい う事 で あ る。 自社 製 品 が、 い かに 高 品質 で しか も買 い手 に と って 有 利 で あ る かを、 販

売員 は 買 い手 に納 得 さ せ よ うとす る で あ ろ う。 そ の為 には、 販 売員 は 自 己の 持 つ情 報 を慎 重 に選 択 し

て 相手 に与 え る事 で あ ろ う。 そ う して、 これ らの 情 報 は相 手に 伝 達 す る事 に ょっ ては じめ て利 用 され、

拡販 に つ なが り、 企 業 に と っての 価値 に結 び つ くの で ある。

こうめ 情報伝達の作業を・より馴 的に・ より技術的に筋 のが宣伝 ・広報の醐 である.・ れ

は販 売 促進 の みな らず、 企 業 に 対 す る 社 会 の好 感 度 を高 める事 を通 じて も
、 企 業 に とって の 価値 に 結

び つ くで あ ろ う。

企業 の 情 報醐 は・ 以上 の例 であ げ た工場 建 設 と販 売の 例 に限 らず
、 あ らゆ る企 業 活 動 に と もない、・

そ れ と並 行 して 行 わ れ てお り、 企 業 に 価値 を 創出 す る と同時 に 、 コス トの 発生 源 と もな って いる の で

あ る。

L2.2企 業 にお け る情報 の価 値

(1)情 報 の 価値 創 出 の プ ロセス とパ タ ーン

以上 見て 来 た ように、 企 業 行 動 は、 常 に こ れと並 行 した情 報 活 動 を伴 っ て いる
。 この 情 報 活動 は、

以上 の例 か ら も明 らか な様 に一 解析加工 利 用

とい うプ ロセ スを 経て、.企業 に とっ て の 価 値 創出 に結 び つ くの で あ る
。
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従 って、 情 報の 価 値 は即 ち 「利 用 」の 段階 で い か に企 業 の 目的 に貢 献 す る かで計 測 され る。 それ 以

前 の プ ロセ スは全 べ て、 「利 用 」の 段階 に 必要 と され る情 報 を、 効率 的に 準 備 す る プロセ スで あ り・

企 業 に とっ て情 報 に価 値 を 創 出 せ しめ る必要 条 件 では ある が、 価値 の 創 出 に 直接結 び つ くもの で は な

い。 そ れ では企 業 に よ り、 情 報 は ど うい うパ ター ンで ど うい う価 値 創 出 に 結 び つ くので あ ろ うか。

前 述 の 例 の中 に 見 られ る様 に企業 に ょる情報 の 利用 には大 別 して 三 つ の パ タ ーンが あ る。 一 つ は情

報 を応 用 す る事 に よ り、 自 らの 判 断、 行 動 を よ り有 利 に す ると い う形 で あ り、 先 の工 場 建 設の 例 で 見

られ る情 報 の利 用 は、 この パ ター ンで の情 報 利用 で あ る。二 番 目の パ ター ンは情 報 を外部 に伝 達 す る

事 に よ り、 外部 の 判 断 を 自己 に有 利 な方 向 に誘 導 す る事 を通 じて の 価 値 創 出 であ り、 販 売員 の側 で ふ

れた 様 に、 この パ タ ー ンでの 情 報利 用 は、 そ れに 特化 され た広 報 宣伝 活動 に限 らず 、 日々の 交渉事 全

べ て にわ た って取 り入 れ られ て い る。 第 三 の パ タ ー ンは 情報 自体を 販 売 す る こ とに よ り利 益 を得 る方

法 で あ り、 ら わ ゆる情 報 産 業 の 例 以外 に、 一 般企 業 も例 え ば ノ ウハ ウ ・パ テ ン トの販 売 とい う型 で情

報販 売の 利 益 を得 る こと が 出 来 る。

これ ら三 つ の パ ター ンを通 じて利 用 され る情 報 は、 その 生 み出 す 価値 に ょ って、 そ れぞ れ 四 分 され

るで あ ろ う。

即 ち、(i)増 収増 益 、⑩ 不 確 実性 の減 少、 帥 経 営 環境 の改 善、 働 内部 管理 の 充 実 て あ る。 企 業 の情 報

活 動 はす ぺて、 最 終的 に は こ れ らの 価 値 を生 む様 に情 報 が利用 さ れ る事 を 目的 と して行 われ てい るの

であ る。,'

(2)情 報 の 価値 創 出 の計 測

それ ならば、 これ らの 価値 とは、 それ ぞ れ ど うい う もの で、 そ れは計 測 す る こと が可 能で あ ろ うか。

第 一 に あげ た増 収 増 益 の 効 果 は コス トダ ウン、 拡販、 付加 価値の増 大 等 の 効果 で あ る。 とれは企 業

に とって先 ず 追 求 すべ き効 果 で あ り、 前 述 の例 の 中に も く りか え しあ らわ れ てい る。 この 効果 を生 み

出す パ タ ー ンが情 報の 応 用 であ れ、伝 達 で あれ、 又 は情 報 自体 の販 売で あれ、 この効 果 は企 業 に とっ

て、 金銭 の ター ムで 直 接計 測 可能 で ある。

これ に対 し不確 実性 減少 の効 果 とは情 報 の利 用 に より、将 来鉛 こ り得 るべ き事 に対 す る予 見 の 確度

を 高め る効果 を云 う。 これ は、 しば しば 情 報 の価 値 を代 表 す る もの と して取 扱 われ る効果 で もある。

この 効果 は 例 え ば 「期 待 利 益 」の 推定 等、 種 々の 方法 で 推計 す る事 は 可 能 で あ るが、 一般 的 には金

銭の タ ー ムで計 測 す る事 は 出来 ない.し か し不 確実性 減 少の 効果 を持 つ情報 の 中 には、 生 産 プ ロセス

の改 良 に関 す る ノ ウハ ウや特 許 情 報 又は 社会、 経 済 、市 場 情 況 に 関 ず る調 査 結果 な ど、 情 報 自体 と し

て販 売 する 事の 可 能 な情 報 もあ る。 これ らの 情 報 の販 売 に ょる効 果 の み は、 直接 に計 測可 能 で ある。

三 番 目の 経営 環 境 の改 善 の 効果 と は、 企 業 の 立 た さ れ てい る環 境 を よ り良 い もの と し、 よ り効果 の

ある 戦 略的 行 動 を と り得 る様 な情況 をつ くる 事 を云 う。 例 え ば、 いわ ゆる企 業 イ メ ー ジの改 善 とか・

外 部 の 関係 者 との友 好 関 係 の 樹 立 と か、 又 は、 企 業 の 社 会的 地位 の 強化 とか が・ こ こで い う経 営環 境

改 善の 効果 と云 え るで あ ろ う。 こ こで は企業 の 持 つ情 報 は経 営 環 境改 善の 方 策 の 決定 に応 用 され る と

い う以上 に、 そ れ が伝 達 され、 納得 され る事 に ょ り、 価値 創 出 に結 び つ く事が 多 い。

この効 果 も一 般 的 に は 金額 的 に計 測 出来 ない。 しか しなが ら、 経 営 環境 づ く りの 如何 が 資金 調 達 の
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可 否 を 決 め、 人 材 登用 の範 囲 を 画 し、 又 は新 規立 地 の 実現 を左右 す る など、 直接 金額 タ ー ムで は計 測

され ない 重大 な効 果 を生 む 事は 広 く認 識 され て い る。

最後 の 内部 管理 の充 実 とは 、 企業 の 姿 を正 し く把 握 し、 敏速 に 行動 出 来 る様 な 体 制 を つ く り、 よ り

効率 的 な価値 追 求 を行 な え る様 な内部 管理 体制 をつ く り、運 営 す る事 を可 能 に する様 な、 情 報利 用 の

効 果 で あ る。

この 効 果 も例 え ば 管 理 体 制 の 合 理 化 に よる人 員 縮 少 の 様 に、 一 部 計 測 可能 な もの もあ る とは い

え、 一般 に は計 測 で きない。 た だ、 経 営環 境 の改 善や 、 内部 管 理 の 充実 に資 す る様 な 情 報 も
、 これが

例 えば、 ソ フ トウ ェア販 売 とい う様 な形 で、 販 売 可能 な場 合 には 計 測可 能 な価 値 に結 びつ く事は 云 う

まで もな い。

こ こで 以 上 述 べ た所 をま とめ る と、 下 の表2の 様 に なる。 こ こで はそ の生 み 出 ず価 値 が直接 金 銭 の

タ ーム で計 測 可能 な もの を○ 、 そ うで な い もの を×で あ らわす。

表2情 報の利用と効果の計測可能性

増収増益
に資する
情報

不確実性減
少に資する
情報

経営環境
改善に資
する情報

内部管理
に資する
情報

情 出
報 パ
の

価 多
値1
創 ン

応用に よる価値 ○ × × ×

伝 達 〃 ○ × × ×

販 売 〃 ○ ○ ○ ○

○:直 接 的 に 金額 タ ー ムで 価値 が計 測 出 来る もの

×:直 接 的 に金額 タ ー ムで価 値 が計 測 出来 ない もの

',・

∀

(3)情 報 の 負の 価 値 創 出

こ こま では、 情 報 の 価値 創 出に つい て 述 べた が 一方 では 、情 報 は 負 の 価値(・ ス)も 隼 む事 に 注意

しなけ れば な らな い。 こ こでは 負 の 価値(ロ ス)の 創 出に応 用、 伝 達、 この2つ の パ タ ー ン を考 え る。

(こ の場 合 、 情 報 の販 売 に よる ロス ー 例 えば ノ ウハ ウ販 売に よる 将来 の 市場 の喪 失 一 は 販売 条 件

の 中に既 に組 み込 ま れ て いる もの と して、 ・ス とは考 え ない。)応用 の ロスは 誤 っ た情 報 、 又 は正 しい

情 報 の誤 用 に よる もので あ り、 損 害 は 甚大 であ る。 しか し企 業 の情 報活 動 を考 え る時 、 よ り本質 的 な

・スは 情 報 の伝 達
、 特 に意 図 せ ざ る伝 達(漏 洩)と 意 図 せ ざ る主 体 に よる利 用 に伴 うロ スで ある。 企

業 が競 争 社会 に生 きてい る限 り、 必 らず秘 密 の情 報 を もつ もの で あ り、 これ ら情 報 は 自社及 び限定 さ

れた 主 体 に よる利 用 を前 提 と され て い る。 これ ら の情報 が 競争 相 手 のみ な らず 、 意 図 せざ る第三 者 に

ょり利 用 された 時 に は 思 わ ぬ損 失 に つ な が る結 果 と なる。 企 業 の 情 報 活動 の一 面 と して こ うい う事態

の防 止の 為 に も、 努 力 が払 わ れてい る 事 を忘 れて は な らない
。

(4)企 業 にお ける 情報 価 値 と情 報 コス ト

こ こ ま での 分 析で、 情 報 が 応用 、伝 達、 情 報 の販 売 とい う3つ の パ タ ー ン を通 じて 利用 され、企 業

に とっ ての 価 値 創 出に 結 び つ くプ ロセ ス が 明 らか に な った と同 時 に、 情 報 が 負 の 価値(ロ ス)を 生 む
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可 能性 があ る 事 が指 摘 された。

企 業 は、 これ らの 価 値 を創 出 し、 ロス を防 止 す る為 に情 報 活動 を行 ない、 最低 の コス トで 最大 の 価

値 を生 み出 すべ く努 め る で あ ろ う。 こ こで 注 意 してお きた い 事 は、 先 の表2に 見 る通 り、 情 報 の 価 値

創 出の 中で、 金 額 的 に 直接 計 測 出 来 ない もの の ウ ェ イ トが極 めて 高 い とい う事 で あ る。 これ らの 価値

創 出は 通 常、 定 性 的 に の み把 握 され て い る が、 これ らの 価値 が 発生 しなか った 時に被 る、 「得 べ か り

し利 益 」の 損失(オ ポテ ユ ニ テ ィ ー コ ス ト)を 推 計 して み る と、 これ ら定性的 に しか把 握 さ れ てい な

.い 価値 の重大 さが認 識 され得 る であ ろ う。

これ ら直接 的 に計 測 不能 な 価値 創 出 の ウェ イ トづ け に は、 しか し、 企 業 の体 質、 経 営 者 の 個 性 に よ

り、 企 業 相 互 間 に大 きな差 が あ る。 企 業 の 情報 コス トの 評 価、 従 って 情報活 動 の範 囲 は、 こ の差 を反

映 して、 企 業 相互 の 間 で大 き く異 な るで あ ろ う。

これ らの 事 を一 応 の前 提 と した上 で企 業 に お け る情 報 コス トの 分 析 に入 りた い。

1.2.3企 業 に お け る情 報 コス ト

(1)情 報 入手 か ら利用 ま で の プ ロセ ス

以上で情報 はkど ういう行動 プロセス又はパターンを通 じて、企業に とっての価値の創 出に結びつくカを 見て来た。

そ れで は、 これ らの 価 値 を生 むた め に は、 企 業 は い か な る情 報活 動 を行 い、 そ こで ど うい うコス ト

が 発生 す るの で あ ろ うか。

前 述 の様 に、 情報 は企 業 に'入手 され てか ら最 終的 に利用 され るま で に

『 →[謬→解析加工 利 用

の プ ロセ スを 経 る。 情報 の 価値 が 最 後の 「利 用 」の過 程 では じ めて生 ず る 事は 、上 に 見 た通 りで あ る

が、 情 報 の コス トは、 こ の全 段階 を通 じて発 生 して い るの で あ る。

こ れ らの コス トは 、 最 終的 に利 用 され た 時生 まれ る価 値 の 中 に体化 され て は じ めて 正 当化 され る。

こ こで、 これ ら各 段階 で の実 際的 な 行動 は い か な る もの で あ り、 そ こで ど うい うコ ス トが発 生 して い

るか を考 えて みた い。

(2)情 報 入 手 の コ ス ト

情 報 の入 手 とは、 情 報 を、 企業 の 境 界 を超 え て企 業 内に もた らす あ らゆ る活動 をい う。 これ に は大

別 して2つ の カテ ゴ リーが あ る。 そ の第 一 は 、 情 報 の伝 達 を 受 け る活動 で あ り、 社外 に すで に 存 在 す

る情 報 を社 内 に導 入 す る活 動 であ る。 第 二 は、 情 報 の生 産活動 で あ り、 これは 、 新 ら しい情 報 を社 内

で つ くり出 す 活動 で あ る。 そ れぞ れに伴 うコス トを こ こで概 観 して みた い。

先 ず 第 一 の、 情 報 の 伝 達 を 受 け る コ ス トに は、純粋の情報購入 費用 と・ 情 報 交換 の活 動 を通 じての 情

報導 入 の 費用 があ る。 情 報 購 入 の 費用 とは 、 書籍1出 版 物 の購 入 費 や、 委 託 調 査 費、 ノウハ ウ料 、 特

許 料等 の 出費 で あ り、 対 価 が 確 定 して い て、 具 体 的 な金 銭 の 授 受 が と もな う。 これ に対 し、 情 報 交換

の 活 動 を通 じ ての 情報 導 入 の 費 用 とは、 伝 聞、 交信等 に ょる情報 入 手 の コス トで あ り、企 業 の コ ス ト

の 内、 接待 費の 大 部 分、 出 張 費 用 の一 部、 通 信 費の 一部 等 は この カテ ゴ リー の情 報 コ ス トで あ る と思

われ るが、 明 確 な境 界 は 引 き難 い。
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第 二 の、 情報 生 産 の コス トは、具 体的 に は実 験、 試 験 、研 究 費 が これ た あた るが、 情 報 の生 産は、

これ ら情 報生 産 の ため の意 識的 活動 に 於 ての み行 われ てい るの で はな い
。 例 え ば、 製品 生 産の 現 場 で

は、工 場 の運 転 は即 ち、 製 品生 産 の活 動 であ る と同 時に
、 工 程 管理 に関 す る情 報 の生 産活動 で あ り、

販 売 の 現場 で は、 販 売 活動 自体 が、 情 報 の 入手 活 動 で あ る と同時 に、 市 場、 社会 及 び業 績 に 関 ず る情

報の 生 産 活動 で もあ る。 この様 に 、企 業 の 日常活 動 の 現場 で は、 意識 的 で あ る か 否 かに か か わ らず 、

日 々の 活 動 を通 じ新 ら い(情 報 が刻 々生 産 され てい る ので あ る。 これ らの情 報 生 産の コス トは、 外 見

上 ゼ ロと して あつ か わ れる が、 しか し、 こ うい う ゼ ロ費 用 の情 報 が、 しば しば 大 きな 価値 創 出 に 結 び

つ く事 に留意 して お・きたい 。

(3)情 報'蓄積 と 検索の コス ト

第二 段階 の、 情 報蓄 積 の アク テ ィ ビテ ィー と は、 入手 した情 報 を取 り出 しや す い方 法 で保 存 管理 す

る事 で あ る。 この活 動 は 、 場合 に よ って は、 書 類 を フ ァイル に整理 す る事 に よ り、 又 は デ ータ を コン

ピュ ー タ ーに イ ンプ ッ トす る 事に ょ り
、又 は 単 に、 担 当 者 が記 憶 す る事 に ょ り実 行 され る。

第 三 段階 の 、検 索 とは、 これ ら蓄積 された情 報 を取 り出 す作 業で ある が、 蓄 積 の 方 法 に より 多様 な

手 段 が と られる 事 は、1.2.1で み た通 りで ある。

これ らの段階 で 発生 す る 費用 は、 デ ータ バ ンク、 検 索 サ ー ビスの 利用 費、 コ ン ピュ ー タの 費用 、 社

内情 報 セ ンタ ーの 経費 、 ファ イル保 管 費用 等 、 情 報 の 蓄積 形 態 に よ りさ まざ ま で あ るが、 一般 的 に こ

の 費用 は、 企 業 に は 受 け入 れ られ 難 い 傾 向 に あ る。

これは 情 報 が、企 業 の構 成員 の 知 識、 あ るい は 経験 とい う形 で 蓄積 され
、 伝 聞 とい う形 で検 索 され

る とい う外 見上 ゼ ロ ・コス トの シ ス テ ムが思 レ・の ほ か有 効 に働 い てい る た め
、 情 報 蓄積 及 び 検 索 に 対

す る追 加 的出 費が 経済 的 に正 当化 され 難い こ とに もよる が、 そ れ 以上 に、企 業 に於 け る情 報 の基 本的

性格 に よる所 が大 きい。

企 業 に と り、 情 報の 蓄積 、 検索 の シス テ ムに 対 す る出 費 が正 当化 され得 る た めに は、(i)蓄 積、 検 索

され るべ き情 報量 があ る一 定 水準 以上 に 達 し、(のそ の情 報 が、 部 署 間共通 に利 用 され、 ㈹ 反 復利 用 の

機会 が多 く、働 し か も反 復利 用の 頻 度 が予 見 出 来、(V)さ らに、 必要 に応 じて社 外 よ り情 報 を入 手 する

事 が、 社 内 の検 索 シス テ ムか ら検 索 する 事 に 比 し て、 困 難 で あ るとい う様 な条 件 が満 足 され な け れば

な らない。 とこ ろが、 企 業 に於 け る情 報 は、 特 定 目的 の た めに反 復利 用 され る もの は 多 い が
、 一 般 的

に反 復禾11用の頻 度 は小 さ く、 将 来 の ニ ーズ に 対 す る予 見 も、時 々刻 々変化 し、 部 署 間 の共 通 性 は 少 な

い。 企業 の情 報 の 内、 上 記の 条 件 を満 足 す る もの は、 業 績 管理 に 関す るデ ータ、 人 事及 び 勤務 状 況 に

関 す るデ ータ、 特 許情 報等 に限 定 され るの が一 般 的 で あ ろ う。

一 方
、 本格 的 に情 報 の 蓄積 、 検 索 シス テ ム を実 施 しよ うとす れ ば、入 手 され る情報 及 び こ れに 対 す

る将 来 の ニ ーズ を想定 した シ ス テ ムを設 計 し、 さ らに 、企 業 に 於 て しば しば 見 られ る 事 で あ るが、 将'

来 の ニー ズが 変化 した場 合に、 シス テム を修 正 し、既 蓄積 情 報 を 再整理 し、 そ れ を 日常的 に運 営 しな

けれ ば な らな い・ そ のた め に は、 莫 大 な人 件 費、 ハ ー ドウェ アと ス ペー スの コ ス トが必 要 で あ る。 現

状 の技 術 水準 で は、 これ らの 出 費 を正 当化 す る様 な分野 は かな り限定 され た範 囲 に 止 ま る事 は 当 然で

あ ろ う。
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しか しな が ら、 将 来 の技術 開 発 に よ り、 安 価で 弾 力的 な、 情 報 の 蓄 積検 索 シ ステ ムが・ 経 済 的 に正

当化 され得 る範 囲 内で 可 能 に な れば 、 よ り効 率 的 な蓄 積、 検 索 シス テ ムに対 す る ニ ー ズは高 い。

(4)情 報 の解 析 ・加 工 の コス ト

第 四 段階 で あ る情 報の 解 析、 加 工 は、 企 業 の情 報 活動 の 中核 を な す もの で あ り、 情 報 を価値 に結 び

つけ るべ く準備 す る キ ー ポ イ ン トで あ る。 この 段階 で は、 先 にふ れ た 「利 用 」段階 で の 価値 創 出の パ

ター ンを意 識 して、 デ ー タの整 理、 統 合、 解 析、 加 工 が 行 わ れ る。 そ の結 果 、情 報 に 「応用 」に ょる

価値 創 出 を求 め る場 合 には、 応用 され得 る形 式 で の 図 面、 表、 レポ ー トと い う様 な もの に情 報 は 集 約

され、 又情 報 が伝 達又 は、 販 売 とい う行 為 に よ る価 値 を追 求 す る場 合 に は、 受け 手 に受 け入 れ られ、

理 解 され や ずい形 に情 報 は作 りな お され る。 この 場合 特 に、先 に ふ れた 、情 報 に よる 負の 価値 創 出 の

回避 に は 万全 の 注 意 が払 わ れ る で あ ろ う。

これ らの アク テ ィ ビテ ィ ーの コス トを考 え る場 合、 こ こで も、 社 外の サ ー ビス を導 入 す る コス トと、

社内 での 用役 に と もな い発 生す る コス トとに分 けて 考 え る ことが 可 能 であ る。第 一 の 、 社外 の サ ー ビ

スを 導入 す る コス トは 、 例 え ば、 社 外 の計 算 セ ンタ ー、 コ ンサ ル タン ト、 エン ジ ニ ア リン グ会 社、 設

諦 務 所、 弁理 士 、 弁 護 士 事務 所、 ・ ピー ライ・一、 デ ザ イナ ー 等の サー ビスに 対 す る 費用 力三これ に

あた る.こ の 場 合 に は、 情 報 ・ス トは 「対 刷 とい う形 で明 確 碇 議 す 碑 が可 能 であ り・情 報 入 手

コス トの場 合 の 「情報 交換 を通 じて の情 報 導入 コ ス ト」(例 えば 接待 費)の 様 に・ 情 報 コス トの境 界

領 域 に ある様 な もの は 少 ない。

一 方
、 社 内 での 情 報 の解 析加 工 の コス トは、 こ れに 比 べ る と定 義 が 困難 で あ る。 い わ ゆ る本 社 戦略

部 門 の 費用、 コ ン ピュ ー タの 費用等 は、 大 部 分 が情 報 の解 析加 工 の費 用 と思 わ れ る が・ 其 の 他 に も・

販 売、 購 買、 人 事 労務 等 事務 部門 の コス ト、 設 計、 生 産、 品 質管理 等 の 部門 の コス トの 中 に含 含まれ る

情 報 の解 析 加 工 の コス トの ウ エ イ トは 極 め て 高い もの と思 わ れ る。

(5)情 報 利 用 の コス ト

これ らの 段階 を経 て 最 終的 な情 報 の利 用 が 行 わ れる わ け で あ るが、 情 報 利 用 の コ ス トは・ 利 用の パ

ター ンに ょ り大 き く異 な る。

情 報 が 「応 用 」とい う パ タ ー ンで利 用 され る場 合は 、 そ れ に伴 うコ ス トは小 さい。 叉、 情 報 の販 売

に ょ り価値 に結 び つ け る利 用 パ タ ー ンを とる場 合 も、 い わ ゆ る情 報 産 業 の セ ー ル ス活 動 を除 け ば一

般 企業 に よ る情報 の 販 売 に要 す る 費用 は、 ノ ウハ ウ料 等の 交 渉 に 関す る費用 のみ と考 え られ る 。

一方
、伝 達 に ょる価 値 創 出 を行鉛 うと す る場 合 には 、 これに 要 す る情 報 費用 は莫 大 で あ る。

伝 達 の情 報 コス ト も、 他 の 情 報 コス トと同 様、 社外 の サ ー ビスの 購 入 と、 社 内での 用 役の 利 用 の2

つの カテ ゴ リーに 分 け る 事 が 出来 る。 社外の サ ー ビス の購入 とは、 社外 にあ る伝 達機 関 の利 用で あ り、

テ レ ビ、 ラ ジオ、 新 聞、 雑 誌等 の メデ ィアに 支払 われ る広 告 代 金 が そ の 最大 の もの であ る。 これは ・

金額 的 に 把握 す る事 が可 能 で あ る。.

一 方
、 社 内に 発生 す る情 報 の伝 達 コ ス トは 、 例 えば パ ン フ レ ッ ト、 製 品仕様 書 、 年 次報 告 書等 の製.

作 、 配布 の コ ス トで あ り、 これ ら も、 比較 的容 易 に把 握 す る事 が 出 来 る。

しか し なが ら、情 報 の伝 達 は、 そ れ 以外 の 日常活動 の 中 で も行 わ れて お り、 これ が情 報 に ょる 価値
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創 出に つ なが る事 は、 す で に 述 べ た通 りで あ る。 こ れ らの コス トは、 販 売、 購買 等 の 、 本 社 事務 部 門

の運 営 費、 接待 費の 一 部、 等 に含 ま れてお り、 情報 コス トと して 金額 的 に把 握 す る事 は 困難 であ る。

(6)情 報 コ ス トの配 分

この様 に、 情 報 は 入 手 の 段階 か ら利用の段階 に至 るまでの過程で、それぞれに 、種 々の コス トを発生 せ しめ

ている。これ をまとめると、次の 表3の 通 りと なる。 こ こでO内 に 示 したの は、 情 報 コ ス トが一 部 含 ま れ

た 費 目で あ り、 情報 コ ス トプロ パ ーと して分離 する 事の 困 難 な もの であ る。

これ ら費用 の 相互 間 の関 係 は、 情 報 利 用 の パ ター ンと効 果 が 異 な るに つ れ て:業 種業 態間 で 大 きく

相違 す る であ ろ う。 例fttt、 情 報 を、広 告 宣伝 に よる伝 達 とい うパ ター ンで 多用 し、ーこ れが増 益 に 直

接結 びつ く消費 者 物資 を販 売 する様 な業 種 で は、宣 伝 費 とい う形 で の 「情 報 利 用 」の コス トの 比重 が

大 き くな るの に 比 し、 市 場環 境 が 安定 してお り、社 内管理 体制 の合理 化 に よ って の み収 益 を増 加 させ

得 る様 な製 造業 で は、 情報 の応 用 に よ りコス トダ ウンの効 果 を上 げ るべ く、解 析加 工 に 努 力 を 集 中す

るで あろ うし、 又 、 既 存 の 事業 に加 え導 入 技 術 で拡 大 を図 る企 業 は 、情 報入 手に 出 費 をお しま ない で'

あ ろ う。

この様 に、 情 報 コス トの 、 各 段階 へ の配 分は 企業 の環 境、 戦 略、 価 値 観に よ り大 き く差 が あ る が、

上 の表 か ら も}般 的 に云 い 得 る事 は、 特 に情 報の 蓄積 、 検 索 の段 階 への コス ト配 分 の 少 ない 事 で あ る。

これ は・ 前 述 の様 に、 企 業 に 於 け る情 報 の基 本 的性 格 に よる と同 時 に
、'現在 の 所で は 、 この 段階 で の

「ゼ ロ ・コス ト ・ア ク テ ィ ビ リテ ー 」に比 して機 能差 に よ り正 当 化 され得 る範 囲 内の コ ス トで こ れ ら

の 段階 を有 効 に カバ ー する手 段 が 開発 されて い ない 事 に よる もの で あ る
。

⑦ 企 業 にお け る情 報 活動 と、 コ ン ピ ュー タ ・ネ.ト ワ ー ク

以上 見 て 来 た様 に、 企 業 の情 報 活 動は 、 最 終的 に、 情 報 の応 用、 伝 達又 は販 売 と い う形 で 、企 業 の

価値 に結 び つ く事 を 目的 と して 、 これ らの 価 値 を超 え ない 出費 の 範 囲 内で 行 わ れて い る
。 しか しな が 『

ら、 す でに(4)で ふ れた 様 に、 これ らの 価値の 中に は定 性 的 に しか把 握 され てい な い もの も多 くあ り
、

又 、1.2.3に 述 べ た様 に、 情 報 コス トの 中に も、 情 報 コス トと して 分離 す る事 の 困難 な もの が 多い
。

これ らの評 価如 何 に よって企 業 の情 報 活 動 の範囲 及 び サー ビスに 対 す る ニ ー ズは大 き く異 な る ので あ

る。

そ うい う情 況 の もとで、 コン ピュータ・ネ ットワーク ・シ ステ ムが、 企 業 の情 報 活 動 に メ リッ トを与 え

得 ると すれば 、 そ れ は、 情 報 の蓄積 、 検 索 及 び解 析 加 工 の 段階 で の
、 コス トダ ウンに貢 献 す る事 を通

じてで あ ろ う。

しか し、 一 般 的 に企 業 は 、 情報 の解 析 加工 の プ ロセ スに は、 あ ま り大 きな不 満 は感 じて い な い。 現

在 利用 し得 る コ ン ピュ ー タの 能 力 を超 えて、 ネ ッ トワー クを駆 使 す る必要 があ るほ どの ニ ー≧ は
、 近

い将 来 に 赴 い て も、 一般 的 に 出 て来 る とは考 え られな い。

一 方
・ 蓄積 ・ 検 索の 面で は、 合理 化 は必 要 で はあ るが、 現 在最 も一 般 的 な、 「ゼ ロ ・コ ス ト」の 蓄

積 、 検 索 法 に と って か わ るた め に は、 企 業 に とって 極 め て低 コス トで利 用 し得 る ネ ッ トワーク が敷 か'

れ る必要 が あ るで あ ろ う。

さら'に、 ネ ッ トワー ク の張 り方 に よ っては 企 業 に と り、 「情 報 の 負 の 価 値 創 出 」に つ な が り兼 ね
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な い 事 を考 え合 わ せ る と、 こ れ の防 止 の た め の 万全 の処 置 を と り、企 業 側 での 危 惧 の念 を除 く事 が必

要 で あ る と思 わ れ る。

1.5コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ム の限 界 の克 服

コ ン ピュ ー タが社会 の近 代 化 の担 い 手 として 登場 しそ か ら久 しい。 こ の間、 計 算 の 自動 化、 高 速 化

の道 具 か ら、,情 報 の 処理 機 械 へ と進 歩 し、 情 報 シ ス テ ム形 成 へ と大 きな貢 献 を した。 しか しな が ら個

個 の利 用 の実 体で は コ ン ピュ ー タへ の 期待 は 必 らず し も実 現 され て い な い。 特 に大規 模 な シス テ ム を

構 成 した場 合 しば しば コ ン ピュ ータの 能 力 に限 界 を感 じさせ られ る。 これ は コ ン ピュ ー タが極 めて 複

雑 な機 械 で、機 能 が簡 単 に把 握 で きない こと、 ま た この1/4世 紀の 間 の コ ン ピュ ー タの進 歩 が余 り

に も急 で 、何 時 も発 達 過 程 に あ っ た こ と、 ま た そ の過 程 で何 か が大 きな問 題 とな って 、 機械 シス テ ム

と して もバ ラン ス をと れ な か った こ と、 さら にそ の 機能 を適 確に と らえ る のが 難 か し く、 情報 処理 シ

ス テ ムと な った場 合、 コ ン ピュ ー タ以 外 の 構成 要 素 とな じみ難 くか った こ と、 等 々い くつ かの 要因 が

考 え られ る。

しか しな が ら、 人 間 の進 歩 の 物語 りの なか で 現 れて くる 多 くの近 代 文 明の利 器 とい わ れ る も のは、

確 かに物 質 文明 で の労 力 節 約 の探 求 の成 果 と して、 人類 に経 済 的 繁 栄 を もた ら した一 方、 物 質 世界 を

超 越 した い と願 う知 的 開発 の 世 界 で は 失 望 を与 えて い る。 コ ン ピュ ー タ を労 働 力 を 減 らす道 具 として

だ けで は な く、 入 間 の知 的 能 力 を増 強 す る有 力 な手 段 と して 登場 し、 人 間 の望 み と、 そ の能 力 の 間の

大 きな 隔た りを つめ る役割 りを 与 え られ た だ けに、 そ の能 力 に 対 す る一 喜 一 憂 は 極 めて大 きな もの と

な って い る。

自然 と超 自然の 間の 境 界 が 明瞭 で な か っ た 古代 で、 知 的 な道 具 で あ っ た 魔術 は、 特 に情 報 の 処理 と

か、 意志 の 決定 の場 では 重 要 な 役 割'りを 果 し、 そ の例 を 古 代 ギ リシャ、 デ ル フ ァイの 神 託 に 見 るこ と

がで きる。 コ ン ピュ ー タは 最近 の エ レ ク トロ ニ クス の 目覚 しい発 達 で 予 想以 上 に 能 力 を増 し、 時 に は

デ ル フ ァ イの 神 託に も等 しい期 待 を持 たれ る よ うにな って い る。 この よ うな 舞 台 に 立た され た コ ン ピ

ュ ー タ.シ ス テ ムで は、 そ の 能 力の 限 界 の認 識 が極 めて 重 要 で、運 用 如何 では 古 代 の 魔術 の もた らし

た 以上 の 悲 喜劇 を起 しかね な い。

以 下 コ ンピュ ー タ ・シス テ ムの 機 能 の 評 価 を、 その 発 達の 過 程 を追 って 検 討 し、 その 能 力 の限 界 が、

機 械的 な機 能 か ら、 ソ フ トウ ェア を含 め た コ ン ピュ ータ ・シス テ ム、 さ らに そ れ を利 用 す るく間 社 会

の シス テ ムで 、 そ れ ぞれ との よ うな形 で現 れ るか を見 よ う。 そ して これ らの 限 界 を打 破 す るた め に・

どの よ うな技 術的 な ア プロ ー チ があ る か、 ま た シス テム ・ア ブ ・一 チ と して は どんな 考 え 方を とるべ

きか を考 えて 見た い。

1.3.1コ ン ピュ ータの歴 史 と そ の評'価の変 遷

(1)パ ーペ イ ジの マ シンと そ の 夢 の 実現

1g世 紀 の 中頃 、現 代の コン ピュ ー タの 基本 原理 を すべ て 備 えて い た とい われ る パ ーペ イ ジの 自動

計 算機 械 が現 れて 、 コ ン ピュ ー タの 歴 史が 始 ま っ た が、 この パ ーペ イ ジの 夢 は、1世 紀 以 上 た った 今

日 よ うや く現実 の もの とな っ た こ と を見 る と、 こ の パ ーペ イ ジの偉 大 さ に驚 く以 上 に・ コン ピュ ー タ
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表3企 業 に お け る主 な 情 報 コス ト

情報活動
社 外 か ら の 情 報 ・

サ ー ビス 導 入 コス ト
社 内で の 用役 実施 コ ス ト ゼ ロ ・コス ト ・アク テ ィ ビテ ィー

情報入手 ○書籍 ・出版 物 の購 入 費 ○試 験 ・研 究 費 o日 常の生 産 ・販 売 活 動等

○ ノ ウ ハ ウ、 パ テ ン ト代 金
を通じての情報入手と生

(接 待費 ・出張経費 ・通信費 ・委託調査費)

産

蓄 積・検索 oデ ー タ バ ン ク ・検 索 サ ー Oプ ア イル保 管 費 o記 憶 と 社 内 コ ミ ユ ニ ケ ー

ビス使 用 費 〇一 部 企業 で の情 報 セ ン タ シ ョン とを通 じて の 蓄積'

一運 営 費 検索

(コ ンピュータ費 用の一 部)

解析・加工 O計 算 セ ン タ ー ・コ ン サ ル ○本社戦略部門費

.

タ ン ト利 用 費 ○ コ ン ピュ ー タ ー 費 用

○ エ ン ジ ニ ア リ ン グ料 金 事務 部 門 運 営 費 ・設計 ・

o設 計 士 ・弁 理 士 ・弁護 士 生 産 ・品質 管理 ・研 究 開

等手数料 発部門費

○ コ ピ ー ラ イ タ ー ・デ ザ イ

ナ 一等 の費 用

利 用 oテ レ ビ ・新 聞 等 メデ ィ ア O宣 伝 ・広 告集 ・及 び 文 書 o事 務 所 ・工 場 の 体 制 へ の

利用費 等作成費 情報の体系化
`

○広告代理店 ・他広報機関

利用費
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の期 待 され る能 力 と、 実 際 と の隔 た りの 大 きさを あ らた め て認 識 させ られ る。HGウ ェル ズ の空 想科

学 小 説の 世 界 で しかな か った 月旅行 が50年 もたた な い 中に 実 現 した こ と を考 える と、 コン ピュ ー タ

の 夢 の大 きさ と長 さ は非 常 な もの で あ った とい え よ う。

(2)近 代 コ ン ピュ ータの 開発 期

この パ ー ペ イ ジ ・マ シンが動 かな か っ た要 因 で あ る技術 力 の未 熟 さは、 そ の 後100年 た って ハ ー

バ ー ドMARKIが で きて か ら も、 何年 か続 いてbり 、 トラ ン ジス タが 発 明 され、 コア ・メモ リが 使

用 され る よ うに な って 、 よ うや く商 用 コ ン ピュ ータ が普 及 し始 めた。 この 間の コ ン ピュ ー タの 開発 は 、

使用 部 品 の進 歩 、 コ ン ピュ ータの 信 頼性 、 お よび その 経 済性 と がた が い に追 いか け合 う形 で進 め られ、

い わゆ る世代 に よ る進 展 が 見 られ る。

第 一 世代 で は使用 部 品 に よ る能 力 の進 歩 が特徴 で 、 実 際 に で き上 った もの の機 能、 信 頼性、 経済性

は 決 して 満足 で きた もの で な か った こ とは、 その 末期 の 代表 的 な コ ン ピュ ー タ、IBM-650の 機

能 が今 日の ミニ コン ピュ ー タに も劣 る ことを 見 て も明 らかで あ る。

しか しな が ら、 この世 代 で は、 これ らの不 満 は何 れ 使用 す る部 品 の進 歩 に よって取 り除 かれ ると い

う期 待 か ら、 コン ピュ ー タの 能 力 の限 界 を感 じさ せる もの で は な か った。 逆 に エ レク トロニ ク スの進

歩 が始 ま っ て、 コ ン ピュ ー タは 無限 の能 力 を持 ち得 る と い う夢 は ふ くらむ 一方 で あ った よ うに思 われ

る。

トラ ンジス タと コ ア ・メモ リに よ って、 経済 的 に 商用 コ ン ピュ ータの 実 現 が可 能 にな った第 二 世 代

で は、 入 出 力装 置 の強 力 とプ ロ グ ラム言語 の 開発 に重 点 がお か れ、 コ ン ピュ ー タ ・シス テ ム として の

形 を整 えて きた 。近 い将 来の 産業 構 造 の改 革 の 中心 と して 、 多 くの技 術 開発 が華 々,しく進 め られ 始 め

た の もこの 世 代 で、 コン ピュ ー タへの 期待 は もは やその 開発 に 直 接 たつ さわ る もの に留 ま らず 、 まわ

りの 人 々に 急 速に 拡 が っ た。

(3)コ ン ピュー タの 普 及 とつま づ き

20年 近 い開 発の 成果 を 一挙 に もり込 んで 第三 世 代 の 代表 的 コン ピュ ータ、IBM-360が 登場

して、 コ ン ビ一 夕は さ らに広 い分 野 に、 また 社会 シス テ ムの枢 要 部 へ浸 透 し始 め、 コ ン ピュ ー タ産業

自体 も大 きな 分野 を 占め るよ うに な っ た。 この世 代に な って 初 め て コ ン ピュ ー タの機 能 に対 する不 満 、

期待 外 れの 声 が 出 て い る。 そ の第1番 目の もの は、 汎 用 商用 シ ステ ムに対 す る もので、 主 と して オ ペ

レー テ ィ ング ・シス テ ムの機 能 に対 して で あ る。 何 レベル かの シス テ ム構成 に 対 して、 同 じ制御 プ ロ

グ ラムで能 率 の よ い マル チ プ ログ ラム機 能 を期 待 させ たOS-360は そ の 約束 を果 すの に5年 以上

もか かっ て い る。

第2の つ まづ きは タ イム シェ ア リン グ ・シス テ ム(TSS)で 、 同時 に 多数 の 人 が遠 い所 か ら大型

コ ン ピュ ー タの能 力 を享 受 で きる と期 待 され て登 場 した が、 初期のTSSの 多 くは、 専 門 家 の"bも

ちゃ"と い う批 判 が で る程 で あっ た。大 型 コ ン ピュ ー タの設 計 思 想 に も一 時大 きな 影 響 を与 え、 オ ペ

v－ ティ ング ・シ ス テ ムの開 発 が 、 こ のTSSの 機 能 の取 りあつ か い をめ ぐって論 議 を呼 ぶ こ とにな

った。

この よ うに コ ン ピュ ー タの ハ ー ドウェ アが一 応 安定 し、 商 品 として の普 及 が 始'まる と直 ちに コ ン ビ
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ユ 一 夕に対 す る無限 の夢 に は、 多 くの かげ りが さ し始 め たが、 これ らの 問 題 の 多 くは、 コン ピュ ー タ ・

シス テ ムの 中に あ っ た の で、 ハ ー ドウェ ア、 ソ フ トウ ェア両 面の 技 術的 努 力て 、 漸 次難 点 を解 決 し、

第 三 世 代 の コ ン ピュ ー タは定 着 し た。 しか しな が らこの努 力 の 間に 、LSI等 多 くの技 術開 発 が あ っ

て も、 従 来 の よ うに5、6年 で 次 の世 代の コ ン ビュ ーsを 期待 で きな い こ とが は っ き り し、 第 四世 代

の声 は、3・5世 代 とな り、 さ らに 時期 の 見通 しが得 られな い間にFS(FutUreSystem)と い

う表 現 へ と変 った。

1.3.2コ ン ピュ ー タの 能 力の 評 価

これ ま で の べた よ うに 、 コ ン ピュ ー タの能 力 には 、 全 体 と して は 次の 世 代 への 期 待 換 言 すれ ば夢 が

伴 な って い たけれ ど も、 その 世代 世 代 で個 々の機 能 に対 して は それ を評価 す る"は か り,,が 無 か っ た

わ けで は な い。 演算 速 度k対 して は、 ギ ブ ソン ・ ミック スが、 処 理 能力 の 簡 単 な表 現 に は、 メモ リの

ア ク セス ・タイ ムが、 ま た コ ン ピュ ー タ ・シス テ ム間の デ ータの 授 受 に 対 して は、 チ ャ ネル伝 送 速 度

とい った もの が 使用 され 、 ソフ トウェ ア を含 め た デ ー タ処理 能 力 と しては、 ベ ンチ ・マ ーク ・テス ト

が用 い られ て い る。 これ らの性 能 評 価 の は か りは 、 そ れぞ れ.はっ き りとし た数 字 で 規定 され 、誰 で も

それ を確認 す るこ とが で きる けれ ど も、 どれ も コン ピュ ータの 総 合 能力 を表 わ ず"は か り"に な らず、

その 点で は一応 の 目安 に しか な らな い。

最近 では コ ン ピュ ー タの デ ータ処 理 能 力 を 測定 して、 そ の処理 シス テ ムの 能 率 を 向上 す るた めの ハ

ー ドウェ アま た は ソ フ トウェ アが 開 発 され
、 かな り利 用 されて い るが、 これ ら とい え ど も、 その利 用

例 で の測 定 と、 評 価 を与 え.るの みで 、 一般 的 な評 価基 準 に はな り難 くい。 この よ うに コ ン ビュ ー'タの

能 力 の評 価 が難 か しい こ とは、 コ ン ピュ ー タがそ れぞ れ かな りま と ま った機 能 を 持 つ 多 くの機 器 の 組

み合 せ で構 成 され て い る こ と、 機 能 の 規 定 が 極 めて難 か しい ソフ トウェ アを 介 して 使用 され る所 に 直

接の 原 因 が 見 出 され る。

しか しな が ら前 節 の コ ン ピュ ー タの発 達 の過 程 か ら見 られ るよ うに、 この評 価 の難 し さは 寧 ろ評 価

基準 の 設 定 の難 し さにあ る。 さ らに 極 言 す る と評 価 自体 を避 け よ うと す る考 え 方 に も原 因 があ ろ う。

す な わ ち現在 にお い て も大 型 コ ン ピュ ータ はFSを 目ざ してお り、 その将 来 の 時点 の設定 如 何 で 評 価

が大 き く変 る所 に 問題 が あ る。

この よ うに コ ンピュ 〒 タの 能 力 の 評 価 は、 その 評価 の対 象 の範 囲、 すな わ ち、 個 々の 構成要 素、 コ

ン ピュ ー タ ・シス テ ム、 さ らに コ ン ピュ ー タを中心 に したデ ー タ処 理 シス テ ム、 と い った よ うに つ な

が りの 輪 が大 き くな るに 従 って 、 評 価要 因 が 多 くな るのみ で な く、 評 価基 準 を考 え る側 の立 場 の 相違

が大 きくな り評価 が 難 か し くな る と 同 時 に様 々の 評価 が生 ず る こ とに な る。

1.3.3コ ン ピュ ー タの 能 力 の限 界

コ ン ピュ ー タの能 力 の評 価 が重 要 視 され 始 め たの は、 個 々の コ ン ピュ ー タ ・シ ス テ ムの能 力 の限 界

を見 極 めて、 経 済 的 な 使 い 方 を し て、 次の コ ン ピュ ー タの 開発 の 方 向 を見 きわめ た い とい う現実 的 な

理 由の ほ かに、 コ ン ピュ ー タの 能 力 を過 大 視 して新 しい シス テ ム開発 を企 て る誤 り を避 けた い と い う

考 え 方 もで て きて い る こ と にょ る もの と思 わ れ る。 コン ピュ ー タ技 術 の 驚 くべ き発 達 は 、 これ まで そ

の 限界 を、 見通 しの で きな い先 へ先 へ と押 し流 して きた が
、 技 術 の 及 び 難 い.要素 が 多 くなるに した
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が って 能力 の 限 界 を考 え さ せ られ る よ うな場 面がで て い る。

しか しな が ら、 前 に の べ た よ うに コ ン ビュ タの 能力 の評 価が あ い ま い で あ る こと か らこの 限 界 も極

めて あ いま いな 形 で しか把 え る こ とが で きな い。 こ こで現 在 限 界 が感 じ られ る問題 をい くつ か考 えて

見 よ う。

(1)コ ン ピュ ー タの大 型 化 の 限 界

大 型 コ ン ビュ ー・タの開 発 は、 どの 世 代 を通 じて も重 要 な テ ー マで あ っ た。 今 使 って いる コ ン ピュ ー

タが、 さ らに上 位 の コン ビュ ー ～に、 種 々の 面 で つな が って いる こ と、 す な わ ちシ リーズ、 ま たは フ

ァミリーといつた概 念 が で きた の もこの た めで あ ろ う。 したが って そ の シ リーズ の最 上 位 の コ ン ピュ ー

タに限 界 が生 じ た とす る と、 コ ン ピュ ー タそ の もの の 限界 を は っ き りさせ る こ とに な る。 物 理 的 な大

きさの限 界 は、 部 品の 微小 化 で 当 分 考 え られな い が、 複雑 化 に 対 して は設 計上 の 問題 と そのオ ペ レー

テ ィング ・シス テ ムの 開発 の難 し さ か ら期待 した能 力 を発 揮 す るま で時 間 が か 、り、 能 力 の限 界 を感

じさせ る結 果 とな る場 合 が しば しば で て い る。 しか もその原 因 の 多 くが、 人 間 の直接 関 係 す る点 で あ

るだけ に その感 が深 い。

② 知 的機 能 を要 求 され る 分野 で の 限 界

物体 の認 識等 の よ うな、 知 的機 能 を要求 され る分野 、 い わゆ る人 工知 能 の実 現 は・ コ ン ピュ ー タに

託 され た1つ の夢 で あ る。 しか しこ の分 野 で は、 これ ま で の コ ン ピュ ー タは 多 くの場 合無 力 で・ 経 済

的 な総 合 的 パ タ ー ン認 識 は 未 だ 開発 テ ーマか ら抜 け だ せな い。 こ の 分野 で は 、 現在 の コ ン ピュ ー タ'

シス テムの能 力 の延 長 で は 解 決 で きそ うに もな い 問題 が多 く、 この 意味 でそ の能 力の限 界 を知 ら され

る1つ の 分野 とい え よ う。

(3)ソ フ トウェ ア作 成上 の 問題

コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムで の問 題 点 は、 しば し ば ソフ トウェ ア上 に あ る とされ る ことが 多 い。 有効

な機 械的 製 作 の手 段 が な く、 最 後 は入 の 労作 に 頼 らざ る を得な いた め、 特 に大 規 模 シス テ ムで多 人数

で製 作 され る ソフ トウ ェア の 品質 には 限界 が あ り、 大 型 コ ン ピュ ー タの 開発 の 際 の 難 点 と もな って い

る。

(4)大 規 模 な デ ー タ処理 シス テ ムの 限 界 ＼

コ ン ピュ ー タを使 った 大規 模の デ ー タ処理 シス テ ムは数 多 く完 成 され て 、 現 代 社会で 大 きな役 割 り

を果 して い る。 反 面 い くつか の シ ス テ ムが その 開発 の過 程 で 破 綻 を きた し、 また完 成 して も使用 す る

人 々の期待 を裏 切っ て い る。 これ の 中 の 多 くは大 型 コ ン ピュ ー タ 自体 の 未 熟な こ とに原 因 を求 め るこ

とが で きるが、 大型 シス テ ムの 開発 手 法の 未 熟 さ に原 因 が あ っ た り、 ま た シス テ ムそれ 自体 の人 間 社

会 との融 和 と いっ た さ らに 基 本 的 な所 に 原 因が あ る場 合 もあ る。 し か しな が ら、 この よ うな 未知 の要

素 を含 む大 シス テ ムの 開発 が コ ン ピュ ー タに期待 され る以 上、 その 破綻 の 責任 が コ ン ピュ ー タに 負わ

され るのは止 む を得 な い。 ・

大規 模 シス テ ムで の 問 題 点 の1つ の 例 は 、 そ の災 害対 策 で あ る。 ジ ャ ンボ ジ ェ ッ ト機の よ うに 大形

の もの の災 害 は 極 めて 大 きな 社 会 的問 題 に つな が る。 コ ン ピュ ータ ・シス テムの 場合 で は、 災 害 時の

影響 は非 常に 広 い範 囲 に 及 び 、 さ らに 現象 が複雑 さ らに緩 慢 な場 合 が 多 く対 策 が た て 難 い。ま た知
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的 機 能に 対 す る人 為 的 破壊 に 対 し ては防 止 が難 か し く、 これ らの対 策 が具 体的 な'コン ピュ ー タ'シ ス

テ ムの限 界 とな る場 合 が あ る

1.3・4限 界 打 破 への 挑 戦

コ ン ピュ ー タが技 術 革 新の波 に 乗 り、 自 ら も.革新 の担 い手 として 驚威 的進 歩 を 遂げ て きた こ と は前

に も述べ た。 この 進 歩 の行 く手 に あ ら われ た い くつ かの 面で の 限界 は、 既 に 技 術 の及 ば な い面で 現れ

て い るが、 未 だ この技 術 の進 歩 は限 りな く続 け られ、 や は りコ ン ピュ ー タ ・システ ムの限 界 打 破 の 武

器 とな ろ う。 こ 、で はそ の い くつ か の 有力 な ア プ ロ ーチ を挙げ、 こ れ を如何 に 人 間 の 英知 に結 び つ け

て 真に コ ン ピュ ー タを人 間 社会 に 福 音 を もた らす 下僕 とな し得 るか を見 よ う。

(1)メ モ リの進 歩

コア メモ リは形 の 小型 化 と と もに 、 価格 も予 想以 上 に低 下 し、 コ ン ピュ ー タの 能 力 の 向 上に 大 きな

役 割 りを演 じた。 ま た デ ィス ク ・メモ リが 大容 量 の フ ァ イル ・メモ リを経済 酌 に 実現 し、 この 内部 外

部 の メモ リの 組合 せで、 単 一 レベ ルの 考 え 方 が パ ー チュ アル ・メモ リ ・シス テ ムと して 登場 した。 今

後 も処 理 能 力 の 向上 、 プ ログ ラ ミン グの 容 易性 に対 して メモ リの進 歩は 大 きな鍵 を握 る もの といえ よ

う。 高 速 メモ リとして は、ICメ モ リに よ り飛躍 的 な コス ト・/くフ ォー マ ンス の 向上 が 期待 で きるの

で、 直接 ア ク セス ので きる高 速大 容 量 メモ リに よ り、 単一 レベ ル ・メモ リの もた らす能 力 は 更 に増 強

され よ う。 一 方超 大容量 の補 助 メモ リめ 実 用 化 に よ り、 メモ リの階 層 レベ ル が 少な くな り、 コ ン ピュ

〒 タの 構造 の複 雑 な こ とに よ る問題 の 多 くは解 決 され る こ とに な ろ う。

(2)コ ン ピュ ー タの 可変 構造 化

コ ン ピュ ータの進 歩の 特徴 で あ る世 代 に よ る改変 では 、 演算 制御 部、 入 出 力、 ソ フ トウェ アの 何れ

か が シ ス テ ムと して の進 歩 の足 を ひ っぱ って いた。 特に 開発 に多 大 の労 力 を 必要 とす る大 型 コ ン ピュ

ー タで は この傾 向 が大 きい
。 し たが って モ ジュ ール 化の 考 え方 は 常 に設計 の基 本 と され て い たが 、 こ

れ ま では'個々の コ ン ピュ ー タの 内部 で の モ ジュ ール 化 に 留ま って いた。 最近 のLS1に よるマイクロ"

プ ロセ ッ サは、 この モ ジュ ール 化 を さ らに 強 力 に押 しすSめ る可 能性 を示 す もの で、 少 な い種 類 の 基

本 プ ・セ ッサ を 組み 合 せ る こ とに よ り、 要 求 され る処理 能 力に 対応 す ると同 時 に、 用 途 に 対 して もダ

イナ ミックに 構造 を変化 で きる こ とにな ろ う。 最近 の超大 型 コ ン ピュ ー タで は この形 を と る もの が 多

く、 さ きに述 べ た単 一 レベ ル大 容 量 内部 メモ リとの 組 み合 せに よ り、 新 らし い超 大型 コ ン ピュ ー タ ・

シス テ ムへ の道 が 開 けよ うとして い る。

この よ うなハ ー ドウェ アの進 歩 に よ り、 大 型 化 に 対 す る限 界、 ま た知的 認識 機 能 で の 限 界 への 挑 戦

が 進 め られ るこ とに な ろ う。

(3)ソ フ トウェ ア

人 間の 労 力 に大 き く依 存 す る ソフ トウェ ア開発 は、 常 に コン ピュ ー タの進 歩 の 過 程 に 最 後 に と り残

され る障 壁 とな ろ う。 プ ・グ ラム言語 を 自 然言 語 に近 づ け る努 力、会 話 形 に して入 間 との 結 び つ きを

増 す こ と、 プ ・ グ ラ ムの 構造 化 を は か り、 ブ・グ ラ ミン グの際 の エ ラー を減 少 させ る こ と等、 ソフ ト

ウェ ア技 術 の 開 発努 力が続 け られ て い るが、 これ らに よ る急速 な成 果 を期 待 す るこ とは 難 か しい。 む

し ろ、 さ きに述 べ た ハ ー ドウ ェ アの 構 成 を変 え る こ とに よ って、 ソ フ トウェ アの 構 成 を 簡単 化 す る こ
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とに よ る効 果 の 方 が先 に 現 れ る もの と思 う。

オペ レーテ ィ ン グ ・シス テ ムの複 雑 さは 、 この ハ ー ドウェ アの 援 けに よ っ て かな り除 か れ るが
、考

え方の 上 で も、 管理 の性 格 、 対 象 に よ る区 分 を 明確 に つけ て その 構 成 を すっ き りす る必 要が あ る。 こ

の た め には、 シス テ ムに要 求 され る機 能 を明確 に把 握 す るこ とが重 要 で あ るが
、 これ は シス テ ムの限

界 を知 るこ とに つなが り、 これ が逆 に ソフ トウ ェ ア開発 に 対 しての 段 階 を設定 す るこ とに な り限界打

破の.1つ の 決 め手 に な る もの と思 う。

(4)コ ン ピュ ー タ ・シ ス テ ムの成 長

シス テ ム化 とい う考 え方 は、 大 規 模 な プ ・ジェ ク トを成 功 させ るた めに 必 須 の もの として
、 そ の方

法 論、・手 段等 の 開発 が進 め られ てい る。 さ らに コン ピュ ー タが この考 え方 を 推進 す る原 動 力 とな って

い る こ とは前 に もの べた。 い くつ かの大 プロ ジェ ク トが コン ピュ ー タの力 に よ って 成功 し、 無 数の コ

ン ピュ ー タ ・シス テ ムが先 進 国の あ らゆ る面 の活 動 を 支 え てい る こ とは事 実 で あ るが
、 一 面 コ ン ピュ

ータの能力 の 限 界 を感 じ させ る実 例 も多 い
。 この場 合 の 多 くは 、 前 に ものべ た よ うに シス テ ム 自体 の

問題 と考 え るべ きで あ ろ うが、 コン ピュ ー タが シス テ ム化 の原 動 力で あ る以上 、 コ ン ピュー タに能 力

を発揮 させ るこ とが、 限 界打 破に 対 して も第1の ア プ ロ ーチで あ ろ う。

シス テ ムが 行 きづ ま る1つ の要 因 は、 コ ンL'ユ 一夕 に課 せ られ た役 割 り とその 能 力 との ア ンバ ラン

スで あ ろ う。 構 成 要 素 の機 能 を 明確 に して か らシ ス テム化 を始 め る べ きこ とは 明 らかで あ る が、 開 発

的 要素 の大 きい シス テ ムで は、 予 測で きな い こ との処 理 、拡 張性 への 対 応 は、 コ ン ピュ ー タの 持つ 融

通 性 に頼 らざ る を得 な い場 合 が あ る。

コ ン ピュ ー タの 能 力の 拡 張 は
、 こ れま で にの べ た コ ン ピュ ー タ技 術 の 最 終的 と もいえ る進 歩 と整 備

に よ って、 コ ン ピュ ータ 自体 の期 待 され る能 力 と実 体 との 間 に 大 きな ギ ャ ッ プを作 らず、 ま た機能 単

位 での ビル デ ィ ン グ ・ブロ ック構造 に よ り、 構成 を それ 程複 雑 化 せず に達 成 で きる よ うに な る。 した

が って シス テ ムが 行 きづま っ た場 合 に、 これ ま で よ り早 期 に対 策が とれ る よ うにな り大規 模 シス テ ム

の 開発 を容 易 に す る こ とが て きる。

コ ンピュ ー タの成 長 に この よ うな 見通 しが 得 られ た場 合
、 残 る大 きな 問題 は シス テ ムにお け る人 間

とのつ なが りで あ る。 こsで は ソフ トウェ アの 場 合 と同 じよ うに、 人 間の 作 業 に よ るた めの 問題 もあ

るが、 この 多 くは 上記 の よ うに 成長 した コン ピュ ータで は か な り解 決 され るの で、 こ 、で は コ ン ピュ

ー タ側 か ら見 て
、 さ らに 外 側 に あ る人 、人 の あ つ ま り、 すな わ ち社会 との イ ン タフェ ースが 問題 とな

る。 コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムで の最 大 の そ して そ の限 界 での 問 題は 、 ハ ー ドウェ ア、 ソ フ トウ ェ ア、

そ して人 とい う形 で と ら えな け れば な らない。

(5.)シ ス テ ム限 界 へ の 挑 戦

大規 模 な コ ン ピュ ー タ ・シ ステ ムを成 功 させ る ため の 最 後 の鍵 は、 上記 の よ うに人 との 融和 、 さら

に 社会 への 自然 な浸 透 で あ る。 近 代 の 多 くの 機 械 は同 じよ うな点 で 人 間社 会 と葛藤 を起 し、 個 々に解

決 して相互 に融 和 し今 日の機 械 文 明 を築 いて きた。 コ ン ピュ ー タの 場 合 は、 人 の知 的 活動 との 接触 が

多 い だ けに この 葛 藤 は 大 きい。 この 葛藤 を 切 り開 くこ とが限 界打 破 へ の具 体 的 な努 力の 方 向 とな ろ う。

この 努力 は、 他 の 同 じよ うな大 きい技 術革 新 の場 合 と同様 に、 人 間 社会 の 縦 横 への 浸透 と、 時 間 的

一22一

'

ワ

ど



竃

な つ な が りの 確保 とい う形 て 行 な わ れ な けれ ば な らな い。 こ 、で 時 間的な つ な が りとは、 コ ン ピュ ー

タ ・シ ス テム 自体、 かよ び その 利 用 シス テ ムが連 続 的、 か つス ム ースな発 展 を とげ る よ うに す る こ と

で あ り、 入 間 社 会 の 縦 の方 向へ の 拡 が りとは、 コ ン ビュ タ ・シス テ ムが個 々の 人 に 平等 に利 用 で きる

よ うな 普及 、 また横 への 拡 が りは地 域的 な 拡 が りを意 味 す る。

コ ン ピュ ー タ技 術 の 進 歩 は世 代 とい うス テ ッ プを踏 ん で いた。 これに よ り、 そ の 間、 常 に技 術上 の

ア ンバ ラ ンス を 内蔵 して いた こ とは さ きに のべ た。 この こ とは利 用す る側 に も不安 を与 え て いた が、

さ きに もの べ た成 長 し た コ ン ピュ ー タ につ い ては この 不安 は解 消 され よ う。 しか しな が ら何 世 代 か の

間 に作 られ た コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの遺 産は 今 や無 視で きな い もの にな って お り、 成 長 した コ ン ピ

ュ ー タは、 当 分の 間 、 こ の 旧 世 代 の遺 産 との 共 存 を余 儀 な くされ る。 こ の 努 力 は勿 論
、 新 ら しい コ ン

ピュ ータの技 術 上 に も要 請 され るが 、 あ らゆ る面 での 総 合 的施 策 が必要 で あ る。 す な わ ち旧世 代 の コ

ン ピュ ー タ活用 に対 す る経 済 的 援 助施 策
、 ま た複 数 の 旧世 代機 の 相互 利 用 の 促 進、 新 らしい コ ン ピュ

ー タ との連 動 シス テ ム等
、 こ の よ うな 種 々の 後 向 きと も思 え る努 力が 要求 され る。 この 結 果大 規 模 シ

ス テ ムで、 新 らしい技 術 を期 待 し す ぎる た めの行 きづ ま り、 また 経済 的 な破 綻 を防 止 す る こ とがで き

よ う。

コ ン ピュ ー タは
、 利 用 分野 の 面で は 広 く普 及 して い るが、 個人 個人 に とって 身近 かな 存 在 として 拡

って は いな い。 大 規 模な シス テ ムで の 行 きづ ま りは、 直接 システ ムを運 営 す る入 の レベ ル よ りは、 最

終 的 に その シス テ ムに属 す る人 々 との 融和 の限 度 が 原 因 とな る。 このた め の1つ の ア プ ロー チ は、 コ

ン ピュ ー タの能 力 の ユ ー テ ィ リテ ィ化で あ って
、 誰 もが平 等 に何 処 でで も、 何 時 で もコ ン ピュ・一 夕 を

容 易 に 使え る状態 に な れ ば、 コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの認 識 が普 遍 化 し、 入 間 生 活 へ の 自然な 受入 れ

が で き ると と もに、 災 害 お よ び人 為 的な 破壊 に よ る損害 も最小 限 に止 め る見 通 しが得 られ る こ とに な

ろ う。

オ ン ライ ン ・コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムが発 達 しデ ー タ処理 能 力 が急速 に 拡 大 さ れ た。TSSに お い

て も遠 隔地 か らの 利 用 が1つ の要 件 であ る。 これ ま での こ の よ うな 横へ の 拡 が りは、 処 理 に対 す る 直

接の ニ ーズ に従 った もの が 多 い が、 さ らに シス テ ムの普遍 性、 信 頼性 の向 上 を 目標 に し た地 域 的 な 拡

が りを積 極的 に行 な うこ とに よ り、 上 記 の ユ ー テ ィ リテ ィ化 もさ らに進 み人 間 社 会 へ の浸 透 もさ らに

深 く広 い もの とな ろ う。

以 上 の よ うに、 コ ン ピュ ー タの 進 歩 も、 その限 界 も、 ま た限 界 の打 破 も、 シス テ ム と して の小 さな

つ な が り、 小 さな 輪 か ら、 段階 的 に 大 き くな って ゆ く1つ1つ の 輪 の 中で とら え られ る
。 したが って

現実 的 に ぱ、 コ ン ピュ ー タ ・シ ステ ム を構成 す る要 素 が、 時間 的、 空間 的 に、 効 率 の よ い し か も 自

然 な ネ ッ トワ ー クを形 成 す る こ とは、 コ ン ピュ ー タの 限 りな き発 展 を助長 す る大 きな要 因 とな ろ う。

1.4コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク に 対 す る期 待 と そ の 社 会的 要 請

1.4.1コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ トワ ー ク の 効 用

コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー クの 出 現 に よ っ て 得 られ る 効 果 は 、 そ の 加 入 者 が シス テ ム全 体 の 資 源(リ

ソ ー ス)を 利 用 で きる と こ ろ に あ る 。 す な わ ち、 ネ ッ トワ ー ク を 構 成 す る 総 て の コ ン ピュ ー タ の 処 理
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能 力、 保 有 す る ブ ・グ ラム、 フ ァイル に蓄積 され て い る情報 を共 有 で きるほ か・ シス テ ム 内の通 信 も

可能 とな るた め、 加 入 者単 独 で は持 つ こ とので きな い大 きな 能力 を利 用で きる こ とで あ る。 具体 的 に

い えぱ、 い くつ かの大 学 ・研 究機 関 を結ぶ コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クが あれ ば 、 そ の 中 のあ る大 学

で 中規 模 の コ ンピュ ー タ しか 持 って いな くて も、 大規 模 の フ ァ イル、 多 数 の プ ・グ ラム、 大 型 機 の処

理 能 力 を利 用 で きるた め、研 究能 力 にお いて 大学 間の格 差を解 消 す る こ とが で きるの で あ る。

つ ぎに利 用 技 術 面か らの コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワーク への ア プ ロー チを し らべ てみ よ う。 古 い資料

で あ る が第2図(ア ーサ ー ・D・ リ トル、1966)に よれ ば、 最 も早 く コ ン ピュ ータ と通 信 の結合

シ ス テ ムが 導 入 され たの は、 航 空会 社 の 座席 予 約
、シス テ ムで あっ た。 初期 的 な 開発 に伴 うリス ク と多

額 の投 資 によ っ て、 ア メ リ カ航 空会 社な どの 大手 会社 はIBMや ユ ニ パ ッ クな どの 主要 コ ン ピュ ー タ

会 社 の援 助 で、 広 範 な リア ル タ イ ム ・シ ス テム を形成 し た。 この 結果 とし て、 オ ンライ ン技 術上 の 多

・瑞 験を得… がで きたのであ・た・(図 ・[ら)

同 じ頃、 大企 業 は 自分 の 持 っ て い る専 用 通 信 回線 交換機 能 を、 総 合 的 な デ ー タ処理 装 置に 変 えつ つ

あ った。 こ のよ うな例 が シル ベニ ァ、 コ ダ ッ ク、 ウェ ス チ ング ・ハ ウスな どに み られ た。 コ ン ヒュ ー

。に よ る ・ 。 セー ジ 交換 は、 ブ・グ ・ ・面で 多額 の投 資 が 必要 で あ ・ た.(図 ・[プ)

1965年 頃 まで に は、 デ ー タ通 信 の機 能 を持 っ た多重 処理 コン ピュ ー タが 設 置 され るよ うに な っ

た。 これ ら は主 と して 銀行 な ど に利 用 され、 銀 行 用の 特 殊 な端 末装 置(テ ラー ・タ ー ミナル)も 開発

・れ た.。 ス 。 ・の 主 雄 賭 は 、 ・CR、1・M、RCAな ・で あ ・ た.(図 ・[》)

つ い で 、1965年 か ら66年 に か け て 、 キ ー デ ー タ社 、IBM、GEな ど の サ ー ビ ス ・ ビ ュ ー ロ

ーが デ ー タ通 信 活 動 を 開 始 し た 。 この ほ か 、ATTや ウ ェ ス タ ン ・ユ ニ オ ン 社 な ど も、 デ ー タ通 信 サ

ー ビス ・ 開始 し た
。(図 ・[〉)

オ ン ラ イン化 の発 達 に よ って 、 従 来 か ら多数 の コ ン ピュ ー タを組織 内 に持 って い た大 企 業 は、 コ ン

ピュ ー タを分 散 す る代 りに、 中央 に大 きな 多重 処 理 コ ン ピュ ー タを設 置 し、 通 信 回線 を利 用 して、 中

央で デ ー タ処理 を行 なお うと する傾 向 が出 て きた。 し かし、 実 際に は67年 初 め頃 ま では 実現 しな か

・ た。(図 ・[〉)

一・一一方で は
、TSSを 利 用 して い る端 末 ユ ーザ ーが さ ら に 自分の と ころ でデ ー タ の事 前 ・事後処 理 を

した り、 数 種類 の 端 末装 置 を接 続 す る な どの た め に、 安 価 な 小型 コン ピュ ー タ を端 末 と して 利 用 す る

例 もでて きた。 これ によ って 、 中 央 コ ン ピュ ー タの負荷 を軽 減 し、通 信 回 線料 の節 約 と、 端 末の 効率

を 高 め る こ と が で き る よ う に な っ た 。 こ う し た 機 能 を 持 っ た ・」・型 の 第3世 代 働 ≦・ ξの コ ン ヒ=・一夕 令

・一 ・一に よ ・て も作 ・れ る よ うに な ・ ・ きた.(図 ・[〉)

1967年 中頃 まで に、 これ ま で のTSSコ ン ピュ ー タに、 さ らに 強 力 な デ ー タ通 信機 能 が 付加 さ

れ た もの が利 用 さ れ ・ ・予 想 され た。(図 ・[〉)
び

そ の 後 イ ン フ ォ ー メ ー シ ョ ン ・ユ テ ィ リテ ィ が 出 現 す る気 配 が あ り、 ウ ェ ス タ ン ・ユ ニ オ ン 社 な ど

が計画して喚(図 ・[》)

以 上 がADL社 の 「デ ータ通 信 市 場 の 見通 し 」とい う資料 の一 部 で あ るが、 前 に も述 べ た よ う に

、966年 に作 。た もの で、 今 か ら み れ ば 多少 の違 い 硯 られ るが・ 時間 的 なず れ を考慮 すれば ・ わ
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が 国 に適 用 で きそ うで あ る。

この な か に あ る、 分散 コ ン ピュ ー タが 集 中化 し、 つ いで端 末 が イ ン テ リジェ ン ト化 す る傾 向は、 わ

が 国 で も現 在進 行 中 の もの で あ る。 この よ うな イ ンテ リジェ ン ト化 は コ ン ピュ ー タ同 志の 通 信 回 線に

よ る結 合 が、 ハ ー ド的 に も ソフ ト的 に も可 能 で あ るこ とを立 証 し、 さ らに イ ンテ リジェ ン ト化 の普 及

に よっ て、 コ ン ピュ ータ同 志 の結 合 も容 易 にな っ て く る もの と思 われ る。 すな わち、 コ ン ピュ ー タ ・

ネッ トワ ー ク化 への 第一 歩 と考 え て よい で あ ろ う。

さて、 第3世 代 の 大規 模 高性 能 の コ ン ピュ ー タが 出現 する よ うにな っ て、 グ ・ ッシュ の法 則 に基 づ

いた、 コ ン ピュ ー タの 中央 集権 化 が 進 め られ て きた。 この こと は端 末 側 に とって みれ ば、 デ ータを収

奪 され るだ けで 自主 性 の喪 失 と考 え られ た。 一 方、 高 度の 複雑 な 多量 処理 が 可能 と思 われ.た巨大 な コ

ン ピュ ー タ も、 オ ン ライ ン ・プ ログ ラ ム作成 や障 害 処理 の複 雑 さ、 オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ムの オ

ご バ ー ヘ ッ ド機 能 が カ タ ログ通 りに実 現で きな か った こ とな どか ら
、 利用 者 に 幻滅 を もた らして い

る。 さ ら に、 流 行 の デ ー タ ・ベ ース も各 種 の管 理 プ ログ ラ ムが、 必 らず し も全 能 で はな く、機 能的 、

能 率的 に も多 くの問 題 を残 して い る。 こ うした情 況 か ら、 小型低 価格 コ ン ピュ ー タの出 現 によ っ て、

端 末 の イ ンテ リジ ェ ンス化 が進 め られ る と と もに、 さ らに単 一 巨 大な コン ピュ ー タに総 て を処 理 させ

る よ りは・ 纐 捌 噸 数の ・ ン ピー タ を持 ・ftegう が・ は る かに嚇 が よ い こ とが判 ・て きた○ こ

う した コ ン ピュ ー タの機 能別 分担 方 式は 、 シ ステ ム全体 の 有機 性 を 発揮 させるた め に相 互 連 絡 が必 要

とな り、 コ ン ピュ ー タ ・ネッ トワ ークへ と発 展 して ゆ くで あ ろ う。

こ の よ うに、 現状 では 単一 巨大 な コン ピュ ー タ よ りは、 複 数 コ ン ピュ ー タに よる 機 能 別 フ ァ イル を

持 つ方 がよ り効 果 であ り、 こ うした形 態 を 持 って い る ユ ーザ=一も、 官 庁 ・民 間 を問 わず 相 当 数 あ る。

こ れ らの ユ ーザ ーの うち には 、既 に組 織 内 コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クか あ る いは コ ン ピュ ータ ・

コ ンプ レ ック スの形 態 に な って い ると こ ろ もあ る。 これ が普 及 して、 大 部 分 の ユ ーザ ー が組 織 内 に ネ

ッ トワ ー クを 持 つ ことが 、業 界 あ る い は企業 間 な どの 広域 的 コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワー ク実 現 へ の第

一 歩 とな るで あ ろ う
。,

し か し、 現 在 の 段階 では通 信 回線料 の問 題 や、 プ ロ トコル の標 準 化、 あ る いは コ ン ピュ ー タ ・メー

カー側 の 消極 性 な どの 問題 が あ って、 急速 に普 及 す る ま で には 至 って いな い。

コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク実現 普 及 化 の い と ぐちは、 ま ず電 電 公社 に よるデ ィジ タル ・デ ー タ通

信網 の 開 設 で あ ろ う。 これ に よ っ て、 高 速 ・高品 質 で 低価 な通 信 回 線 が利 用 で きる よ うにな るか らで

あ る∩

つ ぎに 日本 情報 処 理 開発 セ ン タ ーのJIPNETな どの実 験 的 コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クの成

功 と、 経 験 の 拡散 が普 及 の い と ぐちと して考 え られ る。 近 い将 来、 二 三 の 省庁 にお いて、JIPNET

を モ デル に した 省庁 間 ネ ッ トワー ク導 入 の 気運 もで てい るよ うで あ る。

1.4.2産 業 界 にお け る コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワー クへの期 待

情 報化 社 会 とい わ れ る現状 に赴 い て、 行 政 な り企 業 な りの 組織 体 の経営 管理 は、 ま すま ず 外部 環 境

に対 す る迅 速 な 反 応 を必 要 とし て きて いる。 す なわ ち、 通 信 や交通 の 発 達 と これ に伴 う人 や物 質の 広

域 的 流動 性 は 、 もは や行 政体 や企 業 体 が、 他 に無 関 係 で単 独 に 存続 して ゆ くこと を不可 能 に して きた ・
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い いか えれ ば、 政策 や 経営 施策 の 立 案 に 当 って、 広 汎 ・的 確か つ 新鮮 な デ ー タを利 用 し、 即時 に判 断

対 処 す るこ とが絶 対 的 に必 要 と され るよ うな 社 会 に な って きた の で あ る。 い わ ゆ るMISの 確立 が 急

務 と され る よ うにな つたの であ る。

MISは 内部 構 造 と して、 、オ ペ レ ー シ ョナ ル ・シス テ ムと プ ランニ ング ・シス テ ム に対 応 す る有 機

的 な 情 報 処理機 能 を もっで い る。 オ ペ レー シ・ヨナル ・シス テ ムは コ ン ピュ ー タ を中心 とす る販 売 活 動

な どの 現場 作 業 にお け る情 報処 理 機 能 で あ って、 通 常、 定型 的 な 業務 処 理 を中 心 と し た定 常 的 な情 報

の 流 れ を形 成 す る。 一 ・

オ ベ レ ーシ ョナル 。シス テ ムには 、 チ ェ ッ ク機 能、 制 御 機能 が伴 い、 オ ペ レ ー シ ゴナ ル な情 報処理

を ベ ー スと す る経営 の 意 志 決定 に必 要 な 報 告 書、 統 計 な どの作 成 を も行な う。 現 在 の、 銀 行 に お け る

オ ン ライ ン ・バ ンキ ング ・シス テ ムお よ び製 造業 、 商 社等 の 経理 シス テム、 生 産管理 シス テ ム等 の 多

くは、 このオ ペ レー シ ョ ナル ・シス テ ムと考 え られ る。 オペ レー シ ョナ ル ・シ ス テ ムが 戦術 的な 機能

で あ るの に対 し て、 プ ランニ ング ・シス テ ムは 戦略 的機 能 をはた す もの と いえ よ う。

プ ラ ンニ ング ・シス テ ムは、 オ ペ レー シ ョナル ・シス テ ムか ら供 給 され る情 報 拾 よび、 社 内外 の 関

連 情 報 を収集 し、 これ を総 合処 理 し て、 戦略 的情 報 をよ り上 位 の上 層 部 に提 供 ず る機 能 を もって い る。

す な わ ち、 プ ランニ ン グ ・シス テ ムで は、 組 織体 内で収 集 した情 報 ば か りでな く、 組 織外 か らの 情

報収 集が 重 要な役 割 を演 じて い る。 例 えば 製 造 業 にお い ては、 自社の生 産 や販 売な どの情 報ば か りで

な く、 経済情 勢、 市場 動 向 、 輸 出 入 の情 況な ど、 広 く国 内的 国 際 的な 情 報 もあ わせ て 必要 と な る。 従

来 この よ うな組 織 外 か らの 情 報 は、 主 と して報 告 書や 資料 とい った 印刷 物 の形 で入 手 され るの が普 通

で あ り、 オ ペ レー シ ョナル 情 報 とあ わせ て 編集 分 析な どを行 な うに は、 再 入 力の 手 間 が必 要 で あ る。

し か も印 刷 物 その もの が時 期 的 に 遅 れ る うえ に、 再入 力 加工 な どの手 間 の た め に、 さ らに遅 れ を生 じ

情 報 の 新鮮 味 を失 い、 あ ま り効 果 が あ が らな か ったの が 実情 で あ った。 こ う した ことか ら、MlSの

開発 を志 す企 業 が、 コン ピュ ー タ に 直 ち に入 力 で きる新 鮮 な 外部情 報 への要 求 が 強 くな って きた。

一 方 オ ペ レー シ。 ナル ・シス テ ムで も、業 務 上 の 関係 か ら企 業 内部の オ ン ライ ン化 に よ る、 オ ペ レ

ー シ ョナル な情 報 の 流通 に とどま らず
、 企業 系列 間あ るい は銀 行 シ ス テム で実 現 され て いる よ うな、

業 界 内 の オ ンライ ン ・ネ ッ トワー ク に よ る情 報 流通 が必 要 と され る よ うに な った。 この よ うな ネ ッ ト

ワー クは 国 内的 ばか りで な く、 国際 的 企 業 に お いて は、 グ ・一 パ ルな 規模 で考 え られ てお り、 既 に 実

用 化 され て い る もの もあ る。

オ ペ レ ー ショ ナル情 報 の 流通 拡 大 は、 当然 プ ラ ンニ ング情 報 に も反映 し、 商業 的 デー タ ・バ ンク の

みな ら ず、 行 政機 関 か らの 情 報提 供 も、 緊急 の 課題 とな って きて、 行政 機 関 の デ ー タ ・バ ンク機 能 の

整 備 が叫ば れて い る。

この よ うに、MIS開 発 面か らの企 業 間vatsけ る情 報流 通 が具 体 化 す る に つれ て 、 そ の イ ンパ ク ト

は当 然 行 政機 関 に も及 び 、 官庁 ・企 業 間 あ る いは 官庁 相互 に お いて の 情報 流 通 の必 要性 も高 ま?て き

て い るo

この 結 果、企 業 間、 官 庁 ・企 業 間 、 業 界間 な どにお ける コン ピュ ー タ ・ネッ トワー クの形 成 が徐 々

に 行な われ るよ うに な ろ う。 この よ うな ネ ッ トワ ニクは情 報 の流 通 を主体 とし た もの で あ る が、 また
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商業 的 計 算 セ ン タ ーとの ネ ッ トワ ーク も考 え ら れ、企 業 な どは これ らの セ ン ター を利 用 して、 情報 の

みな らず、 プ ・グ ラムの利 用 を も可能 と す る。 既 に現 在 で も、GEのMARK－ 皿な どの利 用 も多 く、

将 来 の発 展 が期 待 されて いる。

1.4.3行 政機 関 の コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クに対 す る期 待

行政 機 関 で は・ そ れ それ 個 別 に 情 報 処理 機 能 を持 って い るが・ 今 ま で は主 として オ ペ レーシ ョナ ル

な 機能 の みを発 揮 して い る。 と くに行政 機関 相互 の タ テ割 り意 識 がお互 の情 報 流通 を妨 げて きた た め、

政 策 立 案に 必要 な 迅 速的 確な 情 報 を他 機 関 か ら入 手 す る ことは 困 難 で あ った。 この た め、 同 じよ うな

調 査 ・集計 を複 数 の 省庁 で 行 な うな どの 無駄 も多 か った。

産業 界 でMISの 導 入 が 真剣 に 検 討 され る よ うに な って くる と、 行政 機 関に お け る この よ うな動 向

に対 す る 対処 の遅 れ が 目立 つ よ うにな って きた。 そ こで行 政 管 理 庁 な どが 中心 とな って、AIS(行

政 情 報 シス テ ム)の 採用 の た め の研 究 が 行 な われ るよ うにな っ た。 一 方、 中央 省庁 の情 報 処理 部 門 の

要 員 に よって 構成 され る 「電 子計 算機 利 用 に関 す る技 術研 究 会 」が 工 業技 術院 内に 結成 され、 省 庁 間

の技 術格 差 を解 消 す る と と もに、 情 報 交換 な ど も円滑 に行 な え る よ う、 各 種 の 問題 を研 究 す るこ とに

な った。

この利 用 研 や 行 管が イ ニ シ ア テ ィ ブを と って、 行政 機 関 内部 で も相 互 の 情 報 交換 を行 なお うと す る

気運 が生 れ 、 緊 密 な政 策 上 の 関連 の あ る省庁 間 では既 に 交換 が 行な われ て い る。 現在 の とこ ろ、 コ ン

ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ークに は な って い な いが、 近 い将 来形 成 され る可 能 性 が あ る。

郵政 省、 行政 管理 庁 が 主体 にな つ て研 究 して い た行政 情 報 ネ ッ トワー ク(AICON)も 、 実 現の

可能 性 が で て きたの で、 この 設 置 に よ って、 省庁 間 ネ ッ トワ ー クの 開設 が期 待 され る。

ま た、 省庁 間、 あ る い は官 庁 企 業 間 の情 報 交 流 を実 現 す るた め、 ク リア リ ング ・セ ンタ ーの構 想 な

ど も研 究 された 。

一一方
、 行政 サ ー ビス の 面 で は、 住民 登録 納 税 その 他 各 種届 出 事務 や 許 認可 事務 の簡 素化、 一 元 化

の ため、 地 方 自治 体 間、 あ る い は 中央 地 方 間の ネ ッ トワー ク形 成 が 要 望 され て い る。

このほ か、 交通 管制、 防 災、 環 境 監視 な どの ネ ッ トワ ー クに つ い ては 、地 方 自治 体 が地 域 的 に形 成

して 鉛 り、 これ ら を統 合 して、 中央 に結ぼ う とい う、 コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワークの 形成 も、 管轄 省

庁に お いて 検討 され てい る。

福祉 面 にお いては 、 医 療 の 地 域格 差 の是 正、 診療 の 迅 速化 ・能 率 化 を 達成 す るた め、 既 に 各種 の 病

院 管理 シス テムな どが 実 用化 され て い るが、 厚生 ・通 産両 省 が主体 とな って 、 国 家的 規 模 での 医 療情

報 ネ ッ トワー クの 形成 が 進 め られて い る。

1.4.4大 学 ・研 究機 関 の コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クに 対 す る期待

大学 ・研 究機 関 な どの 文教 施 設 では 、 以前 か らそれ ぞ れ 独 自の コ ン ピュ ー タを導 入 して、 必 要 な研

究 ・教 育 に 利用 して きて い るが、 組 織 の規 模 に よ って大型 の コ ン ピュ ー タを多 数 完備 して い る と こ ろ

もあれぱ 、 中小型 程 度 し か持 って い な い と こ ろ もあ る 。 こ の た め 、 大 学 ・研 究 機 関 に よ っ て は

研 究 や 教 育 に 十 分 な 効 果 を 発 揮 し 得 な い 悩 み も あ った 。 こ の よ う な格 差 を 解 消 す るに は 、

これ らの 機関 の コ ン ピュ ー タ相 互 の ネ ッ トワー クを形 成 し、 総 ての 機 関 が平 等 にそ の能 力を 利 用 で き

一28一

ケ

'



●

●

る こ と が望 ま しレ㌔

米 国 のARPAネ ッ トワ ークの成 功 が、 わ が国 の大 学 ・研 究機 関 ネ ッ トワー ク形 成 を 促進 す る よ う

に な った。 と くに、 現 在 整 備 中の 筑波 地 区 に構 成 され る学 園都 市 にお い て は、 多数 の コン ピュ ー タの

設 置 が計 画 され て お り、 ネ ッ トワ ーク 形成 も考 え られ て い る。

大 学 ・研 究機 関 の ネ ッ トワー ク形 式 に よ り、 関 連 す る各 種の 問題 の 検 討や、 新 らし い技 法 の 開発 な

どが 期待 され 、 これ が一般 の コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク形 成 に大 いに役 立 つ もの と考 え られ る。 イ

ン ハ ウス で は ある が、 既 に 開発 され た 京都 大 学OPKEJIPNETな どの 経験 は 、 現 に コ ン ピュ ー タ ・

ネ ッ トワ ーク を作 ろ うと して い るユ ーザ ーや メ ー カーに とって 得 る とこ ろが 多い とい われ てい る。

L4.5国 民生 活 にお け る コン ピュ ー ダ ・ネ ッ トワ ークへ の期 待

情報 化 社会 の1つ の シ ンボル と して、 キ ャッ シュ レスが あ る。 現 在、 クvジ ッ トカー ドや バ ン ク カ

ー ドあ るいは キ ャ ッ シュ デ ィスペ ンサ ーな どが 次第 に 普 及 し てお り、 一 方 では 給料 の 口座 振 込 も増 加

して い る ので 、近 い将 来 キ ャッ シュ レス時 代 とい える もの が 部 分的 に も到来 しそ うな情 勢 で あ る。

この よ うな 現状 に基 づ い て、 全 銀協 シス テ ムは じめ、 銀行 間 コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク がい ち早

く形 成 さ れ、 これ らが総合 的 な銀 行 ネ ッ トワーク に編 成 されそ うな気 配 もで て きて い る。

ま た、 ス ーパ ー マー ケ ッ トな どの 小 売業 で は 既 にPOS(ポ イ ン ト ・オ ブ ・セ ール ス)端 末 機 の導

入 に よ って、 販 売 事務 の 合理 化 が進 ん で い るが、 キ ャッ シュ レスの普 及 に伴 って、 これ ら小 売業 の コ

ン ピュ ー タ と前 述 の銀 行 コ ン ピュ ー タ との 間で ネ ッ トワーク を形成 す る必要 もで て くる で あ ろ う。 さ

らに、 小 売業 の コ ン ピュ ー タは、 当 然 の こ とな が ら、 仕 入 や配 送 を合理 化 す る必 要 か ら、 卸 売 業 や 配

送 ・流通 業 な ど との業 界 間 コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クを組 む必 要 が生 じ、 こ うして、 複 雑 な業 界 間

ネ ッ トワー クの形 成 が要 請 さ れ る よ うにな ろ う。.

さ らに、 レ ジ ャー関 係 業 界 で も、 ホ テ ル、 航 空機 列 車 な どの 予 約業務 で コ ン ピュ ー タ化 が進 んで

お り、 キ ャ ッ シュ レスに 関連 し て これ も銀 行 シ ンテ ムとの ネ ッ トワーク形 成 が望 ま れ て い る。

1.4・6コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワー ク形 成 の諸 問 題

企 業 間、 官庁 間 あ る いは 官庁 ・企 業 間の よ うに 異 な る組 織体 間の 情報 流通 を容 易 に す るた めに は、

各 種 の標 準化 を進 める こ と が最 も重 要 で あ る。 例 えば 文字 、 記 号 を表 わす 符号 や、 項 目 を表 わ す コ ー

ド、 伝 送 制御 の た めの 手 順 、 あ る いは情 報 の形 式、 情報 媒体 、 イ ン ター フ ェ ースな どの標 準 化の 制定

であ る。 これ らの うち、 情 報 交換 用符 号 や伝 送 制御 手 順、 さ らに一 部 の コ ー ド、 例 えば 都道 府県 番 号 、

市 区 町村 番 号、 職業 ・産業 分 類、 学 校 コ ー ド、 日付 の表 示 、 時刻 の表 示 な どに つ いて は既 にJIS(日

本 工 業標 準 規 格)と して制 定 され て い る。 この ほ か、媒 体 関 係 では 磁 気 テ ー プ、 紙 テ ー プ、 カ ー ドな

ど もJISに な って い る。

オ ン ライ ン化 が普 及 し、 組 織体 相互 の関 係 が 緊密 に な るに つ れ て、 この よ うな標 準 化 の 要 望 は、 ま

す ます 高 ま って きてい る が、 既 に 実行 し てい る組織 体 や メー カー等 の利 害関 係 もあ っ て、 標 準化 の 制

定 は 非 常 に 時 間の かか る問題 で あ る。

と くに コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ーク の進 展 は、 各 種 の プ ロ トコル、 ハ イレベ ル 伝送 手順、 さ らには

必要 な コ マ ン ド言 語 な ど に っ いて標 準 化 を早 急 に 制定 す る必 要 が で て くるで あ ろ う。 標 準 化 が遅 れ る
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ため に、 個別 ネ ッ トワ ー ク相互 の連 携 が繁雑 、 困 難に な るお そ れ もあ り、 拡 大 発展 を阻 害 す る こ とに

もな りかね な い。 しか し、 反 面標 準化 を早急 に 制定 す るこ とは、 新技 術の 導 入 に ブレー キを か け る心

配 もあ る。 標 準 化 は い わば両 刃 の剣 で ある。

つ ぎに、 通 信 制 度、 すな わ ち通 信 回線利 用上 の 問題 で あ る が、 わが 国で は 周知 の よ うに、 通 信 回 線

は電 電 公社 か ら倍 角 す るの が普通 で あ る。 借用 に 当 っ ては、 公衆 電 気 通 信法 に 定 め ると こ ろに 従 がわ

な け れば な らな い。 過去 に お いて 、 こ の 公衆電 気 通信 法 に よれ ば、 オ ン ライ ン化 す るに も相 当 の 制約

があ った が、 その 後 各 界 の 強 い要 望 もあ って、 数 次の改 正 が行 われ 、 現 在の よ うに コ ン ピュ ー タ ・ネ

ッ トワー クの 実 施 も可能 とな って い る。 最近 で は、 回 線 料 の低 廉 化、 回 線規 格 の増 加、 さらに 品質 の

よ いデ ー タ通 信用 公衆 回線 の 出現 な ど が望 ま れ てい る。 利 用'者側 と して 望 みた い こ とは、 制 度 面で、

欧 米の 新 技術 を容 易 に導 入 実 施 で きる こ と、 な らび に将 来 の新 技 術の 採 用 に弾 力性 を もた せ る こ とで

あ ろ う。 一 方、 狭 い国土 で 公 社 とい う組 織 が一 元 的 に管 理 運 用 して い るた め、 通 信回 線 の品 質 が 世界

的 に も最 高 の もの で あ るこ とは 、 コ ンピュ ー タ ・ネ ッ トワー クを 志 向す る利 用 者 に とって幸 い とい え

よ う。

また、 コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー クが発展 し て、 社会 生 活 や 福 祉の 面に も重 要 な 役割 を 持 つ よ うに

な る と、 障 害 や誤 操 作 ある いは 犯罪 な どに よる損 害、 プ ライ バ シーの侵 害な どの防 止 対 策 の研 究 も重

要な 課題 とな って くる。 ま た 管理 社 会 化 への反 澄 や、 国 民 総 背 番号 化 への 不 信感 な ど、 信 頼 され る政

策 とモ ラルの 確立 も、 コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クの普 及 に先 立 って、 実 行 しな ければ な らな い 問題

であ ろ う。

,
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2コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク 技 術 を め ぐ っ て

2.1コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク の技 術的 諸 問 題 『

2.Llコ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 概 念

我 が国 に 於 い て も、現 在 コ ン ピュー タ ・ネ ッ ト ワー クが脚 光 を浴 び るよ うに な って きてい る背 景 と

して は 、利 用面 か らの 要 求 と、そ れ を パ ッ クァ ッブす る技 術 の 発 展 と が 、バ ラ ンスを取 り得 る状 態 に

な りつ つ あ る とい う事が 、考 え られ る。

利 用 面 か らの要 求 に は 、次 の もの が あ る。

(a)ア プ リケー シ ョンな どの拡 大 と共 に 、汎 用 シス テ ムと呼 ば れ てい た も の が、必 らず し も汎 用 て

はな い とい った場 合(例 えば 、 シ ステ ムの 拡張 、要 求 の 多様 化 に 容 易に 対処 で きな い と か、 よ り効 率

や信 頼性 を 向 上 させ る 必要 があ る な ど)が で て きた。

(b}各 種産 業/機 関 の活動 範囲 が 、拡 大 、 発 展 し たこ とに よ り、 これ ら相 互 間 で 、 プ ロ グ ラム 、 フ

ァイ ル、 ハ ー ドウ ェア な どの 資源(リ ソー ス)を 共 同 利 用 した い 、 とい う要 望 が強 くな って きてい る。

技 術面 で の 開 展 には 、次 の もの が あ る。

(a)半 導 体 技 術(LSI、IC)の 進 歩 に ょ り、CPU本 体(中 央処理装 置)の 価格 が 低下 し 、特

に 小型 計 算機 の コス ト/パ フ ォー マ ンスの 向上 が 見 覚ま し く、同 時 に 、 安価 な マイ ク ロコ ン ピュー タ

(プ ロ セ ッサ)が 、実 現 す る よ うにな った。 そ して 、 これ に よ り グロ ッ シュの 法則 に 対 す るMiIti-

Maxシ ス テ ム実 現 の期 待 が 、持 て る よ うにな った。 ま た、単 体 大 型計 算機 の"超 大型 化 へ の限 界打

破"と い った 事 も、同 時 に考 え られ る。

{b)aに 関連 して 、 マ イク ロ プ ログ ラ ミ ング技 術 が 、制 御 メモ リ(ROM、RAMな ど)の コス ト/パ

フ ォー マ ンス の 向 上 な どに よ り、進歩 す る と と もにそ の利 用が 一般 的に なっ て きて い る。

(c)デ ー タ通 信技 術 の進 歩 に よ り、計 算磯 間 の 高速 伝送 、高 信頼 伝送 、デ ー タ 交換(主 と して パ ケ

ッ ト交換)が 可 能 とな ってい る。

(d)タ イ ム ・シェ ア リン グ ・シ ステ ム技 術 が 、進 歩 し定 着 しつ つ あ る。

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの 基本 的 概 念は 、 タ イム シェ ア リ ング ・システ ムが 「一 台 の 計算 機 を

多数 の 利用 者 が 、端 末装 置 を通 じて同 時 に共 同利 用(時 間 的共 用)」 す る こ と で あ るの に比 べ 、 これ

に と どま らず こ の考 え方 を さ らに発 展 させ 「通 信 回 線 に よ って 結合 され た 複数 の計 算機 を 多数 の 利 用

者 が 自己の 計 算 機 な い し は端 末装 置 を通 じて共 同 利 用す る こ とに あ る。 即 ち 、 タイ ム シェ ア リン グ ・

システ ムに お け る時 間 的共 用 を 含 む空 間 的共 用(ス ペー ス ・シェア リング)を は か る こ と を 目指 し て

い ると言 え る。

そ の 目的 ・利 点 と しては一 言 で い えぱ空 間 的 共 有 を ベー ス と した資 源 共用 で ある と言 えるが 、 よ り

具 体的 に は 次の 様 に考 え られ る。

(1)負 荷 分担

網 時 え られた 負 荷 を 最駆 分 散 す る(オ ー ・・テ ・ ・ク ・ジ ・ブ ・デ ・・ パ ・チ ・グ)・ とに/

1よっ'て、個 々の 計 算機 に生 ず る過負 荷 た対処 で きる。一.__.
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(2)プ ア イル 共 用

。 。 イル唾 根 緒 舗 け 、 多 数の 計 餓 購 積 さ れて い る各 種 の ・ ・イ ルを有 効 に 利 用 で き る・

従 って 、デー タ収 集 、保 守 な どの重 複 も避け る こ とが で き る。1

(3)ソ フ トウェ ア共 用

ソ フ トウェア開 発 の 重複 を避 け る ことが で き、 高度 な 特 殊 プ ログ ラムの 共 用 も可 能 とな る。

(4)ハ ー ドウ ェア共 用

高価 な特 殊 機 器(OCR、 グ ラフ ィ ックス な ど)の 共 同 利 用(リ モー ト・ジ ョブ ・エ ン トリー 友 ど
『
に よ る)が 、可 能 とな る。

(5)危 険 の 分散(信 頼性 の 向 上)

1一 部 の計 算機 に障 害 が 発生 した場 合 で も、他 の 計算 機 を利 用 す る こ とが で きる。.

2,1.2コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの 事例

米 国 、 躰 ⇔ け ・代 表 的 旙 子 計 鰍 網 鵬 成 担 び・ 比擬 以下 に示 す・

,

φ

'
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シ ス テ ム.名

ARPA

Advanced

Re8earch

Project

'Agency

'業

.務 内 容

リソー ス ・シ ェア・リングを 目的と

す る 高信 頼 度 、経 済 的 な計 算機 網 を

め ざす。

備 考

.稼 動 時 期'.』

1970.'2・

交 換 装 置

IPM
'

TIP

網 構 式

無階位分散

IMP/TIP数

(1973.9)

全 米3 .9(内 ハ ワ イ1)'

。 ン ⇔1

ノ ル ウ ェ ー1

HOST数

(1973.9)

46

網 構 成

HAWAII

TIP

姐

PDP-10

MAXC

316

1MpNOVA

NOVA

TYMSHARE

FNWC

siGMA7

ぼ　　
Lis『9

,IMP

PDP-IO

360/75

SDC

GWC

DOCB

19"73.9

TX-2

TSP

RADC

PDP-IO

PDP_11

BELVOI

RML

TIP

PB'P-lo

MIT-MAC

PDP-10

PDP-1

BBN

H316

PDP-・n

ETAC

－33⇔ 峡34一
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`馳

`

シ ス テ ム 名

OCTOPUS

(="　 ア)

米 国

業 務 内 容

ロ ー レ ン ス リ ドモ ァ 研 究 所 が 核 反

応 の シ ミ ュ レー シ ョ ン を 主 目 的 と し

て 開 発 した 。

備 考

構 想

1964

稼 動 時 期

1971

網 構 成

複数 の サ ブ ネ ッ トワー ク(現 在

3)の 重 畳

網 構 成

テ

レ

タ

イ

プ

ラ

イ

タ

ー
実験

リ ー ダ ・ ブ レ ン タ

GPL
Disc

DatacoUection
PDP-6

TTY

PDP-8

TT¥
PDP-8

TTY

I)DP-8

Remotej/O

PDP-11

1970・ 秋

Data

Cel1

660

L

7600

R

※T

7600

S

6600

M

Photo

store
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シ ス テ ム 名

JIPNET

(日 本情報処理開発センター)

日 本

業 務 内 容

従 来独 立 に使 用 してい た3シ ステ

ムを 結 び 、CPU、 漢字 入 出 力装置 、

図 形 処 理 装 置 な どのハ ー ドウェア 、

ソ フ トウ ェア 、 フ ァイ ルの共 有 を 目

的 と した 実 験 網

備

計 画 開 始

1973

NCPコ マ ン ド開 放

1974.11

考 網 構 成
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. . 日 " ■

ネッ トワーク

項 目

A'RPA Dcs
NETWORK

440

、

OCTOPUS JIPNET TECNET KUIPNET

－一

ネ ッ ト ワー ク の

形 状
分 散 分 散

'

1

集 中
集 中(フ ァ イル)

分 散(テkタ イフ)
分 散 分 散 分 散

交 換 方 式 蓄 積 交 換 リ ン グ 交 換 蓄 積 交 換 蓄 積 交 換 蓄 積 交 換
(注1)一 蓄 積 交 換

伝 送 媒 体 賃 貸 回 線 同軸 ケー ブ ル 貸 借 回 線 同軸 ケー ブル 専 用 線
専 用'線

同軸 ケー ブル
同軸 ケー ブル

デ ー タ 速 度

(6PS)
50K 200K～500K 40,8K

1,500K

(テ レ タ イ プ)

12,000K

(プ ア イ ル)

48K

1200

2400

48K

160K

1,000K

リンつ.ト ロ
ー ノレ 全 二 重 シン ジ レ。クス 半 二 重

全 二 重
半 二 重

全 二 重 全 二 重 半 二 重

メ ッ セ イ ジ フ ォ

ー マ ッ ト 可 変 長 固 定 長 可 変 長 可 変'長 可'変 長 固 定 長
(注1)

}

メッセイ ジサ イズ
(max)

8095ビ ッ ト
240ピ ッ ト

(max)

8192ピ ッ ト

1208ビ ッ ト

(テ レ タ イ プ)

3780Kビ ッ ト

(フ ァ イ ル)

(max)

9216ビ ッ ト

32～1024

バ イ ト
8。8。 ピ。ト

負 荷 の 配 分 ×
(注3)×

○ × ○ ×
(注1)

一

プログ ラムの共有 ○
(注3)×

○ ○ ○ ×
(注1)

一

デ ー タ の 共 有 ○
(注3)

× ○ ○ ○ ×

'

○

リモ ー トサ ー ビス ○
(注3)×

○ ○ ○ × ○

ダ イ ナ ミ ック フ

ァ イ ル ア ク セ ス

(注2)
×

(注3)×
× × × ×

'(注
1)

一

■
一
～

』
N

(注1)

(注2)

(注3)

一:詳 細 不 明

技 術 的 には 実現 可 能 で あ るが 、ま だ 実験 段階

この網 は 実験 用 で あ り、 ソフ トウェアに つ い ては 不 十分
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2.1.3コ ン ピュー タ ・ネ ッ ト ワー クにお け る技術 問 題

(1)ネ ッ トワー ク技 術

i)ハ ー ドウエア

。 伝 送 路

異 種/同 種 の計 算機 シ ステ ムを結 合 す る伝送 路 は 、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの地 理 的 要因 、規

模 、 目的、 利用形 態 に よ り、通 常 次 の もの が 使 用 され る。

(a)ポ イ ソ トー ポ イ ン ト通 信 回線

(b)デ ー タ交換網(専 用 網 、 交換 網)

(a)は、最 も広 く使用 され てい る計 算磯 間 通 信 で 、通常 の通 信制 御装 置 を 用 い 、専 用 回線 で 、一 対一

に結 ぶ もの で あ る。

この結 合 は 、計 算磯 間通 信の 利 用 目的 が 、比 較的 固定 され てお り、計 算磯 間 の'トラ ピ ック量 が 比 較

的 多 い場 合 な どに 適 してい る。
ロ

この方 法 では 、計 算磯 間通 信 の デー タ交換 な どの 処理 は 、各計 算 機 内部で 行な ってい る。

(b)は、汎 用的 な利 用 目的 に向 い てお り、 デー タ'交換 な どの 処理 も、 フ・ン トエン ドや 専 用装 置(IMP、

交換 機)に 任 せて い る もの が多い。 ま た 、 この方 式 で は 、後 で述 べてい る網 制御 の 問題 が 、明 確 な形

で現 わ れて くる。 参考 の ため表4に 、米 国 で の使 用 コス トの 例 を あげ る。.

表4:各 種 通信 手 段 を用 い た1400マ イ ル間 通信 時 の メガ ビッ トあ た りの コ ス ト

(1970年 、SJCO)

通信手段 コ ス ト 備 考

電 報 3300.00 日 中 で 、1語30ビ ッ トと して100語 分

ナ イ ト ・ レ タ ー 565.00 1語30,ビ ッ トと し て100語 分 、 夜 間 配 達

テ レ'ッ ク ス 204.00 50BPSの テ レ タ イ プサ ー ビス

専 用線(201) .57 2000BPS、 公 衆 用 、全 二 重

専 用 線(303) .23 50KB、 公 衆 用 、 全 二.重

郵 便DECテ ー プ .20 2.5メ ガ ビ ッ トテ ー プ 、 航 空 便

郵 便IBMテ ー プ .034 100メ ガ ビ ッ トテ ー プ 、航 空 便

。 制 御 装 置

コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ ト ワー ク で 使 用 さ れ る 制 御 装 置 に は 、 次 の 様 な もの が あ る。

(a)通 信 制 御 装 置(計 算 機 と 同 線 の イ ン タ フ ェー ス用 装 置)

(b)デ ー タ 交 換 装 置(メ ッ セ ー ジ 交 換 機 、 パ ケ ッ ト交 換 機)

(c)端 末 制 御 装 置(イ ン テ リ ジ ェ ン ス タ ー ミナ ル 、 簡 易 端 末)

(d)集 配 信 装 置

例 え ば 、ARPAネ ッ トにお・け るIPMは(InterfaceMe8sageProcessor)は(a)と

(b)と を組 合 せ た もの で あ り、TIP(TerminalInterfaceProcessor)は 、(bX(c)、

(d)と を組 合 せ た 様 な もの と考 え ら れ る。
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これ らの 通 信制 御装 置 は 、従 来 ハー ドワイヤー ドの ものが 多 か っ たが 、 最 近で は 、 ミニ コン ピュー タ

や マイ ク ロプ ロセ ッサ に ょ る もの が 多 くな ってい る。

例 えば 、ARPAのIMPは 、PDP516/316を 、TYMNETで は 、VarianDate

620を 、MERITで は 、PDP-ll/20を そ れ ぞれ 使用 して い る。

これ ら制 御装 置 を プ ロ グ ラ マ ブルに す る利 点 と して は 、

(a)性 能 の向 上(計 算機 と制 御 装 置 の ロー ドシェア)

(b)適 応 性(バ リエー シ ョンの吸 収 、拡 張 性 へ の 対処)

等 が考 え られ る。

ii)網 構 成

計 算 磯 間 に伝送 路 を配 置す る網(例 えば 、ARPAに お け るサ ブ ・ネ ッ ト)の 構 成 に際 しては 、一

般 的 に 次に述 べ るよ う,な事が らな ど を考 慮す る必 要 が ある と考 え られ る。

(a)網 利 用 の 目的 と 規模(網 を構成 す る 目的 、 ノー ド数)

(b)距 離 的 、地理 的 要 因(イ ンハ ウス、 日本 の 地理 条件)

(c)信 頼 性(回 線 障 害 に対 処 す るた め ノー ドに独 立な二 経路 が必 要)

(d)経 済 性(伝 送 路 、 ス ラフ ィ ック量 等 を考 慮)

(e)拡 張 性(シ ス テ ムの拡 張 に 容 易 に対 処)

網 構成 を網 制 御 の 観点 か らみ ると 、 全体 の制 御 の流 れ を特 定計 算機 で 行 な う"集 中型"と 各計 算 機

で 行 な う"分 散 型"と に分 類 され る。

信 頼性 か らみ る と分散 型 が 、高 トラ フ ィ ック を要 求 され る場 合 に は集 中型 が 、そ れぞれ 良 い と され

てい る。 しか しなが ら、集 中 型で は 、 ホス トの ダ ウンが システ ム全 体 の ダ ウ ンに つ なが るし 、分 散 型

では 、網 の 大 きさ 、 ノー ドの 数 によって は 伝送 効率が 落 ちると共 に経 済性 に問 題 が あ る とい う欠点 が考

え られ る。

(これ らの 、分 散型 の 欠点 を除 去 す る とい った 意 味な どか らも、 ボ トム ・ア ップ的 な網 、即 ち 自然発

生的 、発展 的網(例 えば 、ARPA網)で は な く、 トップ ・ダ ウ ン的 な網 、即 ち最 初 か ら、計画 性 に

基 づ いて 、'より汎 用的 な 、 効率 の よい網 を構成 しよ うとい った方 法 が考 え られ る。 国家 的 規模 の イ ン

フ ォメ ー シ ョン ・ネ ッ トワー クftど を実 現 す るため の1つ の ア プ ロー チ法 と考 え られ るが 、 ここで 問

題 とな るの は 既存 の 各 企業 等 にお け る網 との関 連 を どの よ うに す る の か 、 どんな 使 用法 が 要 望 され 、

実 際に お こな わ れ るか 、ま た その と きの 通 信量 は どの くらい か 、国 際間 コン ピュー タ ・ネ ッ ト ワー ク

と の接続 は ど うす るか 、 とい った未 経験 の こ とに対 す る予測 が 、実 際 に たて られ るか とい った こ とな

どで あ る。

電 話 交換 網 とは 異 な り'、イ ンテ リジ ェンス度 の 高い コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク の場 合 は 、国 民性 、

法律(回 線 借 用 な ど)な どか ら も困 難な 問 題 を含 ん でい る。

iiD網 制 御方 式

網 制御 が 、集 中型 と分 散型 とに 分け られ るこ とは 、先 に述 べ た。 その うち 、集 中型 では さ程 問題 に

な らな いが 、分 散型 では 、一般 に 次 の よ うな 事 を考 慮す る必 要 が あ る と言 わ れ てい る。
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(a)網 内の動 作は 、 ホ ス ト コン ピュー タの動 作 と独 立 で あ るこ と。

㈲ 網 内の 各 ノー ドは 、相互 に 依 存せ ず 網 内の一 つ の ノー ド障害 が 、網 内 全体 の 機 能 を 停止 さ

せ る ことが な い こ と。

(c)会 話型 処理 等 を可 能 に す る に は 、問合 せ 等 の短 い メ ッ セー ジに対 して十 分な 応 答特 性 が 得

られ る こ と。

(d)フ ァ イル転送 等 の利 用形 態 に対 して も十 分耐 え得 るよ うに 、大量 な デ ー タ伝送 に対 して 十

分 な スル ー プ ッ ト ・ノ イ トを保 証 す る こと。

以 上述 べた 事 を実 現 す る ため 、網 内uatsけ る ・一 ド制徽 能(例 え ば 、IMPの 機 θ旨)と して 、 主

と して 、次 の 事 が考 え られ る。

(a)伝 送 制 御 手順(各 種 の伝 送 制 御 手 順 の吸 収)

(b)交 換 機 能 〔単 一 の 高速 回線 を使 用 して複数 の呼 を制 御 す る方 式(多 重 通信)を 可能 に す る

た め 〕

(c)パ ケ ッ テ ィ ング機能(効 率 、 バ ッ フ ァ容 量 、伝送 遅 延 に対 す る考 慮)

(d)ル ー チ ング機 能(最 適 な 伝 送 経路 の 選 択)

(e)フ ロー ・コ ン トロー ル(網 内 の ロ ック ア ップ(閉 塞)を 防止 す るた め)

(f)記 録(課 金情 報 、障 害情 報 、稼 動 情報 に 対す る考 慮)

以下 に、 前述 の 制御 機能 の う ち二 特 に 交換 機 能 、 フ ロー コン トロール機 能 の うち 、 ルー チ ング機 能

に つい て述 べ る。

、

,

図3網 の概念図(分 散型)

一45一



(a)交 換 機 能

各 種の計 算機 を接 続 す るデ ー タ網 に 要求 され る基本 的機能 で あ り、網 内 の2つ の ノー ド間の リンク

(論 理 的 な もの)と 物理 的な 回線 の 割当 て の方 法に よ り

(イ)回 線 交換方 式(ス タテ ィ ックな 割当)

(ロ)蓄 積交換 方 式(ダ イナ ミックな 割当)

の2種 類 が あ る。

㈲ は現 存電 々公 社 で 行 って い る加入 電 話 サー ビスに 代表 され る。 この方 式 では 、網 は 利 用者 に対 し

完 全 な デー タの透 過性(伝 送 制 御 手順 も含 む)を 保 っ てい る。

(ロ)は一般 的 に 、計 算 機 間通 信に 向い てい ると言 わ れ てい る方 式 で あ るが 、朽)の持 ってい る利 用 者 に

対す る デ ータの透 過性 を保 つ 事 、宛 先 と して網は どこま で意識 す る か(宛 先 と して 計 算機/計 算機 内

の プ ・ セス(ユ ー ザ ・タ ス ク)が 重 要 な問 題 とな る。 また 実 際 に新 た な計 算 機 を網 に 接続 す る場 合 の

デ バ ック の方 法 も十 分考 慮 され てい な け れ ばな らな い。

(θ フロ一一コ ン トロー ル機 能

網 内の メ ッセー'ジ、 デ ィ レイを少 な くす る為 ス ロ ックァ ッ プ(リ ア セ ンブ ル ロック ァ ップ、 ス トア

… ア ン ド
、 フ ォワー・ド ・ロ ック ア ッ プ)現 象 を避 け る為 、網 内 及 び 、 ホ ス ト計 算機 間 では 、互 い に通

信す るに 当た り、 バ ッフ ァ確 保 及 び メ ッセー ジ確認 の制御 を行 ってい る。 フ ロー コ ン トロー ルを実 現

す る 上で の問 題 点 と しては

㈹ バ ッフ ァの 使用効 率

(ロ)メ ッ セー ジ確認 の方 式 と 紛失 パ ケ ッ ト処理(伝 送制 御 手順 及 び ポ ス ト、 ホ ス トプ・ トコ

ールに よる メ ッセー ジの 確 認 に関係 す る。)

⇔ フ ロー コ ン トロー ルの 為 の処 理負 荷 が少 ない 事等

が.ヒげ られ る。 具 体 的 な方 式 と しては

θ 予 約方 式

(⇒ 交互 通 信方 式

←う ア ロケー ト方 式(ARPA網 で 採用)

⇔ ウイ ン ドウ方 式等

が あ るが 、バ ッフ ァ使 用 効 率 、制 御装 置 の 処理 負 荷 、紛失 パ ケ ッ ト回復 機 能 の 面 で は ウイ ン ドウ方 式

が よい と言 わ れ てい る。

(c)ル ー チ ン グ機 能

ルー チ ングの 手 法は 、 多 くの方 法 が 提案 され てい るが 、 これ は 、 次の 様 な 要 求 を満 す ものが 望ま し

いo

θ 最 短 時 間 で メ ッセ ー ジ(パ ケ ッ ト)を 目的地 に伝 送 で きる こ と。

ω 網 構 成 の 変 更 に 対 して も、同 一 方 式 で 対処 で きる こ と。

⑰ 網 内 の トラフ ィ ック変 動 に 対 して 、動 的に 対 処 で きる こ と。(ト ラフィ ック管理)

国 処理 の ア ル ゴ リズ ムが 、な るべ く簡単 で 、計 算負 荷 が 軽 減 で きるこ と。
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⑱

以 下 、主 な ル ーチ ング手 法 の比 較 い 評価 を表5に 示す。

方 式 長 所 ・ 短 所
◆

テ ー ブ ル テ ー ブル の更新

Fl・ ・ding法 。 ア ル ゴ リズ ム が 。 ネ ッ トワ ー ク負 な'し な し

単純 荷が増大

。網変化に対し安 。一 度 送 っ た パ ケ

定 ッ トを記憶 して

お ・く。

FixedRou一 。ア ル ゴ リズ ム が 。 トラ フ ィ ッ ク変 ル ー チ ン グ ・テ ー な し

ting法 単純 動に対 し適応性 ブ ノレ

。動作が安定 無 し。

ShortessQr 。効 率 が優 れ てい 。計 算負 荷 が大 き バ イ ア ス ・テ ー プ 各 ノ ー ド内 の キ ュ

eue+Bias法 るc くな る きらいあ ル 、 ル ー チ ン グ ・ 一 イ ン グ レ デ ィに

り。 テ ー ブ ル(各 ノ ー よ り決定 。

。 ト ラ フ ィ ック 変 ド内 の キ ュー イ ン

動 に弱 い。 グ レ デ ィー に よ り

決定)

Distribllted 。網 全体 の トラ フ 。 ア ッ プ デ ー トベ デ イ レ イ・テ ー ブ ル 、 周 期的 に各 ノー ド

法 イ ック状態 を考 ク トルを周 期的 ル ー チ ン グ テ ー プ 相互 に ア ップデー

Periodic 慮した決定 がで に送 出 す る こと ル 、 ア ッ プ デ ー ト トペ ク トル をや り

Updat
,i・g

き る 。 . に よ る余 分な ネ ベ ク トル と り す る。

。網 の 変 化 に 対 し ッ ト ワ ー ク負 荷

て も強 い 。 あ り。

。急 激 な ト ラ フ ィ

ック変化が頻繁

に超える場合に
'

は 余 り適 さ ない。

ASynchronρ 一 同 上 。計算負荷が増大 デ イ レ イ テ ー プ ある値を超えた場

ns す る き らい あ り。 ル 、 ル ー チ ン グ ・ 合 に各 ノー ド相 互

Upd誕ing
・一 ◆

ア ー フ ル 、 ア ツ フ に や り と りす る 。

デ ー トベ ク トル ・

表5ル ー チ ン グ手 法 の 比較
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(2)プ ロ トコノレ

網 内 の任 意 の 利 用者 が 、網 内の任 意 の 計 算機 を 利用 して 、 あ る業 務 を実 行す る為 には 、異 った計 算

機 内の プ ・セス(ユ ー ザー タ スク)の 規 約 や 、処理 手 順 の 規 約 、 マ ン ・マ シ ン イ ンター フ ェー スの 規

約 な ど、各 種 の規 約 と しての プ ロ トコルが 必 要 とな る。 コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クにお け る プロ ト

コルは一般 的 に次 の よ うに 階層 的 に分 類 して 、考 える 事が で き る。

i)基 本 的 プ ロ トコル

(a)IMP-IMPプ ロ トコル

(通 信網 内 部の 約 束 事 で 、具 体 的 には 伝 送 制 御手 順 、 フ ロー コ ン トロー ル 、ルー チ ング、 パ ケ ッテ

ィ ング等 があ る。)

(b)HOST-IMPプ ロ トコル

(HOST計 算機 とIMP間 の 機能 分担 、通信 に関 連 した約束 事 であ る。 この プ ロ トコル は論 理 的

には 、網 内の 全ての計 算機 て 統 一 され てい る必 要は ない。)

(c)HOST-HOSTプ ロ トコル

iD高 位 プロ トコル

め

θ

0

d

)e

初 期 接 続 フ'ロ トコ ル

フ ァ イ ル 輸 送 プ ロ トコ ル

,リモ ー トジ ョ フ ェ ン ト リー フ ロ トコ ル

グ ラ フ ィ ッ ク ス プ ロ トコ ル

デ 一 夕 再 構 成 プ ロ トコ ル(デ ー タ 形 式 な ど の 変 換)

i)の 基 本 プロ トコルは業 務 に 依 存 しな い 基 本 的な プ ロ トコルで あ る。 この う ちHOST-HOST

ブ ・ トコルは 計 算機 の ハ ー ドウェ アや管 理 プ・ グ ラムの個 性 に 直 接関 連 し、 ブ ・セス間 の通 信 を可 能

とす る手 段 を提 供 する もの で あ る。HOST-HOSTプ ロ トコルを決 定す る際 、 機能 的 に は こ のこ

とを 満た してい れ ば特 に制 限 はな い が 、この 上 に各 種の 高位 プ ロ トコルが 作 られる 為 、 これ らが 容易

に 実 現 され る形 で 作 られ る 事が 好 ま しい 。

ーまた
、 プ ロセス 間を 可 能 とす る為 に は プ ロセ ス間 の コネ ク シ ョ ンの確 立 、 プ ロ セスの 起動 終 了 、 コ

ネ ク シ ョン中 のデ ー タ転 送 の 機能 が最 低 限必 要 で あ る。ARPA網 で はHOST-HOSTプ ロ トコ

ル の設計 の 基本方 針 と して

④ 既 存の 管理 プ ロ グ ラム(OS:Operat.ingSystem)に な るべ く手 を入 れな い。

◎ 網使 用 上 の 自 由度 大 な ど を挙 げ てい る一 特 に ④ は歴 史 的現実 と して の管 理 プ ログ ラムの改

造な しにNCP(NetworkComtrolProgram)を 単 に追 加す る だけ で コンピュータ ・ネッ

トワー クが実 現 で きる とい う意 味で 重 要で あ る。

次 にARPA網 にお け るHOST-H .OSTプ ロ トコルの一 例 を示す 。

STR;STRの 応 答 、STRとRTSに よ り コネ ク シ ョ ンが完 了'する。

CLS:コ ネ ク シ ョンの 消滅

ECO:Senderが 、相手 が 会話可 能 か否 かを 試 す。
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ERP:ECOに 対 す る応 答。

プ ロセ ス間で 通 信 を行 う場 合 、実 際はHOsT-HOSTプ ロ トコルで は な く、そ のHOSTの 管

理 プ ロ グ ラム特 有 の 使い 方に 合 わ せ て サー ビ ス してい るNCPを 基 本 と して 、そ の 上 に計 算 機 網 利 用

の様 々な 応 用 プ ログ ラムが 作 られ る。

ARPA網 では 、 例 えば 、 前述 した プ ロ トコルの 他 、通 信網 プ 『 トコル(TELNET)が 作 られ

てい る。

TELNETは 、 イ ンタ ラク テ ィブ ・シ ステ ムを遠 隔地 か ら利 用す る形 態を サ ポー トす る プ ロ トコ

ルで あ る。 即 ち 、端 末利 用者 は そ の ホ ス ト(usillgHOST)内 のTELNETを 通 じてNCPを

動 か し、遠 隔の ホ ス トと接続 す る。 遠 隔 の ホ ス ト(serv'ingHOST)で は 、NCPが 端 末制 御

部 と連 絡 をと り、端 末制御 部 か ら対 象 と してい る ブ ・ セスを働 か せ 、,あ た か も遠 隔 の ホ ス トの 端末 か

らその プ ロセス を利 用 してい る かの 様 に扱 う もので あ る。

これ らの プ ロ トコルは 、基 本 的 には 、 制定 す れ ば解 決 す る問 題 と も言 え るが 、異 種 計 算機 関(異 な

る 企業 、機 関 間)の 問 題 で あ る こ と か ら、 そ の制 定 、特 に 統一 の実 現 には 困難 さ が予 想 され る、 強力

な推進 機 関 が必 要 となろ う。

(3)フ ァ イルの共 有(共 同 利 用)

リソー ス 共有 の うち、 フ ァイ ル共 有 の 問題 は 、 デー タ ・ベー ス(デ ー タ ・パ ンク)の そ れ で もあ り

コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 社 会 に 与 え る 影響 とい う事等 に関連 し 、広範 囲 の 分野 に わ た る重 要 な

問題 と考 え られ る。 例 えば 、社 会 面 で は 国 家 的な情 報 ネ ッ トワー クを受け 入 れ る体 制 の 問題 、技 術 面

では 、 フ ァ イルの 作成 、記述 、処理 に か らむ 言語 の標 準化 、効率 的な デー タの 構 造 、マ ンマ シン イ ン

タフ ェー スの 問題(参 照 に 必 要 な 操 作 、表 示 方 法 な ど)、 さ らに さ か のぼ って は 、現 在 の コ ン ピュー

タへ の批 判(特 に デ ィ ジタル処理 偏 重 な ど)等 が あげ られ る。 本 節 で は 、 これ らフ ァイ ルを扱 う上 で

の 基本 的 な 各種 問 題点 の うち 、網 の 問 題 と の 接点 に位 置 す るもの と思 わ れ る ものに つ い て 、主 と して

述 べ る。

フ ァイル共 用 の理 想 と して は 、網 内の任 意 の フ ァ イルに アク セスす る ユー ザは 、 デー タ ファ イ ルの

所 在 や 記録 形 式 、装 置 の 仕様 を 全 く知 らな くと も済 む 事が望 ま し く(バ ー チ ャ ル ・ネ ッ トワー ク)、

亡れ らの 事 か ら次 の様 な 問題 が派 生 す る。

i)フ ァ イルデ ィ レク ト リと フ ァイル の完 全性 の 問題(フ ァイル ア ク セス 、 ア ップ デー ト/検 索
、

の 問 題)

ii)マ ンマ シ ン イン タフ ェー スの 問 題(使 い 易 さ、汎 用性)

iiD網 上にお け る フ ァ イルの 配 置 と網 の構 成 の 問題

iv)利 用面 での 標 準化 の 問 題

V)プ ロ トコルの 問 題

次 に 、上 記の各 問 題 点 の概 要 を述 べ る。

Dフ ァ イルデ ィレ ク トリと フ ァイ ルの完 全性の 問題

網 を利 用者 か らみ て透 明 にす る基 本 的 な方 法 と して(網 内の デー タ管理)、 参 照 した い デー タに至
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るパ スを デ ィレ ク ト リを 用い て与 える方 法が あ る。 そ の デ ィ レク ト リの構 成 に は 、次の 二通 りがい わ

れ てい る。

(a)網 に 存在 す る デー タ に対 して一意 的な デ ィ レク トリを グ ・一 パ ルに構 成 す る方 式

(b}ノ ー ド毎 に 、 ロー カルに 存 在す る ファ イル のデ ィ レク ト リを もち、 自分 の所 に な け れば 他

の ノー ドに問 い 合 わ せ る方 式

網 内の利 用者 か ら透 明 にす るた め に 、基 本 的 に 、上 記の方 式 が 考 え られ るが応 答 時間 、経済 性 、 及

び デー タ構 造 な どか ら解 決 す べ き問題 は 多い。 ま た 、 フ ァイ ルの 完 全性 につ い ては 、一 つ の フ ァイ ル

を多 くの利 用者 が問 合せ 、 更新 な ど を行 うた め 、 フ ァ イル 内容 の 完 全性 を保 つ必 要 が あ る、 と い う問

題 で あ る。 フ ァイ ル属性(問 合せ/更 新 モー ドな ど)を 、時 間 的 に 分 け る方 式 が考 え られる が 、更 新

を行 な える 資格 は 何 な の か 、秘 密 保 護(プ ライバ シィの保 護 な ど)に 関 して 、パ ス ワー ド(キ イ ・ワ

ー ド)は ど うす る の か(例 え ば
、 パ ス ワー ドの ネステ ィン グの 問 題)と い った こ と もあ る。

iDマ ンマ シ ンイ ンタ フ ェー スの 問 題

ユー ザに とっ て 、網 内の フ ァイルが 容 易 に操 作 出 来 る よ うに 使 い 易い イ ン タフ ェース(例 えば 、会

話 用 言語/入 出 力装 置)の 確 立 が必 要 であ る。

iib網 主に お け る フ ァ イ ルの 配置 と網 の構 成 の問 題

デー タ ・ベー スの 集 中化 に反 す る方 向 と しての綿 上 にお け る フ ァ イルの 配 置に つ い ては'(ARPA

で は デイ ス トリ ビュテ ィ ド ・デ… タ ・ベー スと呼 んで い る)、 一般 的解 析 手 法 は 、未だ 確 立 してい な

い が 、問合 せ/更 新 トラ フ ィ ック パ ター ン、伝 送 コ ス ト、7ア イ ルの蓄 積 コ ス ト等 に よ り最 適配 置 が,

評 価 出来 る可 能性 が あ る。

…般 的 に は 、蓄 積 コス トの 高価 な大 容 量 フ ァ イルに よる情 報 提 供 サ ー ビ スや 、複雑 高度 な 科学 技 術

計 算 プ ・グ ラム等 は 、集 中化 された方 が 望 まし く、他方 蓄 積 コス トの 安 価な 問合 せ や更新 トラフ ィ ッ

クの 多い 簡易計 算や 販売 、在 庫 管 理 シ ステ ムな どの ユー ザ フ ァ イル を主 体 と した フ ァイル伝 送 サー ビ

スは 、 ファイ ルを 分 散 させ た方 が好 ま しい とい わ れ てい るが 、実 際に は どの よ うに運 用 す るの か。

iv)利 用面 での 標 準化 の 問題

網 内の フ ァ イルは 、基 本 的 に は不 特 定 多 数の ユ ー ザ に よ り使用 さ れ る とこ ろ か ら、 デー タ表 現 、デ

ー タ処理 に 関 しては 合 意 が必 要 で 、 これ につ い て の解 決 法 と して の標 準 化 が必 要 に な る。

V)プ ロ トコル の問 題

ARPA網 では 、端 末 よ りの 会 話的 利用 を サ ポー トす る 、高位 プ ロ トコル と して 、TELNET、

フ'アイル伝 送 プ ロ トコル を作 成 し て い るが 、 プロ グ ラムに よ る フ ァ イルの 共 有 も容 易 に可 能 とす る、
十

よ り標準 的 な フ ァ イル共 有 プ ロ トコル の開発 が 必 要 とな る で あろ う。

ファ イル共有 に関 しては 、以 上 の 他 に も、共 有 す べ き価値 あ る フ ァ イルの 選定 や、 フ ァイ ル化 は 、

誰 が 行 な うの か 、ま た 、 フ ァ イルの 保守 、管理 な どは 誰が 責 任 を もつ の か 、 とい った 多 くの問 題 が考

え られ る。

(4)そ の他

シス テ ムの 運 用 な どに 関 して 、次 の 問 題が 更 に考 え られ る。
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i)課 金(課 金 対 象 、方 法)

iD保 守 、 管 理(障 害 対 策 、 シ ス テ ム 拡 張 へ の 対 応 、 プ ロ グ ラ ム や フ ァ イ ル の 管 理 、 性 能 測 定)

iii)網 情 報 セ ン タ ー(運 用 方 法)

2.1.4コ ン ピ ュー タ ・ カ ッ プ リ ン グ

コ ン ピ ュー タ ・ カ ッ プ リ ング と い う言 葉 は 、 必 ず し も一一般 的 で は 支 い が 、 次 の2種 類 に 分 類 し 、 各

々 の 概 略 に つ い て 述 べ る。

Dタ イ ト リー ・カ ッ プ リ ン グ(Tight,1y-Coul)lillsr)

主 記 憶 を 共 有 す る こ と に よ り結 合 さ れ 、 一 個 の 管 理 プ ロ グ ラム で 管 理 さ れ る 複 数 計 算 機 シ ス テ ムで

あ る 。

こ れ は 、最 も 密 に 結 合 さ れ た シ ス テ ム で あ る。

ii)ル ー ズ リー ・カ ッ プ リ ン グ(Loosely-Couplin9)

チ ャ ネ ル等 を 介 し て 結 合 され 、 一 個 又 は 、 複 数 個 の 管 理 プ ロ グ ラ ムで 管 理 さ れ る 複 数 計 算 機 シ ス テ

ム で あ る 。

こ れ は 、 比 較 的 密 に 結 合 され た シ ス テ ム で あ る。

(1)タ イ ト リー ・ カ ッ プ リ ン グ

タ イ ト リー ・ カ ッ プ リ ン グ を 、 結 合 方 式 に ょ り次 の 様 に 分 類 す る。

Dマ ル チ ・ブ ・セ ッ サ 方 式

IBM370-158/168、HITAC8700/8800、FACOM230-58/75

な ど が あ り 、 主 と し て 、 大 型 計 算 機 シ ス テ ム で 実 用 化 さ れ て い る。 こ'の方 式 は 、 処 理 能 力(広 義 の 並

行 処 理 に よ り)、 信 頼 性 の 向 上 を 目 指 し て い る と い え る が 、拡 張 性(接 続 台 数)と い う面 で 難 点 が あ

る 。

MM:メ モ リ

P:プ ロ セ ッ サPP

亀

◆

・

図4マ ルチ ・プ ロセ ッサ方 式

iD単 一 パ ス方 式/多 重 パ ス方 式(環 状 パ ス方 式 も含 む)

一 本又 は
、複 数 本 の バ ス上 に 、 プ ロセ ッサ 、 メモ リな どを接続 し た もので 、信 頼 性 の 向 上に加 え 、

拡 張 性 の 面 で も優 れ てい る。

これ らの 事例 と して は 、東京 大学 のPPS-1、 ロ ッキ ー ドのSUEな どが あ る。r

ま た 、 パ スを ルーーブ状 に結 合 した環 状 パ ス方 式 と みな せ る もの と して、IBM370-125が あ

る。

図5単 一 バ ス 方 式
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図6多 重 バ ス 方 式

こ れ ら の 方 式 の も の は 、 実 験 的 色 彩 が 強 く、 今 後 、負 荷 分 担(・ 一 ドシ ェ ァ)な ど を 効 率 よ く行 う

為 に 、 プ ロ セ ッ サ 間 通 信 方 式 、 メ モ リ共 用 方 式 、 パ ス 制 御方 式 、 管理 プ ロ グ ラ ム の 機 能 と 構 造 、 障 害

対 策 と して の 自 動 シ ズ テ ム 再 構 成 方 式 及 び 、 狭 義 の 並 行 処 理 方 式 な ど が 、 重 要 な 問 題 と な る で あ ろ う。

(2)ル ー ズ リー ・カ ッ プ リ ン グ

チ ャ ネ ル 結 合方 式 に よ る もの で は 、 マ ス タ ー ・ス レ ー ブの 関 係 に あ る二 個 の 計 算 機 を結 合 し た 、I

BMのASPが 有 名 て あ り、 負 荷 分担 に よ っ て 、 処 理 能 力 の 向 上 を 目 指 し た も の と言 え る。

(補 足)

前 節"コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク の 事 例"で 、 分 類 と し て 、 コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ ト ワー ク に 入

れ た カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学(ア ー バ イ ン)のDCS(DistributedCofnp .utingSystem)

一 －H－方 向 伝 送 路 と して
、同 軸 ケ ー ブ ル を リ ン グ 状 に 結 合(リ ン グ結 合 方 式)一 及 び 、京 都 大 学 のKU-

IPNET－ イ ン ハ ウ ス ・ コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クー な どは 、 ル ー ズ リー ・カ ッ プ リ ン グ に 含

め るべ き も の か も し れ な い 。

口r{三}一 回

俗

図7チ ャネル結合方式

LI:リ ング ・イ ンタ フェ ース

◎

図8リ ン グ結 合 方式

Z2コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク に お け る デ ー タ ベ ー ス

2.2.Lデ ー タ ベ ー ス

ソ フ トウ ェア シス テ ムの分 化 の 過 程 に ぶい て 、デ ー タの管 理 は 、そ の統 合化 と 共通 化 とが 計 られ 、
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個 々の処理 プ ロ グ ラムか ら次 第 に分 離 され る よ うに な った。 この こ とは、同 時 に 、 デー タ処理 の思 想

に 重大 な変 化 を もた らした。 す な わ ち 、伝 統 的な プ ロ セス指 向の ファ イル 作成 か ら脱 却 し、 適応 分 野

に 適合 す る デー タベー スへ の ア プ ロー チが そ れ で あ る。'

デ ー タ ベー スは 、従 来 の フ ァ イル シス テ ムにお け る複数個 の フ ァ イル を集 中 統合 し、そ の 一 元管 理

を計 っ た も ので あ る。

デー タベー ス の達 成 目標 と して 、つ ぎの諸 項 目が あ げ られ る。

・ デー タ と プ ロ グ ラムの独 立性

可能 な限 り、ア プ リケー シ ョン プ ・ グ ラムと デ ー タ との 独立 性 を保 持す る こと。

・ デ ー タ構 造 の 多様性

互 い に関 連 の な い もの か らネ ッ トワー ク構 造 まで 、各種 デー タにつ い ての 構 造 を 定義 す る こと を 可

能 に す る。

・ デー タの 非冗 長 性

'デ ー タの 一 部 分 あ るい は 全 体が
、他 の 適応 業務 で使 用 され るに もかかわ らず そ れ ぞれ の 適応 業 務 に

最 適 な方 法 で デー タを構成 す るこ とを可 能 に す る。

.デ ー タの 共 用

複数 個の ラ ン単位 が 同 時 に 、デ ー タベー ス上 の デー タを検 索 した り更新 す る こ とを 可能 に す る。

・ 機密 保 護

機密 保 持 を侵 す プ ・セ スか ら デー タベ ー ス を保 護 す る ～二と。 あ るいは 、 プ・ グラ ム間 の 干 渉 か らデ

ー タベ ー スを保護 す る こ と
。

・ 統 合管 理 機能

デ ー タ の格 納 位置 を制御 す るため な どの 統合 管 理 機能 を 提供 す る こ と。

これ らの 目標の もとに各 方 面 で 、 デー タ ベー スに 関 す る調 査 研 究 がな され、 い くつ かの 提 案 が 提 出

されて い る。

これ ら提案 の 代表 的な もの と して 、CODASYLの デ ー タ ベー ス作業 グ ルー プ(DBTG)に よ

る提案 、IBMの ユーザ 団 体 で あ るGUIDEとSHARREの 共 同 作業 グル ー プに よる提案 、IS

MのE・F・COODの 提 唱に ょ る リ レー シ・ナル ・デー タベー ス(RDS)な どが あ る。

CODASYLDBTGの 提 案 は 、現 在 ≠または 近 い将 来 に お け る技術 で も って 充分 実 現 可能 で あ

るデ ー タ ベ ー スを 目標 と した具 体 的 な言 語 仕様 で あ る。 現 在 では 、 サ ブ セ ッ トで は あるが 、DBTG

提 案に そ っ た シス テ ムが 数個 開発 され てい る、 これ らは そ れぞ れ 好 評 を得 てい る。

CODASYLDBTG提 案 の なに よ りも大 きな 成果 は 、 デー タ記述 言 語(DDL)、 デー タ処

理 言語(DML)の 共通 化 、 また は 、標 準 化 を もた らした こ とに あ る。実 際 、現 存 す る 数 多 くの デ ー

タベー ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ムは 、そ れ ぞ れ独 自の言 語 、 アー キ テ クチ ュ ア を もち 、利 用 者 に 対

して色 々な 面 で 混乱 を余儀 な くさせ てい る。 こ の こ とは 、単 に 言 語上 だ けの 問題 で な く、用 語 統一 の

問題 や 、概 念 的 な面 で もそ れ ぞれ ま ちま ちで あ る。 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク 内での デー タベー ス

は 、 と りわ け デー タ ベー ス、 マ ネ ジ メ ン トシ ス テムの共 通 化 が一 つ の課題 とな る。 こ の 意 味 で も 、
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CODASYLDBTG提 案は 高 く評 価 し て よい。

GUIDE/SHAREの 提案 は、 必 ず し も、現在 の コ ン ピュー タ技 術 に と らわ れ る こ とな く、い

わば 理 想 に近 い デー タベ ー スを提 案 した もの で あ る。 これ には 、CODASYLDBTG提 案 で見

られ る よ うな具 体 的 な 言語 仕 様 は 明記 され てい ない。GUIDE/SHREの 提案 の特 長 は 、エンテ ィ'

ティの 概 念 を 導入 した 事 に代 表 され る。エ ンテ ィテ ィ とは 、世 の 中一 般 の 事象 の こと をい い 、 ア プ リケ

ー シ ョン ロ ジ ック と格 納 され た デー タ間 に位 置 し 、そ れ ら相 互 の マ ッ ピングの 橋渡 しを 行 う事 に よ

って 、よ り高 い デー タと プロ グ ラムの独 立 性 を得 よ うと した もの で ある。

リ レー ショナ ル デー タベ ー スで は 、 「デー タベ ース の 本 質は 、 リレー シ ョンで あ り、 デー タベ ー ス

に対 す る操 作 とは 、 デー タ〔こ一 ス を構成 してい る リ レー ショ ンの 集 合 か ら、新 たに リレー シ ョ ンを 作

り出 す こ とに あ る。 」と言 う見 地 よ りデー タベ ー ス を論 じてい る。

リレー シ・ナル ・デー タベ ー スの特 長 は 、 デー タベ ー ス と プ ・ グ ラムの 間に 高 い独 立性 が得 られ る こ

と 、 あ らゆ る レベ ル の利 用者 、 と くに エ ン ドユー ザ に使 い 易 い情 報 シス テ ムと して 論 じてい る こ とな

どが あげ られ る。

以 上最 近 の デー タベー スの動 向 と『して 代表 的 な もの を あげ た が 、現時 点 で は 、CODASYLD

B .TG提 案 が最 も具 体的 で あ る。'この 意味 で 、当 面 の デー タベ ー スの開発 は 、DBTG提 案 を考 慮 し

な が ら行 わ れ る もの と考 え られ る。

デー タ ベー ス ・マネジメン ト・シ ステ ムの概 念 をDBTG提 案 に そ って述 べ る。

句

利用者

パ ラ メ ト リ ッ ク ユ ー ザ

デー タ記述 言 語 デ ー タ処理 言 語 パ ラ メー タ言 語

ソ フ トウ ェ ア

デ ー タ記 述 言 語

プ ロ セ ッサ

デ ー タ処 理 言 語

フ'ロ セ ッ サ

(コ ン パ イ ラ)

パ ラ メー タ 言 語

フ'ロ セ ツ サ

デ 一 夕 ベ ー ス コ ン ト ロー ル

シ ス テ ム(DBCS)

●

二次記憶

デ ィ ス ク リ プ タ デ ー タ ベ ー ス

図9デ ー タベー ス ・マ ネ ジ メン ト ・シス テ ム
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デ ー タ 構 造

デ ー タ構 造 と し て は 、 ツ リー 構 造 、 ネ ッ ト ワー ク 構 造(図10)の よ うな 複 雑 な 構 造 を 可 能 と す る。

図 の 矢 印 の 始 端 に よ る レ コー ドを オ ー ナ レ コー ド とい い 、 矢 印 の 末 端 に な る レ コー ドを メ ン バ レ コー

ドと い う。 ま た オ ー ナ レ コー ド、 メ ンバ レ コ ー ドの 関 係 を 「 セ ッ ト 」 とい う 。

■

●

ネ ッ ト ワー ク 構 造

ツ リ ー 構 造

●

図10ツ リー構 造 とネ ッ トワー ク構 造

スキー マ/サ ブス キー マ

デー タ ベー スにお け る構 造 の 記述 を ス キー マ(SCHEMA)と い い 、 デー タベ ー スの 部分 の構 造

の 記述 を サ ブス キー マ(SUBSCHEMA)と い う。 この ス キニ マ/サ ブス キrマ の導 入に よ る主

な利 点 ど して 次 の ものが ある。

1)個 々の プ ログ ラ ムは 、 自己の 関 連 す る 部分 に つい て のみ 、 つま りサ ブス キー マに つい て のみ デ

ー タ構 造を知 れ ばよい 。

2)ブ ・グ ラムが デー タベー ス を利 用 で きる範 囲 は サ ブス キー マに記述 さ れた 部分 に限 定 される の

で 、サ ブス キー マ以 外 の プ ラ イ バ シ と イ ンテ グ リテ ィが保 証 され る。

3)デ ー タ と プ ログ ラムの 独立 性 は 、 デ一 夕ペー ヌの デー タ構造 が 変 更 され た と き、 プ ロ グ ラムに

与 える 影響 の 度 合で 測 られ る が 、 サ ブス キ ー マが ス キー マ と異 っ て も良 い 範 囲 で 影響 度 を吸収 する こ

とが で き る。

デー タベー ス 管理 者

デー タベ ー スは 、 目的 の異 った 多 数 の ユー ザに よ って 使用 され る の で 、 これ ら異 った 目的 で もっ て

作成 され た プロ グ ラムか らの 、い くつ か の異 った 要求 を調 整す る必要 が 生 じて くる。 こ の機 能 を もつ

もの が デー タ ベー スの 管理 者 で あ る。

デー タ ベー ス管理 者 の 役割 りは 、 デー タベ ー スを 使用す る各 ユー ザの要 求 を 収集 し、分 析 し、 そ れ

に基 づい 七 、 デー タベー スの 設計 な らびに 作成 を行い 、その運 用 の 監視 を行 い 必 要 に応 じて 、 デー タ
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ベ ー ス の 再 編 成 や 再 構 成 を 行 う こ と な ど で あ る。 っ ま り、 デ ー タ ベ ー ス の 管 理 者 は 、 デ ー タ ベ ー ス の

作 成 と 保 存 と に 責 任 と権 限 を も つ と と もに 実 行 す る た め の 高 い レ ベ ル の 技 術 が 要 求 され る こ と に 左 る。

2.2.2デ ー タ ベ ー ス の ネ ッ トワ ー ク 化

従 来 の フ ァ イ ル シ ス テ ム を単 に デ ー タ ベ ー ス 化 す る こ と に よ っ て 生 ず る技 術 的 な 問 題 は 、 そ の 基 本

的 左 もの の ほ と ん ど が 解 決 さ れ て い る か 、 あ る い は 解 決 の 方 向 に あ る 。

しか し 、 コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー ク に お け る デ ー タ ベ ー ス に つ い て は 、 そ こ に 発 生 す る で あ ろ う問

題 点 そ の もの に つ い て す らま だ 明 確 で は な い。

現 在 、予 想 出 来 る 範 囲 で い くつ か の 問 題 点 をつ ぎ に あ げ て み る 。

・ デー タ ベ ー ス の 管 理

.デ ー タ ベ ー ス の 共 通 化

・ エ ン ドユ ー ザ の 機 能

・ デー タ ベ ー ス へ の ア ク セ ス

1)デ ー タ ベ ー ス の 管 理

デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム(デ ー タベ ー ス を 利 用 し た 計 算 機 シ ス テ ム の 事 を い う)で は 、 デ ー タ ベ ー ス

が 多 数 の ユ ー ザ か ら使 用 さ れ る た め に 、 デ ー タ ベ ー ス 管 理 者 が 必 要 で あ る 事 は 前 に も述 べ た 。 コ ン ピ

ズ 一夕 ネ ッ ト ワ ーーク 内 に デ ー タ ベ ー ス を 構 築 し た 場 合 で も 、 そ の 存 在 の 重 要 性 は 不 変 で あ る。

コ ン ピ ュー タ ネ ッ ト ワー ク が 集 中型 ネ ッ トワー クの よ う に 、必 ず 中 央 の 中 枢 と な るIMP(セ ン ト

ラルIMP)が 存 在 す'る 場 合 に は 、 セ ン ト ラ ルIMPを 管理 す る 人 ま た は 、 部 門 が 、 デ ー タ ベ ー ス 管

理 者 と な り、 ス キ ー マ もそ こ に 格 納 す れ ば よ い 。

分 散 型 ネ ッ トワーー ク の よ一う に 、 そ の 中 枢 と な るIMPや 、HOSTが な い 場 合 に は 、 誰 を デ ー タ ベ

ー ス 管 理 者 と す る か 、 ス キ ー マ を ど こ に 持 た せ る か の 問 題 が 発 生 す る 。 反 りに 、 あ る1か 所 のHO

ST内 に ス キ ー マ を持 た せ る と す れ ば 、 デ ー タ ベ ー ス を ア ク セ ス し ょ う と す る プ ロ セ ス は す べ て こ の

ス キー マ を 参 照 しな くて は な らな い の で 、 そ の ス キー マに 対 す る ア ク セ ス が 集 中 す る 。 ま た 、 せ っ か

く分 散 型 に して 信 頼 性 を 上 げ て も 、 ス キ ー マ が 格 納 さ れ て い る 記 憶 装 置 に 障 害 が あ れ ば 、 デ ー タ ベ ー

ス に 対 す る ア ク セ ス は す べ て 不 可 能 と な る。 こ の よ う な 場 合 、 そ の 解 決 法 と し て 同 じ ス キ ー マ を 、 各

デ ー タ ベ ー ス に1つ ず つ も つ か 、 ま た は 、 ス キ ー マ も分 散 し て 持 つ こ と が 考 え られ る。

こ の よ う な 方 法 も 、 デ ー タ 構 造 が 変 更 され る場 合 、 つ ま りス キ ー マ を変 更 す る 場 合 の 処 理 が 問題 と

な る。

2)デ ー タ ベ ー ス の 共 通 化
.

デ ー タ ベ ー ス の 中 で リ レー シ ョ ン の 表 現 に は 、 一 般 的 に ポ イ ンタ が 多 く用 い られ る。 こ の ポ イ ン タ

の 記 憶 媒 体 上 の 形 式 は 、 お の お の デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ジ メン ト・シ ス テ ム で ユ ニ ー ク な もの に な っ て い る。

つ ま り 、 あ る デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ジメ ン ト・シ ス テ ム は 、 そ の デ ー タ ベ ー ス ・マネ ジ メ ン ト・シ ス テ ム 用 に 作

成 され た デ ー タ ベ ー ス し か 取 扱 え な い こ とに な る。 も し 異 っ た デ ー タ ベ ー ス ・マネ ジ メ ン ト・シ ス テ ム に

よ っ て 作 成 さ れ た デ ー タ ベ ー ス を 同 時 に2つ 利 用 し よ う と す れ ば 、 ど ち ら か 一 方 を 、 そ の デ ー タ ベ ー

ス マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム が 解 釈 で き る 形 式 に 変 換 す る 必 要 が あ る 。(図11)。
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HOSTA HOSTB

A→Bへ の

変 換

●

図11デ ー タ ベ ー ス の 変 換

し か し 、 実 際 問 題 と し て 異 る形 式 の デ ー タ ベ ー ス を 利 用 す る こ と は 容 易 な こ と で は な い 。 コ ン ピ ュ

ー タ ネ ッ トワー ク に デ ー タベ ー ス を 構 築 す る 場 合
、 デ ー タ ベ ース ・マ ネ ジメン ト・シ ス テ ムの 統 一 、 各 種

言 語 の 統 一一は 、 最 も重 要 な 問 題 で あ る。

3)エ ン ドユ ー ザ の 機 能

コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワ ー ク 内 で の デ ー タ ベ ー ス の 利 用 形 態 は 、 端 末 か ら デ ー タ ベ ー ス を 検 索 す る よ

うな 非 定 形 ジ ョ ブ が 主 で あ る と考 え ら れ る。'

定 形 ジ ョブ の 場 合 に は 、 処 理 効 率 と 、 そ の 機 能 が 重 視 さ れ 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ に 際 し て は 、 高 度 の 知

識 が 必 要 と さ れ る の で 専 門 プ ・ グ ラ マ が 作 成 に 当 る の が 通 常 で あ る。 これ に 対 し て 、 非 定 形 ジ ・ブ の

場 合 は 、 そ の ユー ザ は 、 非 プ ロ グ ラ マが 主 体 で あ り、 プ ロ グ ラ ミ ン グ の た め に 簡 易 型 言 語(パ ラ メ ー

タ 言 語 の よ う な)が 必 要 と な る 。

ま た 、 デ ー タ ベ ー スが よ り広 範 な ユ ー ザ に よ っ て 、 よ り簡 単 に 利 用 出 来 る よ う に な る の で 、 デ ー タ

ベ ー スの 利 用 に 関 す る ル ー ル を 確 立 し 、 デ ー タ の 保 護 は 慎 重 に か つ 確 実 に 行 わ ね ば な らな い 。 デ ー タ

の 保 護 の 問 題 に つ い て は 、 こ れ を 専 門 に 検 討 す る グ ル ー プ が 結 成 さ れ て い る。

4)デ ー タ ベ ー スへ の ア ク セ ス

ユ ー ザ ・プ ロ セス の ア ク セ ス し よ う と す る デー タ ベ ー ス が 、 そ のHOST系 内 に 存 在 す れ ば 、 当 該

HOST内 ρ デ ー タ ベ ー ス 、 コ ン ト ロー ル シ ス テ ム を 使 用 し て 何 ら問 題 は な い 。 し か し 、 そ の デ ー タ

ベ ー ス が 他 のHOST系 に 存 在 す る 場 合 に は 、処 理 そ の もの を他 のHOSTで 実 行 す る か 、 他 のHO

ST系 に 存 在 す る デ ー タ ベー ス へ の ア ク セ ス メ ソ ッ ドを確 立 す る かな ど に よ らね ば な ら な い 。

コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワー ク に お・け る デ ー タ ベ ー ス の ア ク セ ス メ ソ ッ ドを 、 と くにDDBA(Di-

stributedDataBaseAccessing)と い う場 合 も あ る。 こ の プ ロ ッ ト コー ル の 解 釈 が 、
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実 は 、 コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワー ク 内 に デ ー タ ベ ー ス の 構 築 を 可 能 に す る か 否 か の ヵ ギ と な る もの で あ

る と い っ て も過 言 で な い 。 今 後 種 々 の 議 論 や 、 実 験 に よ っ て 解 明 さ れ ね ば な らな い 。

2.2.3デ 一 夕 ベ ー,ス の ア ク セ ス

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ットワー ク に お け る プ ロ ト コー ル は 、つ ぎの4つ の レ ベ ル に 大 別 で きる 。

.ユ ー ザ レベ ル

・HOST-HOSTレ ベ ル

・HOST-IMPレ ベ ル

・IMP-IMPレ ベ ル

HOST-HOST、HOST-IMP、IMP-IMPレ ベ ル の プ ロ ト コー ル に つ い て の 問 題 は

他 に 譲 る と し て 、 こ こ で は 、 ユー ザ レ ベ ル の プ ロ ト コ ー ル に つ い て × デ ー タ ベ ー ス の ア ク セ ス に 関 す

る 問 題 を 考 察 す る。 、

ユ ー ザ レ ベ ル の プ ロ トコー ル の1例 と して 次 の もの が あ る 。

.ICP(InitialConl)ectionProtoc・ol)

.FTP(FileTransferProtocol)

.TELNET(TELNETTerminalProtocol)

・そ の 他

FTPは フ ァ イ ル を 共 用 す る 為 に 作 成 さ れ た プ ロ トコ ー ル で あ る。 そ の 概 念 は デ ー タ ベ ー ス を ア ク

セ ス す る た め の プ ロ トコ ー ル を 考 察 す る 上 で の 指 針 とな る で あ ろ う。 こ の 意 味 で 、ARPA不.ッ ト ワ

ー ク のFTPに つ い て の 概 略 を 以 下 に 述 べ て み る 。
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図12FTPの モデ ル
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図12はFTPの モ デ ル を 図 示 し た もの で あ る。

Server-FTP

Server-FT'PはUserFTPあ るい は 、 他 のServerFTPと 協 調 して デー タの 転 送 の 機

能 を 果 す プ ロ セ ス で あ る。 こ れ は プ ロ ト コ ー ル イ ン タ プ リ タ(PI)と デ ー タ転 送 プ ロ セ ス(DTP)

か ら成 る 。

Server-PI'

Server-PIはUser-PIか ら のICPに 対 してListen状 態 に し 、 そ してTELNETコ

ネ ク シ ョ ン を 確 立 す る 。

ServerPIの 役 割 はUser-PIか らFTPコ マ ン ドを 受 取 り、 そ れ に 対 す る 応 答 を返 す こ と

と 、Server-DTPを 管理 す る こ と で あ る。 、

Server-DTP

Server-DTPはServerPIの 指 示 に 従 いDaI、aConnectionを 確 立 し 、File-

Systemへ の ア ク セ ス 、 デ ー タ の 転 送 を 行 う。

User-FTP

.User-FTPは ・1コ ま た は 複 数 個 のServer-FTPと 協 調 し て ・ デ ー タ の 転 送 機 能 を 果 す プ

ロ セ ス で あ る。 こ れ は 、 プ ロ トコー ル 、 イ ン タ プ リ タ 、 デー タ転 送 プ ロセ ス 、 ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス

か ら成 る 。

User-PI

User-PIはServerFTPに 対 し 、ICPを 要 求 し 、FTPコ マ ン ドを 送 る。

ま た 、User-PIはUser-FTPが デ ー タ の 転 送 を 行 う場 合 はUser-DTPを 管 理 す る 。

User-DTP

Usei-DTPはUser-PIか ら の 指 示 に よ りDataConnectionを 確 立 し、 デ ー タ の 転 送

を 行 う。

FTPの 動 作 の 概 要 は 次 の 通 りで あ る。

ま ずUserか らの 指 示 に ょ りUserlnterfaceを 経 て 、UserPIはTELNETコ ネ ク

シ ョ ン を 確 立 す る 。 こ の コ ネ ク シ ョ ンが 確 立 さ れ る と 、User-PIはServer-FTPに 対 しFT

pコ マ ン ドを 送 る。FTPコ マ ン ドは デ ー タ コ ネ ク シ ョ ン お よ びFileSystemへ の ア ク セ ス の

た め の パ ラ メー タ 群 を 規 定 す る。UserDTP、Server-DTPは パ ラ メー タに 従 って デ ー タ の

転 送 を 行 う。

上 記 の ケー ス と は 異 な り、Userが 存 在 す るHOSTと は 異 な る 他 の2つ のHOST間 で 、 デー タ

の 転 送 を 行 う場 合 は 図13の よ う なFTPの 構 成 に な る。

ARPAネ ッ ト ワー クのFTPは 、 フ ァ イ ル を そ っ く りそ の ま ま コ ン ビ ュ ー す る こ と に よ っ て フ ァ

イ ルの 共 用 と い う 機 能 を 保 た せ て い る。

コ ン ピ ュー タ ネ ッ ト ワー ク に お け る デ ー タ ベ ー ス の 共 用 に つ い て1い え ぱ 、 あ るHOST系 で もつ デ

Lタ ペ ー ス は 大 量 の デー タ を 含 む と 考 え られ る
。 こ の デ ー タ ベ ー ス 全 体 を他 のHOST系 ヘ コ ピー し
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図15FTPモ デ ル の変 型

て 使 用 す るこ とは 処理 効率 、 記憶容 量 な ど か ら考 察 しほ とん ど現 実的 に不 可能 に 近 い と考 えて よい。

した が って 、デ ー タベー スの共 用 には 、 デー タベ ー スの 必 要 な 部分 に 対す る ア ク セ スを実 現 す る プ ロ

トコ一一ルが必 要 とな る。'

問題 を 単純化 す るた めに コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ'トワー ク内の す べて の デー タベ ー スは 同一 の デー タベ

ー ス ・マネ ジメント・シ ステ ムで 作成 され た とい う大垣 な 前提 条件 の下 で 、 デー タベー スの ア クセス に

関 す る プ ロ トコー ルの 概 念 をARPAのFTPに な らって考 察 す れば 図14の よ うにな る。
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図14デ ー タベー ス の マ クセ ス に 関 す るプ ロ トコー ル概 念
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ア プ リ ケー シ ョ ン プ ロ グ ラ ムま た は 、 エ ン ドユー ザ イ ン タ,ブ リタは 、 デ ー タ ベ ー ス に 対 す る ア ク セ

ス 要 求 をDB℃Sに 出 し 、DBCSで は 本HOST系 内の デ ー タ ベ ー ス に 対 す る アク セスか 否 かを チ ェ

ッ ク す る 。 も し 、 本HOST系 内 の デ ー タ ベ ー ス に 対 す る 要 求 で あ れ ば 、 デ ー タ ベ ー スAを ア ク セ ス

す る 。 ーま た 、 他 の 場 合 、 例 え ば 他 のHOSTの デ ー タ ベ ー スBに 対 す る 要 求 で あ れ ば 、DBCSイ ン

タ フ ェ ー ス で デ ー タ ベ ー ス の ア ク セ ス に 関 す る プ ロ トコ ー ル を 作 成 す る 。 こ れ をUSer--PIに 渡 し

そ れ 以 降 はFTPの 場 合 と同 様 で あ る。 こ の 場 合 、 デ ー タ ベ ー スBへ の ア ク セ ス は 、DBCSか らの

要 求 の 都 度 行 な わ れ 、 デ ー タ 転 送 の 単 位 は1物 理%単 位 に な る と 考 え られ る 。

Server-DTPはUserDTPに 対 し要 求 の さ れ た デ ー タ ベ ー ス の 部 分 の 内容 を 転 送 し 、 そ れ

は.'DBCSイ ン タ フ ェ ー ス に お い て 適 当 な 処 理 が 加 え ら れ て 、DBCSに 渡 さ れ る。DBCSで は

あ た か も デ ー タ ベ ー スBが 本 ス ト系 に 存 在 す る 如 く処 理 を 行 う。

書

2.5コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク の 実 験

情 報 ネ ッ ト ワー ク ・シ ス テ ム の 有 効 性 あ る い は そ れ の 具 備 す べ き機 能 等 を 論 ず る に は 、 大 別 し て2

つ の 方 向 の ア ブ ・ 一 チ が あ り、1つ は 情 報 そ の もの の ニ ー ズ と 質 お よび 経 済 性 を加 味 し た情 報 の 流 通

あ るい は 配 布 の 手 段 等 を検 討 す る 情 報 利 用 者 の 立 場 か らの ア プ ロー チ で あ り、 も う1つ は 情 報 ネ ッ ト

ワ ー ク の フ ァ シ リテ ィ を 提 供 す る 技 術 面 を 検 討 す る立 場 か らの ア プ ロー チ で あ る 。

両 者 の 接 合 点 は 、 恐 ら く ニ ー ズ に 見 合 っ た 経 済 性 を 保 証 し得 る フ ァ シ リテ ィ あ る い は 手 段 を 求 め 、

更 に そ の 将 来 あ る べ き姿 、技 術 的 指 針 等 の 多 角 的 な 評 価 検 討 に あ る と考 え られ る 。

さて 、 以 上 の よ うな 前 提 の もと で 、 こ こ で は 後 者 の ア プ ロー チ の1つ と し て 、 実 験 的 な 汎 用 コ ン ピ

ュ ー タ ・ネ ッ ト ワー ク ・ シ ス テ ム の 試 作 を 行 な い つ つ あ る 立 場 か ら コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト ワー ク ・ シ

ス テ ムの 概 要 と情 報 ネ ッ ト ワー ク の 実 験 と して シ ス テ ムが 具 備 す べ き条 件 を 述 べ る と と もに 、 本 実 験

シ ス テ ム'JIPNETの 概 要 を紹 介 す る 。

2.3.1コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ ト ワー ク と情 報 ネ ッ ト ワ・一 ク

(1)コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ム

コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク は 複 数 の 独 立 し た コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム が 相 互 に 連 結 さ れ 、 そ の 総

合 した リ ソー ス を 自 由 に 共 用 し合 う こ と に よ り個 々 の シ ス テ ム設 備 の 重 複 を さ け 、 経 済 的 ・ かつ 、強

力 な コ ン ピ ュ ー タ ・パ ワー を 利 用 し 得 る シ ス テ ム で あ る 。:

主 な リ ソー ス と して は 高 速CPU、 大 容 量 メ モ リー 、 特 殊 入 出 力 装 置 、 各 種 の ソ フ トウ ェ ア 、 デ ー

タ ベ ー ス 等 が あ り 、 こ れ らの リ ソ ー ス を 共 用 す る と こ ろ か ら 、 リ ソー ス ・ シ ェ ア リ ン グ ・ コ ン ピュ

ー タ ・ ネ ッ ト ワー ク(Resourcesharingcomputernetwork)と い う呼 称 も存 在 す

る。

ネ ッ トワー ク の 形 態 と し て は 、 中 央 に コ ン ト ・一 ル を 集 中 し た集 中型(Centralized・ ま た は

startype)と 各 サ イ トに 同 等 の 資 格 を もた せ コ ン ト ・一 ル を 全体 に 分 散 し た 分 散 型(Distri-

butedtype)と が あ る。 信 頼 性 の 点 か らは 一 般 に 後 者 が す ぐ れ て お り ・ 分 散 し た デ ー タ ベ ー ス

の マ ネ ー ジ メ ン トを 行 な うに は 後 者 が よ り適 して い る と考 え ら れ る。
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分 散 型 ネ ッ ト ワ ー ク は 図15に 示 す よ うに3つ の 要 素 か ら成 り立 つ 。

① ホ ス ト(HOST)コ ン ピ ュー タ … … 図15のH

そ れ ぞ れ 異 っ た り ソ ー ス を持 つ 独 立 し た コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム

② ノ ー ド(NODE)… … 図15のN

各 種 の ホ ス トあ る い は 端 末(図15のT)群 を ネ ッ トワー ク に 結 び つ け る 節 と な る と こ ろ で 、 一 般

に は こ の ノ ー ドが コ ン ピ ュ ー タ機 能 を 持 って い る。 異 機 種 結 合 ネ ッ トワ ー ク で あ っ て も ノご ド ・ プ ロ

セ サ は 同 一 ハ ー ドウ ェ ア と す る の が 一般 的 で あ る。

③ 回 線

ノ ー ドと ノー ドの 間 を 結 ぶ 。 図15に 示 す よ う に ノ ー ドと 回 線 を 総 称 し て サ ブ ネ ッ ト(Subnet)

と 呼 ぶ 。

こ の よ う な ネ ッ ト ワー ク で 、 ノ ー ドに コ ン ピュ ー タ機 能 を持 た せ る理 由 は 次 の よ うな もの で あ る。

o異 機 種 ホ ス ト間 の イ ン タ フ ェ ー ス の 調 整 の し や す さ

oホ ス ト負 荷 の 軽 減

oネ ッ ト ワ ー ク拡 張 の 容 易 さ

,

▼

T
T

TT

図15分 散 型 ネ ッ トワ ー ク

ま た 、各 ホ ス トが 同 一 機 種 か ら な る ネ ッ トワ ー ク をhomogeneous、 異 機 種 か らな る ネ ッ トワー

ク をheterogetieousと 呼 び 、 メ ー カ ー の 商 用 ネ ッ ト ワー ク は 前者 の 形 を と り う る が 、 公 共 性 の

強 い ネ ッ ト ワ ー ク ・シ ス テ ム は 概 し て 後 者 の 異 機 種 ネ ッ トワ ー ク の 形 を と ら ざ る を 得 な い で あ ろ う。

一 般 に リソ ー ス シ ェ ア リ ン グ ネ ッ ト ワー ク の 効 用 と して は 次 の よ うな 事 項 が あ げ られ る 。

○ ハ ー ド ウ ェ ア ・ リ ソ ー ス の 共 用

例 え ば ア レ イ プ ロ セ ッサ や 大 容 量 メ モ リー 、 特 殊 周 辺 装 置 等 の 共 用 に ょ る 経 済 性 の 向 上 。

L)ソ フ トウ ェ ア ・ リ ソ ー スの 共 用

他 の コ ン ピ ュ ー タの 持 つ 特 殊 プ ロ グ ラ ム 、 言 語 プ ロ セ ッ サ 、 ユ ー テ ィ リテ ィ プ ロ グ ラ ム 等 の 共 用 。

○ デ ー タ ・ペ ーース の 共 用

分 散 、 集 中 い ず れ の デ ー タ ・ベ ー ス も可 能 で 広 域 情 報 サ ー ビス の 道 具 と な り得 る。
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○ 複数 シ ス テ ムへ の ア ク セスが可 能

1つ の端末 か ら複 数 シス テ ムへ 、会話 型 あ るい は リモ ー トバ ッチ型 で アク セ スが可 能 とな りユー ザ

へ の サー ビス範 囲 が拡 大 され る。

Oコ ン ピュー タ ・セ ンター の専 門化 が可能

各 セ ンターは 夫 々得意 とす る分 野 で 、 よ り高度 な ア プ リ ケー シ ョ ンに集 中で き、重 複 投 資 が回 避 で

きる。',

O互 換性 の拡 張

ハ ー ド、 ソ フ ト、 デ ー タ等 の互 換性 を拡 張す る手 段 と な り得 る。

○ 処 理負 荷 の 分担-.

あ る シス テ ムの過 多の 負 荷 を 他 の システ ムで 分担 し、全 体 と して 処理効 率 を高 め る。

○ 信頼 性 の 向 上

障 害 の あ るシス テ ムや 回線 部分 を避 け て他 の シス テ ムで カバー す る ことが で き る。

○ 拡 張 性

新 た な シス テ ム を ネ ッ トワー クに 付 加 し、全体 と して よ り大 きな 機能 に す る 事が 比 較的 容易。

・=方
、 これ らの効 用 の裏 腹 と して 、また 実 際 の インプ リメン ト上の 困 難 さ、 あ るい は結 合 した が 故の

欠 点等 と して い くつ か の問題 点 が 存 在 す る。例 えば 、

○ 結 合 に よる個 々の ホ ス ト・シス テ ムの オー バ ヘ ッ ドお よび ・一 ドの増 大 や運 用 上の 変 更 の

必要 性

○ 異 機 種 間の デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネー ジ メ ン トの効率 化 に は未解 決 な技 術的 問 題 点 がーまだ か

な り残 され て い る

○ ネ ッ トワー ク利 用 の メ リッ トを コス ト効率 の 形 で把 握 す る 事の 困 難 さ

○ ネ ッ トワー クの 建設 の 費用 お よび 回線 費用 を含 む運 用 費 を どこま で 減少 させ 得 る か

○ 特 に 高速 の ネ ッ トワー ク では 、そ れ を充 分 使い こなす だ け の ニー ズ(iteeds)が ま だ 充

分把 握さ れ て い な い

現在 、米 国 を 中心 に世 界主 要 国 の殆 ん どは 全国 規模 での ネ ッ トワー ク を建設 中で あ り、 中 で も米 国

の 国防 省 に ょるARPANETは 現在 世界 最大 規 模の 研 究 用 ネ ッ トワー クで あ り、1968年 か ら稼

動 を開 始 してい る。 ま た フ ラン スのCYCLADES、 カナダ のBNRネ ッ トワー ク 、英 国 のNPL

ネ ッ トワーク 、 ス ペ イ ンのCTNE等 、そ れぞ れ規模 は異 な るが 、い ず れ もす で に 稼動 中で あ る と伝

え られて い る。

ま た欧 米 にお け る ネ ッ トワー クは 単 に1ヵ 国 内の規 模 に と どま らずEuropeanInformati-

cNetworkや 、米 国 のARPANETやMARK皿 、TYMsHARE等 の商用Tssネ ッ ト ワ

ー クの ヨー ・ ッパへ の拡 張
、世 界 主 要 国 を結ぶ 航 空 会社 のSITAネ ッ トワー ク等汎 用 、専 門 を含 み

国 際 的な 規模 での ネ ッ トワー ク ・システ ム も数多 く建 設 され つ つ あ る。

我 が国 にお い ては 、ほ ぼ2年 後 と予 想 され る寛 々の デ ィジ タル網 の建設 と呼 応 して 大学 間 の研 究 用

ネ ッ トワー ク の構 想 、企 業 内 ネ ッ トワー クの建 設 等 がそ の緒 に つい た ばか りで あ り、世 界各 国 と比 べ
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若干 遅 れ を と ってい る とい うべ きで あろ う。

(2)情 報 ネ ッ トワー クの 実 験 と必 要な シ ス テ ムの条件 情報 ネ ッ トワー ク ・シス テ ムの実験 は 以下 の

よ うな 項 目を含 む べ きで あろ う。

①HeterogeneollsなHOST間 の 統 一 し た デー タベ ース ・マ ネ ジ メ ン ト

② 異 機 種 デー タベ ー ス間 の 互 換性 確 保 の 手 段 とその 効 率評 価。

③ ネ ッ トワー クに於 け る情 報 の秘 密 保 護。

④ 他HOSTと のCPUリ ソー ス ・シェ ア リン グ。

⑤ 異 機 種HOST間 の メモ リ ・シ ェア リング。

⑥ 特 殊 入 出 力装 置g)シ ェア.リン グ。

⑦ 異機 種 間 の ソフ トウェ アの シ ェ ア リング。

⑧ ・一 ドの シ ェア リン グ。

⑨ 大 量の デー タ伝 送お・よ び イ ン タ ラク テ ィブ ・メ ッセー ジに 対す る伝 送網 の 伝 送速 度 と効率 、

レス ポ ンス タ イム、 ス ル ープ ッ トの 評 価 。

⑩ ネ ッ トワー ク結 合 に と もな うHOSTの 負 荷お よ びオー バー ヘ ッ ド増 の評 価。

⑪ ネ ッ トワー ク ・ユー ザ の操 作 性 の評 価 。

⑫ ・ネ ッ トワー ク利用 の メ リッ トとその コス ト効率 お よび経 済性 の評 価

こ れ らの うち 、特 に① 、② の 内容 をや ふ具 体 化 して み る と、異 機 種 間 の デー タお よ び フ ァイ ルの マ

ネジ メ ン トに 於 ては先 ず 次 の よ うな 種 々の 相違 点 に対 し 、 どの様 な形 で互 換性 を保 証 し 、かつ 常識 的

な効 率 下で 処理 し得 るか を検 討、し、実験 せ ね ば な らな い。

O

O

O

O

O

コ ー ド系 、 バ イ ト、 キ ャ ラ ク ター 、 ワ ー ドお よ ひ ワ ー ド長 等 の デ ー タ の 単 位 。

言 語 に 依 存 す る 国 定 小 数 点 数 、浮 動 小 数 点 数 、 二 倍 精 度 数 、文 字 定 数 等 の 規 準 。

順 編 成 、 索 引 付 順 編 成 、 分 割 型 順 編 成 フ ァ イ ル の 形 式 。

ラ ン ダ ム ・ フ ァ イ ル の マ ッ ピ ン グ ・ ア ル ゴ リ ズ ム(mapPingalgorithm)。

10CS、 デ ー タ 管 理 等 に 基 づ く ラ ベ ル や チ ェ ッ キ ン グ機 構 等 を含 む フ ァ イ ル ・ コ ン ト ・

一ル形 式
。

O各 言語 プ ロセ ッサの イ ン プ レ メ ンテー シ ョ ンに 依存 す る フ ァイ ル形 式 お よび そ の コ ン トロ

ール 形式。

○ 各HOSTの 既存 の デ ー タベ ー ス ・マ ネ ジ メン ト・シス テ ムの機 能 。

この 様 な 具 体的項 目に 対 し 、ま ず 現状 を 前 提 と して検討 す る と 同時 にCODASYLC)デ ー タ ・ベ

ー ス標 準 化 の動 き
、 記憶機 構 、 メモ リ素子 等 の新 しい ハ ー ドウ ェアの研 究 開発 の動 向 を含 め 、 多角 的

な検 討 が必要 と され る。

前述 のよ うに 現在 世 界各 国 で 数 多 くの コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの実 現あ るい は計 画 がお こな わ

れ てい る が 、異 機 種 問の デ ー タベ ー ス ・マ ネ ジ メ/ト ある いは異 機 種 に存 在す る分 散 したデ ータ ベ ー

スの 扱 い に関 しては ま だ 多 くの 成 果 は発 表 さ れ て い ない 。

ネ ッ トワー ク上 にお・け るデ ー タベ ース ・シェ ア リングの 研究 と して はARPANETのRSEXE
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Cが 著 名 で あ り、 多 くの新 しい試 み を成 功 させた 数少 な い 例 の一 つ で あ る が 、これ は 同 ネ ッ トワー ク

内のPDP-10の グルー プの 間 で の同 機 種間 の分 散 型 デ ー タベ ー ス ・シ ェア リングで あ る。

そ の他 、関連 す る研 究 と しては 、英 国のNPLネ ッ トワー ク に於 て 、各 種 の サ ブ システ ム あ るい は

ア プ リケー ショ ン用 の フ ァ イル を セ ン トラル に集 中管 理 し 、異 な った各 種のHOSTか らア ク セ スす

るCentralfilcstoreの 実 施 、あ るいは 、ま た異 な った シス テ ム間に 開発 され た情 報検 索

シ ステ ム、例 えば 科 学技 術情 報 、医 療情 報等 を相互 に ネ ッ トワー ク結 合 し、 一 つ の端 末 か ら 、い つ れ

の情報 も検 索 し得 る とい う スエ ーデ ンの情 報 ネッ トワー ク ・シス テ ム、 あ るい はCYCLADESの

一 環 と して の デー タ ・パ ンク の ため の ロジ カル ・ネ ッ トワー ク ・マ シー ンの 研 究な どが報 告 されて い

る。

い つれ もそ れぞ れ の 立場 で実 用 的 成 果 が得 られて い る よ うで あ るが 、特 別 に漸 新 な技 術 とい う面 で

は 今 後 に期 待す べ きで あ ろ う。

一方 ネ ッ トワー ク上 の デ ー タの 秘密 保護 の 問題 は
、具 体的 に は総 合的 点 か らの負 荷分 担 の 問題 で あ

り、 ライ ンの分 離(例 え ば専用 線 の 敷設)、 ノー ドプ ロ セ ッサ の ハー ドウェ ア、 あ るい は ソ フ トウェ

ア 、特 殊 ・・一 ドウェア 、特殊 メ モ リー デ ィ バ イス、HOSTの ソ フ トウ ェア 、 ユ ー ザ シス テ ム等 の何

処 で どの よ うな 形 で秘 密 保護 機能 を分担 させ る かを 効率 、 コス ト、信 頼 性 、 使用 者 の操 作性 等の 多 角

的な 立場 か ら検討 し決定 せ ね ば な らな い 。

ネ ッ トワー クに お け る秘 密 保 護 の技 術 は 、従 来 デ ィ レク ト リ、 パ ス ワー ド等の ソフ トラニ ア技 術 に

よ って 専 らサ ポー トされ て 来 た。 人 間 の 作 った鍵 は 所詮 万能 では な く、 そ の気 にな れば 人 間 の手 であ

け得 る とい う事や 、鍵 の 構 造 を 複雑 化 す る と全体 的 な効 率 を大 き く阻 害 す る とい う点な ど、 不備 な要

素 を多 々抱 え な が ら も、幸 い に して我 が 国の従 来 の利 用 分野 の大 半 で は 、 さほ ど深 刻な 事態 を 引 き起

す こ と もな くど うや ら経 過 して 来 た。 しか し今 後 は 事 態が急 激 に 変化 して 来 るで あ ろ う。

そ もそ もネ ッ トワー クの主 目標 は 、 デー タの共用 に よる ゴー テ ィ リゼー シ ョン と経 済性 の 向上 に あ

るわけ だ が 、そ の共用 性 と 、秘 密 保 護 の立場 か らの排 他性 とは 、全 く相反 す る矛 盾 し た要 求で あ る 、

この 両 者 を共 に 包含 して ゆ かね ば な ら ぬと こ ろ に難 し さが あ り、 この解 決に は 、 当 初は 、 あ る程 度 の

経 済 性 を犠 牲に せ ざ るを 得 な い で あろ う。

次 に これ らの 実 験 をお こ な う ネ ッ トワー クの モデ ル ・システ ムの 必要 な規 模 や条 件 に つ き考 えて み

よ う。"

分 散 型 コ ン ピュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク の 基 本 パ ター ン は 、次 の よ う な 要 素 が 相 互 に 結 合 さ れ た もの と

考 え る ぺ きで あ ろ う。

oGS-=・HOST

O複 合HOST

O端 末 群

○ ロ ー カル ・ ネ ッ ト ワー ク

け
具 体的 な 形態 の 例 を 図16に 示 す。HOSTの 種 類 は な るべ く多 くの機 種 を含 み 、 最 低4NODE

以 上 で構 成 され る こ とが 望ま しい 。 フ ランスのCYCLADESは 実 用規 模 の実 験 をお こな うと い う
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図16ネ ッ ト ワー ク 構 成 の 例
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建 て前 で 、 ほぼ ネー シ ョン ワ イ ドの規 模 での実 験 システ ムを 形成 してい る が 、経済 事情 さ え許 せ ば 広

域 実験 は よ り望 ま しい と言 え る。

サ ブネ ッ トの 機能 は 少 な くと も48KBPS以 上 の 回線 速度 を持 ち、任 意 の メッ セー ジ表 の伝 送 を

行 うこ とが可 能 で 、大量 の デ ー タ伝 送 に 対 し て も イン タ ラクテ ィブな シ ョー ト ・メッ セー ジの伝 送 に

対 して も充分 対処 し得 る 高い効 率 性 と信 頼性 を もつ もの で あれ ば 、そ の交換 方 式(例 えば 蓄 積 交換 、

回線 交換 等)や 、 ノー ドプロ セ ッサの ハー ドソ フ トの分 担 等 は 、問 わ ない が 、ユ ー ザ ・イ ンタ フ ェー

ス(HOSTと の イ ンタ フェー ス)の 簡 潔 さとそ の経 済 性 とが 望ま れ る。

なお 、 次第 に情 報 処 理開 発 セ ンター で 開 発 中の汎 用 コン ピ ュ三 夕 ・ネ ッ トワー ク ・システ ムJIP

NETに つ き紹 介す る。

こ の シス テ ムは小 規模 では あるが 、今 日の リソー ス ・シェア リング ・コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク

システ ムの 持 ち 得 る殆 ん どの 機能 を具 体 的な イ ンプ リメ ン トに よ り実験 す る 事 を 目的 と してい る が 、

そ の 中 で も情報 ネ ッ トワーーク ・シス テ ムの技 術 的 基礎 実験 と し.ての要 素 は強 い。 しか し 、そ の点 の み

に 焦点 を あて て み るな らば、 現 在実験 用 フ ァシ リテ ィと して 利 用 し得 る ネ ッ トワー クは 皆 無で あ る た

め 、 モ デ ル とは い え 、伝 送 網 に相 当 す る部分 か ら、 開発 せ ね ばな らず 、か な りの遠 回 りを 余儀 な くさ

れ てい る と言 うこ と もで きる。

2.3.2JIPNETに よ る『実験

JIPNET(JIPDEC1ntegratedProjectNETWork)はJIPDECで

開発 中の 異 機種 結合 、分 教 型 コ ン ビュー・タ ・ネッ トワーク で あ る。

第1ス テ ッ プ と して イ ンハ ウスの3台 の 国 産 コ ン ピュー タ、ACOS77、NEAC700、FACOM

23075、 お よびHITAC8450と 、数 台 の端 末 が 、3台 の ノー ドプ ロセ ッサ と48KBDS

通 信 回線 を 介 して 結 合 されてい る。

この ブ ・ジ ェ ク トは1973年 に 開始 さ れ 、4、5年 間の 開 発お よび 内 部での 試 行 期 間 を経 て 、将

来 は 外部 へ の拡 張 も考 慮 して い る。

(1)JIPNETの 目的

JIPNETは 実用 と 実験 の 両 目的 を持 った もの であ る。

先 づ 実 用 の 目的 と して は

① 現在 、設 置 されてい る異 な った機 種 間 の ハー ドウェ ア、 ソフ トウ ェア 、 デー タ7ァ イル等 の

制 約 をと り除 き総 合 した リソー スを 利用 す る。

② プ ログ ラ ムや デ ー タ フ ァ イルの 互換 性 を標 準化 とは 異な る ア ブ ・一 チ に よ り確 保 す る。

③ 漢 字 入 出 力 、 ブ ・ ツタ 、固 形 処理 装置 、 マー ク シー ト ・リー ダー 等の 特 殊 周 辺装置 を 、 どの

CPUか ら も共 用す る。

④1つ の 端末 か ら複 数のTSSに ア クセ スす る。

⑤ 機 種 に よ る ・一 ドの ア ンバ ラ ンスを な くし平 均 化 す る。

⑥ コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク ・シス テ ムの 効率 評価 の デ ー タ を収集 す る○

等 が あ る。一 方 実 験 的 目的 と して は

一67一



① 個 々 の シス テ ム の 結 合 し た が 故 の 負 荷 や オ ー バ ヘ ッ ドの 増 大 度 、 あ る い は 運 用 上 の 変 更 の 必

要 度 等 を検 討 す る 。

② 実 用 上 、 ユ ー ザ レ ベ ル の ブ ・ ト コル と し て ど の 様 な もの が 必 要 で あ る か 。 ま た そ れ らの 処 理

が 異 な る機 種 間 で ど の 程 度 効 率 よ くお こ な わ れ る か 。

③ ネ ッ ト ワー ク 利 用 の メ リ ッ トを コ ス ト効 率 と い う観 点 か ら定 量 的 に と らえ る。

④ 異 機 種 間 の 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス が 常 識 的 な効 率 下 に 於 い て マ ネ ー ジで き る方 式お よ び 限 界

を 研 究 す る 。

⑤ 異 機 種 間 の オ ー トマ テ ィ ッ クな ハ ー ドお よ び ソ フ トの シ ェ ア リ ン グの 方 法 お よ び 有 効 性 を 検

討 す る。

(2)JIPNETの 構 成

JIPNETは3台 の 代 表 的 な 国 産 の 中 、大 型 コ ン ピ ュ ー タ 、NEAC、FACOM、HITAC

をHOSTコ ン ピ ュー タ を し 、3台 の ノ ー ド ・ プ ロ セ ッ サ 、NEAC3200/50を 介 して 図17

に 示 す 結 合 形 態 に ょ り ネ ッ ト ワー ク の モ デ ル を 形 成 し て い る 。

各HOSTと ノ ー ド ・ プ ロ セ ッ サ 間 は セ レ ク タ ー ・チ ャ ン ネ ル に よ る 直 結 と し、 イ ン タ ・

フ ェ ー ス ・ ア ダ プ タ を 介 して キ ャ ラ ク タ ー 単 位 の8ピ ッ トの パ ラ レ ル 伝 送 を半 二 重 に よ り行 な って い

る。

ノー ド.プ ロ セ ッサ と してNE・AC3200/50(DDP516)を 選 ん だ 理 由 は 、 結 合 時 点

(1973年)に 国 内 で48KBPSの 通 信 回 線 を サ ポ ー トし 得 る 機 種 は こ れ 以 外 に な か っ た か ら で

あ る。

結 合 に あ た っ て 、 次 の よ うな 点 に 留 意 し た 。

① シ ス テ ム構 成 は サ プ ネ ッ トの コ ン ト ・ 一 ル ・ ノ ー ド ・ ブ ・ セ ッ サ に 直 接 結 合 され た 端 末 か ら

の ネ ッ ト ワ ー ク ・ リ ソー ス の 利 用 、 ま た は ネ ッ ト ワー ク の 効 率 測 定 等 を 含 む コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ

ー ク の 基 本 機 能 の 殆 ん ど す べ て が 実 験 し う る も'ので あ る こ と 。

② コ ン ビ ・・一 夕 ・ コ ン プ レ ッ ク ス ↓ シ ス テ ムの 一 種 と して 、JIPDECで 実 施 す る 他 の 研 究 、

開 発 に も適 し た 構 成 で あ る こ と。

③ 将 来 、 容 易 に 他 の コ ン ビ 。一 夕 ・ ネ ッ トワー ク ま た は シ ス テ ム に 結 合 で きる よ う に オー プン・

エ ン デ ィ ドで あ る こ と 。

④ 情 報 ネ ッ ト ワー ク ・ シ ス テ ムの モ デ ル と し て 、 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス

テ ム の 実 験 が 可 能 で あ る こ と 。

⑤ こ れ ま で6HOSTで 実 行 さ れ て きた す べ て の プ ・ グ ラ ムが 何 等 修 正 な し に 引 き続 き稼 動 可

能 で あ る こ と 。

(3)JIPNETの 機 能

JlPNETは 次 の 諸 機 能 を 持 つ 。

① 他HOSTに ブ ・ セ ス(HOSTに お け る 処 理 の 単 位)を 発 生 さ せ 、 プ ・ セ ス 間 通 信 に よ り

処 理 依 頼 す る 。 入 力 デ ー タ ・ フ ァ イ ル ・ プ ロ グ ラ ム 、 フ ァ イ ル等 の 所 在 は 問 わ な い 。
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② 各HOSTのTSS端 末 あ る い は リモ ー ト ・パ ッ チ ・ス テ ー シ 。 ン か ら他HOSTのTSS

処 理 あ る い は リ モ ー ト ・パ ッ チ 処 理 が 使 用 で き る。

③ 漢 字IO、 ブ ・ ッ タ ー 、 マ ー ク ・ シ ー ト ・ リー ダ ー 等 の 特 殊10を す べ て のHOSTで 共 用

す る こ と が で き る。

④ ノ ー ドに 直 接 連 結 さ れ た 会 話 型 端 末 、 あ るい は リモ ー ト ・パ ッ チ 端 末 よ り 、任 意 のHOST

のTSSあ る い は リモ ー ト ・パ ッチ 処 理 が 使 用 で き る 。

⑤CooperatedJobProcessin9(CJP)

ネ ッ ト ワ ー ク 内 のHOST・ コ ン ピ ュー タ 群 を一 種 の コ ン ピ ュ ー タ ・ コ ン プ レ ック ス を し て 考 え 、

複 数HOSTに わ た る い くつ か の 作 業 を 平 行 的 に 処 理 し 、1つ の 作 業 を 複 数HOSTの 分 業 に よ り行

な う。

⑥ ・AutomaticJobDispatchin9(AJD)

AJDは ネ ッ ト ワー ク ・ ジ ョ ブ に 対 す る 自動 的 なHOST選 択 機 能 て あ り、HOSTを 指 定 して い

な い ジ ョ ブに 対 し 、 各HOSTの 機 能 、負 荷 な ど を 考 慮 し 、 最 適 のHOSTを 割 り当 て る。 特 に ノ ー

ドに 直 接 連 結 さ れ た 端 末 か ら の ジ ョ ブ に 対 し て 、 利 用 者 にHOSTマ シ ー ン を意 識 さ せ な い て も済 む

利 点 が あ る。

⑦DistrihutedDataBaseAecessing(1)DBA)

各HOSTに 分 散 し た デ ー タ ・ベ ー ス に 自 由 に ア ク セ ス で き る機 能 で あ る。 異 機 種HOST内 の 種

々 の 構 造 の デ ー タ ・ベ ー スの 処 理 お よ び 互 換 性 を 可 能 と す る 。

(4)プ ロ ト コル

JlPNETに お け る プ ロ ト コル の 階 層 は 次 の よ うな もの で あ る。

①NODE-NODEプ ロ トコ ル

パ ケ ッ トの 送 信お よ び 受 信 、 確 認 の 手 続 き 、 エ ラ ー検 出 と 回 復 、 パ ケ ッ ト ・フ ォー マ ッ ト等 、 相 隣

す る2つ の ノ 一一ド間 の プ ロ ト コ ル。

② 発 信 地NODE－ 目的 地NODEプ ロ トコ ル

フ ・一 ・ コ ン ト ロ ー ル 、 シ ー ク
、エ ン ス コ ン ト ロー ル 、 メ ッ セ ー ジ伝 送 に と もな う エ ラー 検 出 と 回 復

等 、 発 信 地 ノ ー ドと 目 的 地 ソ ー ド間 の プ ロ ト コル 。

③HOST-NODEプ ロ ト コル

HOSTと ノ ーー ド間 の メ ッ セ ー ジ の 形 式 や 転 送 の コ ン ト ・一 ル 、 相 互 の 障 害 管 理 等 の プ ・ トコ ル で

主 と し てHOSTと ノ ー ド間 の ア ダ プ タ ー に 対 す る コ マ ン ドの 形 で 規 定 さ れ る 。

④HOST-HOSTプ ロ ト コ ル

HOST間 の コ ネ ク シ ョ ン の 確 立 、 コ ネ ク シ ョ ン を通 して の デ ー タ の 送 受 、他HOSTの プ ロ セ ス

の 起 動 と プ ロ セ ス 間 の 情 報 伝 達 、 フ ・ 一 制 御 等HOST同 志 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 す る ブ ・ トコ

ノレO

⑤ 高位 プ ・ ト コ ル

機 能 レ ベ ル の ユ ー ザ ・ プ ロ ト コル で あ り 、 ネ ッ ト ワー ク 内 のTSSノ リ モ ー ト ・パ ッ チ 処 理 等 を ユ
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一 ザが 使 用 す る場 合 の コマ ン ドを 始 め 、 フ ァ イ ル転 送 、図形 処理 、特 殊IOの 使用 等 、 ネ ッ トワー ク

の す べ て の 機能 を操 作性 高 くユー ザが使 用 す る こ とを可能 とす る プ ロ トコ ルで あ る。

これ らの プ ・ トコルは① を 最低 レペ ノしと し、① か ら⑤ に順 次 階層 関 係 を持 つ 。

(5)コ ン トロー ル ・ソ フ トウ ェア

JIPNETの コ ン トロー)レ・ ソフ トウ ェアは ノー ド・プ ロセ ッサ 内の サ ブ ネッ ト ・コン トロール・

プ ロ グ ラム(SCP)と 各HOST内 の ネ ッ トワー ク ・コン トロー ル ・プ ロ『グ ラム(NCP)と に 分

け られ る。

ネ:ソト ワー ク の総 合的 な 信頼 性 と効率 の確 保 、HOSTの ロー ドの 軽 減お よび ネ ッ'Fワrク の拡 張

性等 の 観点 か ら両 者 の機 能 分担 の 基本 線 は 、各HOSTに 依存 す る 部分 は で きる限 りNCPで 吸収 し、

SCPはHOST独 立な 共通 の もの と し、伝 送 係 の 信 頼性 の確 保お よ びデ ー タの 高速 伝 送 にか か わ る

一 切 の 処 理 はSCPの 分 担 と して い る
。

以 下 に 両 者 の機 能 を簡単 に説 明 す る。

① サ ブ ネ ッ ト ・コ ン トロー ル ・ プログ ラム(SCP)

サ ブ ネ ッ ト ・コン トロー ルの 設 計 を行 な うに 際 して 、次 の よ うな点 に 留 意 した。

o信 頼 性 の面 か らノー ドとHOSTは 互 に 依存 関 係 がな い こと。 即 ち両 者 の 間 で互 い に他 の

障 害 に影 響さ れぬ こ と。

○ 同 様 に ノー ド相互 間に も依存 関 係が な い こ と。 例 えば 、隣 接 ノー ドの 障 害 を検知 した ら、

そ れ を切 り離 した 形で 可能 な限 りサ ブ ネ ッ トの 運転 は 続け る。

O高 率 の立場 か らネ ッ トワー ク を通 して の会 話型 処理 に 於け る レス ポンス ・タイム は2sec

以 下 に お さえ!ロ ー カル ネ ッ トワー ク とサ ブ ネ ッ トで 夫 々1sec以 下)『、 一方 大 量 の フ ァイ

ル 転 送 に対 しては 充分 な ス ル ー プ ッ トが 得 られ る こ と。

○ 拡張 性 の立 場 か ら、 ネ ッ トワー ク の拡 張や 、 トポ ・ジの変 化に 対 して影 響を 受 け ぬ ソ フ ト

ウ ェアで あ る こ と。

SCPの 主 な 機 能 は 次の よ うな もの で あ る。

D蓄 積交 換

発 信HOSTか らの メ ッセー ジは 発 信地 ノー ドで パ ケ ッ ト化 され 、各 パ ケ ッ トは 任 意 の 経路 を経 て

目的 地 ノー ドに 到着 し、 ここ で再 び メ ッセー ジに リァ セ ン ブル(reassenble)さ れ受 信 計OST

に送 られ る。 受 信 の 確認 と して 隣 接 ノー ド間 ではACKが 返 され 、両HOST間 ではRECEIVE

が返 送 され る。ACKあ るい はRECEVEの 返 信に よ り、各 ノー ドあ るい は発 信HOSTに 保 管 さ

れ てい た コ ピーは棄 却 され る。 逆 に これ らの 返 送 が遅 れ た場 合 、原 則 と して タイマー の 管理 に ょ り再

伝送 が 行な わ れ る。

隣 接 ノー ド間 は論理 的 な4つ の チャ ネ ルに 分け られ 、1つ の パ ケ ッ トは1つ の チ ャ ネ ルを使 って 伝

送 され る。 この チ ャ ネル数 は国 内 で考 え得 る最長 ノー ド間 の 距離(例 え ば 東京 一札幌 間約800knt)

と48KBPSの 転 送 速度 に基 づ き定 め られ て い る。 これ に と もないACKの 返 送 は原 則 と して4パ

ケ ッ ト分 が 逆方 向の パ ケ 元 トに 便乗 して返 送 され る。 パ ケ ッ ト形 式 は 、HDLCの 規 定 に 準 じて い る。
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[i)ル ー チ ン グ

ルー チ ン グ ・ア ル ゴ リズ ム を定 め るに際 して 、次 の よ うな 点に 留意 した。

O伝 送 遅延 の 最 小 化

○ ネ ッ トワー ク の拡 張 や トポ ・ ジの 変 化 に追 従 し得 る アル ゴ リズ ムで あ る こと。 これ に

は ネ ッ トワ ークの 一 部 の 障害 に よ る一 時 的 な トポ ロ ジの 変 化 も含 む。

o

○

○

o

トラ フ ィ ッ ク の 変 動 に よ く 適 応 で き る こ と。

ノー ドの 処理 負 担 が 軽 く、 旦 つ パ ケ ッ トコ ピー の 保 存 が 少 な くて す む こ と 。

ル ー チ ン グ 情 報 の ト ラ フ ィ ッ ク オ ー バ ー ヘ ッ ドが 少 な い こ と。 .

ル ー トの 平 均 的 利 用 が 行 わ れ る こ と。

以 上 の 条 件 で 、基 本 的 に は 適 応 ル ー テ ィ ン グ を 採 用 す る こ ・と に し た が 、 ト ラフ イ ン ク ・オ ー バ ヘ ッ

ドを 避 け 得 る 固 定 ル ー テ ィ ン グ の ン リ ッ ト も捨 て 切 れ ず 、 両 者 の 折 衷 的 手 法 と してShortesoQu-

elle+Bias(SQ+B)ル ー テ ィ ン グ に 於 い て 、 サ ブ ネ ッ ト内 の 回 線 や ノ ー ドのup/downに と も・

な う 重 大 な 変 化 の 際 に の み パ イ ァ ス テ ー ブ ルを 更 新 す る方 法 を 採 用 す る こ と と し た 。

iii)フ ロ ー ・ コ ン ト ロ ー ル

発 信 地 ノ ー ドと 目的 地 ノ ー ドの 間 に パ イ プ と呼 ぶ 論 理 的 な パ ス を 考 え 、 そ の バ イ ブ の 容 量 を 制 限 す

る 事 に よ=、 て フ ・ 一 制 御 を 行 な っ て い る。 ノ ー ド数nの ネ ッ ト ワ ー ク で は す べ て の パ イ プ の 本 数 は

2(n-1)本 で あ る。 シ ン グ ル ・パ ケ ッ ト ・ メ ッ セ ー ジ(144bytes以 下)の た め のS-pipe

と マ 、レチ.パ ケ 。 ト.メ 。 セ ー ジ(1152byt。 ・以 下)の た め 四 －pip・ と を設 け ・ 別 々 暗

躍 す る こ と に よ っ て 、 短 か い メ ッ セ ー ジ の 伝 送 に 長 い メ ッ セ ー ジの 伝 送 に 要 す る オ ー バ ヘ ッ ドの 影 響

を与 え な い 配 慮 を して い る 。 現 在S-piPcの 容 量 は4、L-pipeの 容 量 は1と し て い る。

な お 、 マ ル チ ・パ ケ ッ ト ・ メ ッ セ ー ジは 目的 地 ノ ー ド内 に そ の リァ セ ン プ ル 用 の バ ッ フ ァ ェ リ ァの

リ ザ_ブ が 行 な わ れ た とい う確 認 を 得 て 始 め て 発 信HOSTか ら発 信 地 ノ ー ドに 送 り 出 さ れ る 。

iv)シ ー ク エ ン シ ン グ

各 メ 。 セ_ジ に は 。か ら255の 番 号 が ラ ウ ン デ 、 〃 聞 け られ て 劫 ・ こ の 鶴 に よ っ て)lfi序

づ け が 行 な わ れ る 。2つ のHOST間 の コ ネ ク シ ョ ン に 於 て 、1つ の コ ネ ク シ ョ ンに 対 してS-pipe

が レpip。 か ど ち ・・か 一 方 の ・・砂 の み が 対 応 す る た め ・ シ ー ク エ ン シ ・ グ に 於 い て も両 パ イ プは

夫 々 別 々に 管 理 さ れ て い る。

疏 の 各 パ イ プの容 量 は シー ク エ ・シ ・グの た めの パ ッ プ ・一 ・ リアと して 照 し得 る記 憶容 量

の 条件 に よ り束縛 されて い る。

aた 、 シーーク エ〃 〃 の機 能 を利 用 して 、 メ 。セー ジの縦 樋 複 の 発見 ・あるいはRECEIVE

の 消滅 等 の エ ラー検 出 も行な って い る。

V)ロ ック:ア ップ対 策

JIPNETで は 次 の4種 類 の ロ ○ク ・ア ッ プを想 定 し、対 策 を考 慮 した。

oStore&fowardlockup

OReassemblelock1]p
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oSequencinglockup

OHOST/NODElockup

これ らはNODE内 の バ ッフ ァ管理 あ るい は転 送 の優 先権 の設 定等 に よ って 防御 す る手段 を講 じた。

vD障 害 対 策

サ ブ ネッ トの障 害 対 策 に 対す る基本 的態 度 は 次 の よ うな もの で あ る。

〇 一部 の 構 成 要素 が 障害 に よ って失 われ た場 合 も、 それ を除 い た 環 境 下 で 可能 な 限 り運

転 を続 行 す る。

o障 害 の 発生 お よび その 回復 の 段階 に於 い て サ ブネ ッ トの運 転が 一 時 的 に しろ 中断 され

て は な らない。 .

○ 障 害 回復 は 自動 的 に行 わ れ る こと が望 ま しい。

サ ブネ『ッ トに おけ る主 な 障害 は ノ ー ド障害 、回線 障 害 、 デ ィス コネ ク シ ョン等 で あ り、 ノー ド障 害

は その 回 りのす べて の 回線 障害 とみ な して 処 理 す る。

ま た 、デ ィス コネ ク シ ョンの発 見 は各 ノー ドが ネ ッ トワー クの コ ネク シ ョン行列 を持 って お り、何

等 か の障害 に と もな い行 列 の 更新 が行 な われ 、 グ ラフ理 論 の 利用 に よる行列 演 算 に よって 各 ノー ドで

他 ノー ドとの デ ィス コネク シ ョン状 態 を検 出す る。

②Networkcontrolprogram(NCP)

NCPはHOST-HOSTプ ロ トコルに 基 づ くHOST間 コ ミュ=ケ ー シ ョン、 フ ロー コン トロ

ール 、 高位 プ ・ トコル処 理 等 が主 な機 能 で あ る。

i)HOST間 コ ミュニ ケー シ ョン

HOST間 コ ミュ ニ ケー シ ョンは 各HOST内 の ブT」セス間 コ ミュニ ケー シ ョ ンの 形 で実 現 され ・

プ ロセス の発生 、 消滅 、 プ ロセス間 の コネ ク シ ョンの確立 、そ の ク ロー ズ ・コ ネク ショ ンの 切 り換 え 、

コネ ク シ ョ ンを通 した デ ー タ転 送 の 制 御等 が行 な わ れ る。

プ ・セス 間 、 コミュニケーションは 、 図19に 示 す よ うに各 プ ロセス 固有 のPort-id(Portは そ

のプ ロ セスの 入 出 力 に 関す る情 報 の 記述 で ある)の ペア(pair)に 対 して確 立 され る。

JIPNETtr(i5・ け る連結 は一 方 向 のデ ー タ流 に 対 して 一本 の コ ネク シ 。 ンを 対応 させ てい る。 現

在一 時 点 にお け るlHOSTの コ ネク シ ョ ンの最 大 数 は24な い し36で あ る。

各HOST内 .VC於け るNCPと プ ロ セス間 に は表6に 示 す サー ビス ・コマ ン ドが設 け られてい る。

ii)フ ロー ・コ ン トロー ル

各HOST内 のバ ッ フ ァ領 域 の 管 理 に ょ り制 御 され る。

1つ の コネ ク シ ョンに 対 して 最 低1個 の 基底 バ ッ ファを 割当 て 、 それ 以 上 の バ ッフ ァは バ ッフ ァ ・

プー ルの考 え に基 づ き必 要 な都 度 要 求 され 、使 用後 は プー ルに返 却 され る 。

コ ネ ク ショ ンの 増 加 やHOST内 の処理 の遅 滞 に よ り、 バ ッフ ァを 多 く占有 してい る コネ クシ ョン

に対 して 、発 信HOSTへ の一 時 的 な デー タ送 出停止 の要 求 、そ の 再 開の 制 御 等 を行 な う と同 時 に 、

会話 型処理 、 リモ ー ト ・パ ッチ処 理 等 の 処理 形 態 に よ りやs異 な る バ ッフ ァ管理 を 行な ってい る。

iiD高 位 プ ロ ト コル の 処理
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C《)mmand Funct'ion

OPEN コネ ク シ ョンの確 立 を要 求す る。

'

CLOSE コ ネ ク シ ョ ン の 閉 鎖

READ コ ネ ク シ ョ ン を 通 じ て デ ー タ をreadす る 。

WRITE コ ネ ク シ ョ ン を 通 じ て デ ー タ をwriteす る 。

LISTEN コ ネ ク シ ョ ン の 要 求 を持 つ 。

POST イベ ン ト情 報 を通知 す る。

WAIT コ マ ン ドの 終 了 を 待 つ 。

'

●

表6サ ー ビ ス ・'コマ ン ド

高 位 ブ ・ ト コ ル は 今 後 の 種 々の 要 求 に 対 処 し 得 る よ う拡 張 性 を 重 視 し て お り 、原 則 的 に 各HOST

に お け る ユ ー テ ィ リ テ ィ プ ロ セ ス の 形 で サ ポ ー トさ れ る 。

基 本 的 な一プ ロ トコ ル と し てDemandServiceProtocol(DSP-conversationa1-

prot,ocol)、Reniotebat,chprotocol(RBP)、F▲leTrallsferProtocol

(FTP)等 が ま ず サ ポー トさ れ て い る。DSP処 理 の 概 念 図 を 図18に 示 す 。

NCP

HOSTA

:]ネ ク シ ョ ン

HOSTB

会話 型処 理
フ セ ス

会 話 型 モ ニ タ

末

仮 想 端 末

フ セ ス

会 話 型 モ ニ タ

フ

φ

,

:

図18DSP概 念 図
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HOSTA HOSTB

n

図19プ ロセ ス間 コ ネ ク シ ョン

,

1975年1月 現 在 、JIPNETは サ ブ ネ ッ トのSCPとFACOM、HITACの 両HOST

のNCPお よびDSP、RBP、FTPの 基本 的 部分 の イン プ リメ ン トがほ ぼ 完 了 し 、ノ ー ドに 直結

され た端 末 か らHOSTのTSS使 用 も可能 とな っ てい る。 今後 、 これ らの評 価kよ び修 正 を 行 な う

と と もに 、CJP、AJD、DDBA等 高 度な 利 用 法 に 対す る検 討 お よび 処理 機能 を加 えて ゆ きた い 。

8

9
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5コ ン ピ ュ ー タ ・・ネ ッ ト ワ ー ク の 実 際

5.1国 際的 ネ ッ トワー クの 現状 とその展 望

わ が 国に お い て も代表 的企 業 は 、 いず れ もそ の 活 動 が国際 化 してお り、 他国 での 活動 で の 情報 の 流

通 とそ の 処 理 な くしては、 もは や企 業 競 争上 で優 位 を た もてな くな って い る。

ま た、 民 間 の み でな くて 官 庁 間 にお い て も国際 間 の情 報処 理 に コ ン ピュー タネ ッ トを必 要 とす る段

階 に 今 日す で に来 てい る もの と されて い る。

と ころ が、 今 日国 際 間 で コン ピ ュータ間 を リンク し たネ ッ トワーク が実 用化 され て い る例 はほ とん

どない とい ったの が現 状 で ある。

わ が 国の 企 業 の な かに は 、 日本 の 国内に は 勿論 コ ン ピュー タ ・セ ンター を持 ち、大 型電 算機 を利 用

した オ ン ラ イン処 理 が実施 され、 さ らにそ の 海外 営 業 所 、 例 えば ア メ リカ、 ヨー ・ ッパ等 に も海外 活

動 の ため に計 算 セン ター を持 ち、 コン ピ ュータを設 置 して い る ケー スが あ る。 しか しな が ら、 これ ら

日本 国 内 の セ ンタ ー と海外 セ ン ター が リンク され 、運 用 され てい る ケー ス は今 日ま だ報告 され て いな

L(o

これ は わ が 国 のみ な らず、 ア メ リカの本 社 と ヨー ロ ッパの 営 業 所間 で コン ピュータネ ッ トが は られ て

い る欧 米 の企 業 も今 日の と ころ、 特 別 な用途 例 え ば メ セ ッー ジの蓄 積 交換 とい った もの 以 外 ほ と ん ど

み あ た らない 。

コ ンピュータ ・ネッ トワ ー ク 特 に コン ビ。一 夕同 志 の リンクの 例 が国 際 的 に まだ 例 をみ な い の には 、

い くっ かの 理 由 が あげ られ るが 、 デ 一 夕通 信 回線1つ を と って も内陸 と国 際間 は、 そ れ ぞ れ の国 にお

いて 通 信業 者 が ことな り、 二 国間 をみたyけ で も少 くと も4つ の通 信業者 の回 線 問題 を解 決 しな けれ

ば な らない 、 とい った国 内 で は想像 し得 な い 問題が あ る。

し かし な が ら、 今 日の情 報 化 社 会 にお い て は 、企 業 に と って も或は 官庁 間 に して も、 社 会活 動 、経

済活動 が 一・国 内 で完 結 しな い で、 すべ て グ ローバ ル にお た がい が作 用 し合 って い る。 ζσ)こと か ら、

情 報 の 流通 に つい て は従 来 み られ な か ったほ ど、そ の 処理 が迅 速 に行 な われ ねば な らな い。 この解 決

には 、 国 際 間の コン ピュータ ・ネッ トワ ーク が大 い に貢 献 す る こと は容 易 に想像 で き る もの で あ る。

前 述 の ご と く、 国 際 コ ン ピ ュー タ、 ネ ッ トワー ク がい ま だ充 分活 動 して いない 今 日、コンピュータ'

ネ ッ トワーク の定 義 に完 全に沿 った システ ムで あ るか ど うか問題 は あ るか も しれ な いが、 と もか くも

全世 界16ケ 国 主要400都 市 の いず れ の地 点 か らで も コン ピ ュータ パ ワーを 利用 出 来 る 商 用TSS

助GEMARK脚 の 国 際 ネ ッ トワーク の現 状 と問 題点 をさ ぐる こと に よ り、 国際 ネ ッ トワーク の 実状

をみ てみ たい 。

GEは1967年 に ロー カ ル セ ン ター的 な 商 用TSSを スタ ー トした。 当時 このTSSは 、 中型 機

が使 用 されて い た ポー ト数 も37～8位 で、 端 末 機 も150台 が最 大使 用 数 で あ った。 勿論 ア プ リケ

ー シ ョ ン も技 術 計 算 が殆 ん ど あ った
。

しか し、 このTSSの 考 え方 、 コン ピュー タ パ ワー を容 易 に利 用 可能 出来 る こと 自体、 爆 発 的 ブー

ムを呼 び、 数 年 後GEだ け で も1'7の セ ンタ ー が 出来 た。 ま た当時GEは600シ リー ズ と呼 ぶ大 型
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電算機 を製 造 してい たの で、 先 の17セ ンタ ーを7つ の セ ンタ ーは 集約 し、 機 種 も この635に 置 換

えた。

そ の 当時 、 この サ ー ビス をMARR皿 と よん で いた。

一 方
、 ア メ リカの 企 業 は 、工 場、 倉庫 、 営 業所 が全 国 に分 散 してい る ケ ース が ほ と ん ど ある 、 い か

に、 個 々の事 業 所 内の 情 報 処理 が うま くい って も、 総 合的 に情 報 集 約処 理 が 行 な わ れね ば、 そ の効 果

が あ が らな い もので 、 イン フ ォ メー シ ョン、 ロヂ エス テ ィクを うま くす るた め には 、 情報 ネ ッ トワ ー

クを形 成 す る必要 が さけ ば れ た。GEのMARKllの 利用者 例 え 彼等 が技 術 者 で あ って も、企 業 内 で

技術 情報 の 集中 化或 は技術 計 算 プ ロ グ ラムの 集 中蓄 積等 が 生 産性 を た かめ る ため に必 須 の 条件 とな っ

.た。

GEで は この た め7セ ンタ ー を さ らに4セ ンタ ーに ま とめ、 そ れ ぞ れの セ ンタ ーに大 きな フ ァ イル

を置 く こと を実施 し た。 そ れ だけ で な く、 それ ぞれの セ ンタ ーを結 ぶ ため の 即 ち コン ピュータ ・ネ ッ ト

ワー クの ため の技 術 開 発 を進 め る ことに な った。

しか しな が ら、 一 方で は 地理 的 に分 散 して いる セ ン ターを それ ぞれ リン ク し運 用 す る ため の あ らゆ

る経済 性 と、4セ ンタ ーを1っ の セ ンタ ー に集 約 す る こ との運 用 の ため の経 済 比 較検 討 が進 め られ、

あ らゆ る角 度 か ら研 究 結果 、1970年 遂 に1つ の スパー センタ ー を オ ハ イオ州 の ク リー ブ ラン ドに

建 設 した。 御 存 じの 通 り、 アメ リカに は 太西 洋 側 と太平 洋側 に3時 間 の時差 が存 在 してい る。

この ため放 送 等 では 、 録音、 録 画技 術 が 発達 し た。 この ため 、放 送 局 の運 用 が うま くい って い る。

少 し条件 は違 うが、 時差 の あ る地 域 の コ ン ビ・一 夕 ・セン タ ーの運 用 は 案外 日本で は想 像 しがたい

問題 が存 在 してい る。

大陸 の4ケ 所 に分 散 し た セン ター が結 ばれ た と き、全 システ ム を 各地 の 勤務 時 間す べ て に運 用 す る

とすれ ば 、 そ れぞ れ セ ンタ ーの 運用 時 間 は 相当 長 時 間に な る。 も し ど こか1ケ 所 にす べ て コ ン ビ ・一一ー

タが集 中 化 されれば、 時差 が あ る ため に かえ って コ ン ピュー タ ・ロー ドが 平 均化 され ると い っ た メ リ

ッ トが 出て くる。 これ 等 の メ リ ッ トは全 米 を通 信回 線 で集 中的 に結 ぶ 経 費 に較 べ て も、 さ らに上 廻 る

ほ どの もの で あ る。

GEが 商用TSSの セ ン ターを 一 ケ所 に集 約 し、 ここに従 来 各 セ ンタ ー で使用 して い た計 算 機 を集

めそ れ ぞ れ の計算 機 を ス イ ッチ ング用 コ ンセ ン トレ一 夕 に結 び リンク する こと に な った。

この セ ンタ ーで の コ ン ビz－ 夕 ・リンク の形 態は1970年 当時 と今 日で は大 い に変 化 が吟 られ る

が個 々 の利 用 者 側か らの通 信 回線 の 方式 は 基 本 的 に変 って はい な硲。

即 ち、 ユー ザが選 ぶ 端 末機 或 は 端末 装 置 或 は電 算 機 は 使用 目的即 ち イン プ ッ ト、 ア ウ トプ ッ トの量

に応 じ 自由 に選ぶ ことが 可 能で あ る。 即 ち、 も し ユー ザ が毎 秒30字 以下 の入 出 力端 末機 を利 用す る

際 は公 衆 通信 回線 網 を通 じRCの ポー トに入 る。RCか らの 出力 は2400b/Sを2ル ー トでCC

で結 ば れ る。

もし ユー ザ が毎 秒120字 の入 出力 を必 要 とす る時 は公衆 通 信 回 線 網 を通 じHSC(HighSpeed

Concentorater)の ポ ー トに 入 りHSCの 出力 は4800b/s2ル ー トでCCに 結 ば れ る 。

ま た 、 ユ ー ザ が 自 社 の 電 算 機 の 出 力 を セ ン タ ー と 結 び た い 時、 即 ち 毎 秒200字 、240
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字、480字 で の電 送 を のぞ む と きは、 電 算機(主 と してIBM370、360の 機 種)が 酊SCの

ポー トに特定 回 線 に よ り結 ば れ 、HSCは9600b/sでCCに 結 ば れ る こ とに な って い る。

東京 か ら9600b/sでccva結 び今 日計算 機 の磁 気 テー プの アウトプットを センターに送 り・ 処理 後

再 び磁 気 テ ー プに 書 き込 むよ うな処 理 も行な って い るが 、 シス テ ム全 体非 常 に安 定 し、 回 線 上 の エ ラ

ー もほ とん ど問 題 に な って い ない さ て、 ユ ーザ側 か らい ろい ろ速 度 の こと な る メ ッセ ー ジはCCを

通 じSWCC(SwitchingCC)に よ り各 コ ン ピ ュータ に送 られ る ことにな る。 コ ン ピ ュー タ か

らの 出力 も今 の逆 ル ー トで端 末 機 に もどる ことにな る。

さて1971年 にGEで は 国 内 の主 要 都 市 か らの ア ク セス がほY完 全 に実 施 され ると 同時 に、RCを

を イ ギ リス の ロ ン ドンに設 置 し、国 際 回線 、主 と して サ テ ェ ライ ト回 線 で 結 び 、 ・ン ドンの 市 内か ら

米国 同 様 セ ン タ ーを利 用 す る こと を考 え、 テ ス トに入 った。層

音声 級回 線 をそ の まx高 速 デ ー タ通 信 に利 用 す る こと にな ったが、 当初 回 線 上 での デ ー タ エ ラー を

少 くする ため、 通 常 の伝 送 方式 を とれ ば ス ピー ドがお ち、 端 末 装置 の 利 用 度 が ア メ リカ国 内 の場合 と

比較 にな らな い 程 悪 く、 そ の 改 善 に相 当 の 日数 と検 討 が行な われ た。 そ の結 果 、 海底 ケー ブル と空 中

の2ル ー トが並 列 的 に 使用 され る こと にな った 。

ア メ リカ と ロ ン ドン との 高速 伝 送技 術 の 成功 に ょ り、 今 日 ロン ドン にCCが 設置 され、 ヨー ロッパ

各国 に は さ らに海 底 ケー ブ ル によ りデ ン マー ク、 フ ラン ス、 イ タ リア、スウェーデン、 ス イス、 オ ー ス

トリ ヤ、 オ ランダ、 ポル トガ ル、西 独 等 にRCが 設 置 されて い る。

即 ち、 ヨー ・ッパ 各国 の 都 市 か らは、 そ の 国 に設置 して あ るRCを 通 じ ロン ドンのccva結 ば れ、

そのCCか らク リ、一 ブラ ン ドのCCに 結ば れて い る。

今 日 ロ,ンドン と ア メ リ カ間 には 衛星 回線3と 海底 回線2本 が使用 され てお り、 そ れ ぞれ の 回線 は、

9600b/sで 運 用 され てい る。

わ が国 にお い て もサ ン フ ラ ン シス コ東 京 間衛 星、 海 底 回線 か それ ぞ れ使 用 され てお り、 オ ース ト ラ

リ・Vとア メ リカ間 も同様k方 法 が採 用 さ れてい る。 そ れ ぞれ の 回線 は9600b/sで 運 用 さ れ てい

るo

今 日の と こ ろ衛 星 回 線 と 海 底 回線 の2ル ー トを採 用 す る こ とに よ り回線 障 害 の ため サ ー ビス が 中断

され た ことは ない。 現 在 わ が 国 内 で は国 内 のい かな る都 市 か らで も、 公衆 通 信回 線 を通 じ利 用 可能 と

な って い る。

さて 、GEの この セ ンタ ーは 時 差 の あ る世界 の 各国 か ら利用 す るた め、 次の よ うな メ リッ トがある。

ア メ リカ と 日本 の間 は ほ ×昼 夜 逆 の ため、 セン ターの計 算 機 は 通 常 の2倍 の稼 動 時 間 とな るア メ リ

カと ヨー ロ ッパ間 は約6～7時 間の 時差 の ため 計 算 機 の ロー ドの バ ラン スが う ま く利 用 出来 る。 即 ち

計 算機 の 利用 効 率 は一 国で 使用 す る際 とは比較 にな らな い ほ どの 良 い 結果 が得 られ る。

国 際回 線 の コ ス トと計 算 機 の 利 用 効率 の高 さに よ り安 くな つ た コ ン ピ コ一 夕 ・パ ワー コス トを比 較

して み れ ば、 国際 回 線 費用 は利 用者 に と って 大 きな 負担 とは 思 え な い の が実 状 で あ る。

スパ ー セ ン タの コ ン ピ ュ ー タ群 を 世 界各 都 市か ら利 用可 能 とな った ことに よ り、 単 に コ ン ピュー タ

の パ ワー を手 軽 に 利 用 し得 る こ との利 益 を得 た ことに と どま らず 、 現 在 今 迄話 題 程 度 だ っ た世 界 的 な
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ス ケー ルで の情 報 流通 の 例 がい くつ か 実現 して 来 て いる
。 その 例 をい くっ か あげ てみ る と、 その 一 つ

に各 種 デー タ バ ンク 、 サ ー ビスが あ る。OECD、 アメ リカ、 日本 な どの 各 国で そ れ ぞ れ に マ ク ロ経

済 デー タ或 は ミ.ク・経 済 デ ー タ を セ ンタ ーの フ ァ イルに 入 れ、 世界各 国 で必 要 に応 じ、 そ の デ ー タを

検索 し分析 に利 用 す る ことに な っ た。 米政 府機 関 は 自 らデ ータ をそ の パ ンクに入 力 し、広 く世 界 中に

利 用 さ して い る。 勿論 費用 は 事務 費程 度 の 低 い もの であ る。 ま た ロ ン ドン、 「・ユー ヨー ク、 東京等 の

株 式 市場 での 連 日の株 価 デー タ或 は刻 々 と変 化す る為 替 相 場の 通 貨変換 レー ト ・デ ー タバ ン ク等 が 次

第 に作 られ つつ あ る。

この際 もニ ュース 的 な 価値 を デ ー タが持 つ の でな く、 変 化す るデ ー タを 直 ち に必要 な 計 算 を 自動 的 ・

に行 い うる メ リッ トが大 きい 。

ご く最近 イ ギ リス政 府 の一機 関 が質 量 ス ペ ク トル検 索 シス テ ムを このGEのTSSを 通 じ世 界各 国

の関係 者 に 自由に利 用 せ しめて い る。

実 に こ の システ ムは米 国政 府 機 関 が検 索 シス テ ムを 開 発 し、 質量 ス ペ ク トル デ ー タ フ ァイル を英 国

が受 け持 つ とい っ た もの で あ り、 この ような技 術 デー タ です ら、 非 常 に ロ ー コス トで 世界 中の人 々が

利用 可能 とな って い る。 わ が国 か ら も ご く最 近工 作機械 を 輸 出す る ことが 多 く、 その 工 作機械 用 数 値

制 禦 プ ロ グ ラムを 輸出 国 の利 用 工場 が この サー ビスを通 じ利 用 し、 ブ ・グ ラムの メ ン テ ナン スは 日本

か らオ ン ライ ンで行 う とい った新 しい 例 も出て 来て い る。

これ以 外 に最近 非 常 に 多 くな って来 てい る もの と して、 各 国 で 開発 され た ア プ リケー シ ョンプ ログ

ラ ムが ア メ リカ、 ヨー ロ ッパ 、 日本で そ れ ぞ れ ライ ブラ リー化 し、 ユー ザが アクセ ス ごと に 使用 料 を

支払 って プロ グ ラムの 共用 化 が進 みつ つ あ り、 今 後 プ ログ ラムの 二 重 三重 の 開 発の 無 駄 が はぶ かれ よ

うと して い る。

GEは ア メ リカ国 内 での 商用TSSを 発 展 させ て 来 た過程 で、 時差 の非 常 に ことな る他 国 を結ぶ こと

に よ り、 想 像 以 上 に計算 機の 運 用 効率 をあげ 、 そ れ に よって非 常 に ロー コ ス トの コ ン ピュー タ パ ワー

を 提 供 して 来 た。

この よ うに して表 面的 には何 等 理論 的 に うた が い もな くす ぐれ た シス テ ムで あ り、 現実 に何 等 問 題

は 生 じて い ない が 、 この シス テ ム利 用 各国 では、 心理 的 に デ ー タが他国 で蓄 積 され る ことに 対 す る 不

安 があ る。

これが 今 後 国 際的 ネ ッ トワー ク を進 め て 行 く際 に国 内 で は想 像 出 来な い 障害 とな る こと が予想 され

るo

また ＼ 各 国 電 気通 信法 規 が ことな り、 また通 信 業 者 が 国際 、国 内 とこと な る国 も あ って法 規 的 に も

ま た実 際 デ ー タ通 信 回 線 を入手 す るに も、 日本 的 に理 解 出 来な い こと も翼 々生 じ る もの と考 える べ き

で ある。

また 各 国 とネ ッ トを結 ん だ コン ピュ ー タ側 の 日常 の運用 も時差 の ため 思 わぬ 不便 な ことが 生 じる も

の と想像 され る。

い ろい ろの問 題 が 予想 され るに も拘 らず 、 わ が 国は 国際 通 信 回線 網 の地 理 的 位置 と して は ヨー ロ ッ

パ にお け る ロン ドン と同 様
、 東 京或 は 日本 が ア ジア通 信網 の一 つ の 重要 地 点 で ある。 幸 い わ が国 は ア
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メ リカ、 ヨー ロ ッパ両 方 に むけ る通 信衛 星 利 用 国 であ る地 の利 をい か すべ きで あ ろ う。

さ きのGEの 例 で 云 え ば、 もし ア メ リカ、 日本 、 ヨー ロッ パにそ れ ぞ れ ス パー セ ン タ が存在 し、 各

セン タはそ れ ぞ れ リン ク される とす るな らば 、 この セン タ ーは すべ て24時 間お た がい に フル運 転 さ

れ る ことにな るこ とは容 易 に想 像 され る
。

この よ うな意 味 で の国 際 的 コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー クは実現 性
、 実 用性 が非 常 に 高い もの で あろ う。

5。2カ ル フ ォル ニ ア 州の コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク

3.2.1歴 史 的 背 景

1962年 、 ニ ク ソ ン(1960年 に ケ ネデ ィに破 れた 後、 再び カムバ ッ クす る ステ ッ プと して、

知事 選 に立候 補 した)を 破 って 当選 し た ブ ラ ウン カ リフ ォル ニ ア州 知 事 は、 そ の公 約通 り福 祉 国家 の

モデ ルと して の カル フ ォル ニ ア州 の建設 を考 え た。

その 結果 、1965年 にカル フォル ニ'アプ ロジェク トの フ ィー ジ ビリテ ィ ・ス タ デ ィズ が各 関 係航 空

宇宙 及び コ ン ピ ュータ ・ソフ トウエア ー会社 にお いて な され た 。

そ れ が、

1)犯 罪 の防 止

2)交 通 運 輸

3)廃 棄物 の処 理

4)情 報 処 理(行 政 管 理 上)

以 ⊥ 四つ の プ ロ ジ ェク トで あ る。

そ の後 、 この よ うな 社会開発 長 期計 画 の基 礎 には 、 コ ン ピュー タ化 され た各 種の デ ー タ ・パ ー クの

必要 が 痛感 され た。 例 え ば 、 不完 全 な テ レ ック ス と電 話 に よ る各 警 察間 の ネ ット ・ワー クで は、 あ く

ま で もそ の 操 作の 大 部 分 が入 力 に よる限 り、 迅 速性 と正 確 性 に 問題 が あ った。 更 に警 察情 報 シ ステ ム

は、 自動 車 免 許 証 情報 システへ 登録自動車 情報 シ ステ ム 等 の他 の関 係 官庁 の情 報 シス テ ム と密 接 な関 係

に あ る。 犯 罪捜 査 のみ な らず 、 その 防止 とな るな らば 、 医 療情 報 シ ステ ム、 社会 福祉 情 報 システ ム又

は教 育 情 報 システ ムとの 関連 も持 って くる。

州 内の 知識 産 業 及 び コ ン ピュ ータ産業 の発展 又は 優秀 な 州 官 僚 に よ る問題 の先 取 りに よ って、 州 政

府は 広 範 囲 な コ ン ピュー タの利 用 を図 った 。

。El)pの 必要 性 と問題点(Ig65年)

。加州 政 府 のE1)P(1g67年)

。効率 性とコ ス ト ・コン トm－ ルに関 す る調 査(1968)

。長 期 マ スタ ー ・プ ラ ン草 稿(196g)

。長 期 マス ター ・プ ラン最 終 案(1g70)

これ らEDP利 用 に か か る諸 提 案 は、 州政 府 又 は州 議 会 の イ ニ シア チ ブル によ る もの が多 く、 上 か

らの 開発 促進 計 画 であ ったが 、そ の実 施 過 程 にお いて は 、住 民 側 の ニ ー ドをす い あげ、 制 度 的 問題 に

関 して は 、 フ レク シブル な態 度 を と った。
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図20カ ル フ ォルニ ア 州 総 合シ ステ ム
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注)大 島、 高 瀬 、共 編、 「社 会 開 発 プ ロジ ェク トの 展開 」P37よ り

噂

即 ち1965年 の カ ル フ ォル=ア ・プ ロジェク トの 中 で示 唆 され た トータル な もの が上 記 で あ る。 し

か しな が ら、 当時 の コ ン ピュータ ・サ イ エ ンスの 技 術 水 準は 、 このよ うな計 画 を一 気 に実 施す るこ と

は 不 可能 で あ っ た。

提案 され た シ ステ ムは、 二つ の重 要 な 部 分 か ら成 って い る。第1は 、 互 い に独 立 し、 しか も地 理 的

に もは なれ てい る情 報 処理 電 子 計 算 機 セ ン タ ーの連 合 体 をつ くる こと であ る
。 第2は 、 そ れ ぞ れの セ

ン ターがそ れを通 じてお 互 いの 間 で情 報 交換 を行 な うこ とが で きる よ うな
、 情報 中枢 を設 け る こと で

あ る。 そ して 、 この研 究 の基 本 的結 論 と して得 られ たのは、 そ れ ぞ れの異 な っ た管 轄 権 限 を もって い

て、 各 ら独 立 し、 地理 的 に もは な れ て い る多 くの情 報 処 理 セ ンタ ー を もつ ことの 方が 、 す べ て の権 限

を もつ単 一 の情 報処 理 セン ター をお くよ りも好 ま しいで あ ろ うとい うこと で あ る。 そ して 、 この研 究

で強調 され たの は 、独 立 した情 報処 理 セ ンタ ーのお 互 い の 間 で、 デー タ ・コー ド、 質 問の 用 語 、情 報

カタ ログの手 続 きな どに つい て、 適 合性 を もた せ る必要 が あ る とい う ことで ある 。

州 と地 方 自 治体 の すべ て の情 報 セ ンタ ー と計 算機 集 合体 は、情 報 中枢 と結 び つ け られて い る。 これ

らは個 々の部 局の セ ンタ ー・で あ る こと もあ る し、又 共 同設 備 や地 域的 な 集 合 体 の こ と もあ るて あろう。

この システ ムは主 と して 、三 つ の 情 報 の 形 式 に従 って運 営 され る。

① 詳 しい情 報 につ い て の問 い合 わ せ に応 じる。 シス テ ムの 全 体 が どの利 用 者 に も使 え る よ うな情

報 検 索 の システ ム と して働 く、 あ る情 報 が要 求 さ れる と、情 報 中枢 は、 この情 報 の あ る場 所 を つ きと

め、 更 に質 問 を先 に つ づ け る。 そ して 利用 者 へ の返 答 には 、求 め られて い る情 報 を項 目の 形 で と り出

した もの 、そ の 出所 及 び フ ァイル場 所 が含 まれ る。

② この システ ムは 、ま た未 端 局 での 操 作 プ ・グ ラ ムの イン プ ッ トの要 望 に も こた え る。

③ この システ ムは、 ま た 自動 的 に フ ァ イルを更 新 す る。 そ して あ る組 織 か らの デ ー タで、 他 の組
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織 の フ ァ イル を新 し くす る こと もで きる。 その 手 順 は、 更新 した デ ー タの 係 れの 経路 と大 型 のデ ー タ

処 理 シス テ ムで、 時 間 が ど の よ うに 有 効 に 利用 され るか とい う方 法 の 検 討 に よ って決定 され る。 ある

限 られ た種 類 の情 報 の 他 は 、 リア ル タ イ ムで更 新 す る必要 は ない 。

3.2.2現 状 と問題 点

現行 州 政府 に よ る システ ムは 次の 如 き もので あ る。

農業 部 一 農業 害 虫駆 除

大 気 資 源 委員 会 一 大 気 監 視 と空 中浮塵 に関 す る報告 、気 象

会 計 検 査

災害 事務 局

教育 部 －CEIMS(カ ル フ ォル ニ ア教育 情 報 管理 シス テ ム)

CEIS(カ ル フtル ニ ア教 育 情報 シス テ ム)

教員 免許 シ ステ ム

学 校設 置 配 分 シス テ ム

特 殊教 育 システ ム

州 テ ス ト ・プ ログ ラ ム

教 科 書 システ ム

職 業 シス テ ム

資 産評 価 一 固定 資 産税 標 準

財政 局 一 歳入 と入 口

厚 生 局 一 公 的 医 療 を受 け るため の 資格 決 定 シス テ ム

ハ イ ウ ェ イ ・パ トロールAUTO-STATIS(自 動 車 窃 盗)※

人 間関 係 局 一 社会 情 報 シ ステ ム

人 材 開発 庁 一 職 業奨 励

司法 局 一 統 計 情 報 プ ログ ラム

麻 薬 処 方 箋 プ ログ ラム

犯罪 手 ロ ブ ログ ラム

銃砲 プ ログ ラム※

犯罪 歴 プ ログ ラム

CLETS(カ ル フ ォル ニ ア司法 通 信 シ ステ ム)※

自動 車 月 一 登 録 システ ム

DMVシ ステ ム(運 転 免 許 証)

・公衆衛 生 局 一 職 業 病報 告

生命 に 関 す る統計

計 画 の ため の セ ン サス ・デ ー タ
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公共 事業 局 一 都 市計 画

TASAS(交 通 事故 と監 視 分析 システ ム)

社 会福 祉局 一 社 会 デ ー タ ・サ ンプル

水 資源 局 一 基 礎 デー タ ・シ ステ ム

これ らの うちの あるものは、州 全体 の ネ ッ トワー クを組 ん で い る もの もあ り、 そ して 連邦 政 府 の シス

テ ムと連 けい して、 全国的 な ネ ッ トワー クにな って い る もの もあ る。 又(註 ※ 印 が つ いて い る)一 方

州 内の ネ ッ トワー ク をつ くるの に予 算 的 問題 の み な らず 、 行 政的 な 問題 で 、足 踏 み を して いる もの も

あ る。 しか しな が ら、 カル フ ォル ニ ア州 は、 全米50州 の 中で一 番積 極 的 な コン ピ ュー タの 導 入 とそ

の ネ ッ トワー クを図 った。

以上 の こ とが 、 問 題な くス ムーズ に行 な われ たの で は ない 。予 算 上の 問題 は さ る ととな が ら、 技術

上 の問 題、 行 政 上 の 問 題等 、色 々な 事態 に 直面 した。 行政 の 立場 か ら云 え ば、 ネ ッ トワー ク を組 む こ

とは 、 行政 サー ビス に ム ラのな くす ことを 意 味 す るわ けで ある が、 現実は 必 ず し もそ の よ うに い か な

い。 とい うの は 、 ネ ッ トワー ク を組 むべ き、 機 関の コ ン ピ ュータ導入 が一 律 では なか ったか らである。

そ れ は、 時期 の場 合 で もあ り、又 機種 の問 題 で もあ っ た。 現実 に一つ の部 局に 異 な っ た コン ピュ ー タ

が導入 され た こ とは ままで あっ た。 更 に 問題 を複雑 に したの は、 そ れに異 なる技 術 的 な 問題 だけ でな

く,、行政 組織 、上の 問題 で もあ った。'

■

◆

1連 邦情報・ステ・1
≠

、

、

'

「 州情報システ三]
' 、

↓ ,↓

地 方 情 報
セン タ ー

地 方 情 報
セ ンタ ー

地 方情 報
セ ンタ ー

」[

1

↓ ↓ ↓ ↓

自動車局 福 祉
厚 生 教 育 消防署など

警 察 情 報

ネ ッ トワーク

∀ ヴΨ Ψ ΨvΨ ∀ Ψ ΨvΨw

ノ、

w

パ ト カ ー

図21全 米の情報システムと行政上の関係

この 図21は 、 トータ ルは全 米 イ ンフ ォー メイ シ ョン シス テ ムの 行政上 の関 係 を示 してい る もので

あ るが、 問 題 を 州 内 に 限定 して 考 え てみ よ う。

一 般 的 に米 国 の 行 政単 位 は
、 次 如 き もの に 区 分 され る。

州 、郡 、 市 、
t

これ が地 方 行政 の三 つの 単位 で あ る。 これ の ス テ イタス は、 次の 図22で 示 され る。
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連 邦

「⊥ 「
州 市

J
郡

図22行 政 の ステ イ タス

市は 、 州 域 内 に 位置 して い て も連邦 に対 して 、 同 列 の 位置 に ある。 ニ ュー ヨー クの よ うな大 都 市は

例幌 で、 米 国 で は人 ロー 万 、 二万 の 市 が ごろ ご ろ して い る か らで ある。 ネッ トワー クを組 ん だ場 合、

そ れ を どの よ う にす1べ きか 問題 にな った。

もう一 つ問 題 に な っ たのは 、 米 国 には、 行 政 、司 法 、 立法 の 三分 権 の外 に もう一 つ の 一大 分権 が あ

る と云 わ れ てい る 。そ れは 教 育 で州政 府 、 市政 府 、 郡政 府 を乱 れ た教 育 委 員 会 が州 中央教 育 委員 会 の

下に い くつか の地 区教育 委員 会 が 存 在す る こ とで あ る。

の

■

-
(地
区
教
育
区
)

地
区
教
育
委
員
会

州
中
央
教
育
委
員
会

図25教 育と行政区分

嘉
警
聲

州 と市 は ここで も対 等 関 係 に あ る。 この よ うに教 育 とい うある特定 の 目的の ため の 行 政 区 が もたれ

てい るの で あ る。 これ は 、一 般 の 行政 区 と必 ず し も市 を除 い て一 致 しな い。 即 ち地 区教 育 区 は、 い く

つか の郡 を合 せ た もの が 多い か らであ る。

教 育 区 が あ る特定 の 目的の ため に作 られた の と同 じよ うκ、 交通 、 環 境 規 制等広 域 で対 象 と した 行

政区 が出 て きて い る。 そ の 例 はBART(湾 岸 高 速鉄 道網)等 、 い くっか の市、 郡 を 串 ざ し に してそ

の サ ー ビスエ リア を拡 大 して い る。

一 般 行 政区 分 に よる組 織 と、 ある特定 の 目的 を も った広 域行 政 組 織 との 組 合せ は、 色 々 な問 題 を お

こ して い る。 即 ち、 これ らの異 質 の機 構 の組 合 せ は、単なるハードウエアーの 結合 だけ で す まな い問 題が

ある。 そ こには 情 報 とい う金 銭 とは 異 な る価値 を も った もの が流 通 す るか らで あ る。 云 いか え れば金

銭は100円 は、 どこで も100円 で あるが 、 情 報 は それ ぞ れ利 用 す る 側に よ って、 その 見 出 す価 値 が

異 な るか らで あ る。 即 ち、BARTで 集 め た土 地 売 買 の情 報 か、 税 務署 に と って は 、 査定 の 重 要 なデ

ータ で あ るか らで あ る
。
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い くつ かの施 策 が 考 え られ た が、 か な り基 本 的 な問 題 を解 決 しな い限 り、行 政 上に 有効 な ネ ッ トワ

}ク は 出来 得な い と結論 づ け られ
、 す ぐさま 問 題 の整 理 が行 なわ れ た。

各 郡の共 通 の デ ー タ ベー ス の開発

① 土 地利 用 ② 世 帯 ③ 収 入 ④ 人 口 ⑤ 雇 ・ 用

これ らは 、 単独 の市 叉 は郡 で行な われ た が、 い くつか の 市 又は郡 が 共 同 して、 資金 を出 しあ って オ

ンライン ・システム を完 成 して い る。 その 一 つ と して 、SanGabrielMunicipalData

Systemで あ る。 これ に よっ て プ ログ ラム 開発 の重 複 投 資 をさ け、 共同利 用 の益 を 得 て い る。

その 結 果、 標準 化 と ドキ ュ メシ テ ィシ ・ンにつ い て、 全州 的 に検 討 され、 「各 行政 機 関 連 絡委員会 」

「カル フ ォ'ルニア、 郡 デー タ処 理 協 会 」等 で検 討 されて い る。 この段 階で は、 ネ ッ トワーLクの技 術 的

問 題 に つい て、 外 部機 関 に 委 託 を出 しな が ら進 め られ て いる。

そ して 最後 に問題 に な るのは 、 プ ライ バ シィの 問 題 で あ る。 住 民情報 の 利用 の 限定 、 特 に税務 、 資

産、運 転 歴、 犯 罪 歴の 住 民情 報 の利 用限 定 で あ る。 現在 カル フ ォル ニ ア州 では、 デ ー タの 集 中 管理 に

よって 、 これを 解 決 しょ うとい う こ ころ み が あ るが、 又一 方 、 集 中管 理は、 も しそ の箇 所 に護 れ か が

ア クセ スす れば、 す べて の情 報 が つ つ抜 けに な るの で、 住 民 情報 は分 散管理をすべ きであるとい う反 論

もある。 今 の と ころ 費用 効 果の 面 で 集 中管理 の方 向 が とら れて い る。

3.2.3ネ ッ トワーク の政 治的 影響

す で に犯 罪情 報 の よ うに、 連 邦、 州、 郡 、 市 と完 全に ネットワーク さ れて い る もの もあ り、 又 その 犯

罪 情報 システ ムが州 の他 の シ ステ ムオ ンラ イ ンで完 全 に つな が っ てい る もの もあ る。

■

■

AUTO-STATIS

(自 動 車 窃 盗)

DMV

運 転 免 許 証

他州 シス テ ムーNCIS(全 米犯 罪 情報 シス テ ム)ワ シン トン所 在

Il
CJIS(州 犯 罪 裁判情 報 システ、ム)

サ ク ラ メン ト所 在

〃 〃

図24加 州の犯罪情報システム

しか し大 部分 の もの は、 州 内 にお・いて ネ ッ トワ ークを つ くる準 備 にお わ れ て い る。 その 最 大 の理 由

は、 前 者 にのべ た よ うに現 行 の 行 政 機 関 の枠 組 との 関 係 で あ る。

① 一般 行 政 区 分の 統 合

② 特 定 目的 行政 機 関 と一般 行政 機 関 との 関 係
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前者 につい ては、 す で に ネ ッ トワー クに関 す る限 り、 い く つかの 統 合 し た行政 機 関 が あ り、 そ の一

つ として、BayCitiesAssociationで 、 オー ク ラ ン ド、 バー ク レイ、 リ ッチ モ ン ド市

の結 び つ きが あ る。 更 に い くつ か の郡 の統 合 化 が行 なわ れ、 そ れをRegionalgoverment

とい う言葉 で の法 制化 が行 な われ よ うと して い る。 現在 カル フ ォル ニ アに は、21の 郡 が ある が、 そ

れ らを北、 中、 肉 叉 は 太平 洋 岸 と三 乃 至 四 つのRegionに 統 合 さ れ る傾 向 も ある
。 これ らは すべ て、

行 政 の効 率 化 の 観点 が うな され 、 コ ン ピュー タ ・ネッ トワー クの 導入 がそ の効 率 化 の 重要 な要 因 で あ

る限 り、 現実 の 目に見 えな い ネッ トワ… クが住 民の 伝統 的 感情 を オ ー バ ー してい るの で あ る。

又後 者 に つ いては 、 地域 開発 、Qualityoflifeの 観 点か らみ て、 交通、 環 境(大 気 、 水)

問題 は一 行 政 機 関 の手 にお え る もの では ない。 毎 日の対策 及 び長 期的 対 策 にやは りネ ッ トワークの 重

要性 が 情報 の 適確 な把 握 とい う意 味 で理 解 され る。 す で に ロス ア ン ゼル スにお け る ス モ ッ グコ ン トロ

ール シス テ ムは発 生 の要 因 が あ る と 一 イ ウエ イの 自動車 走行 を即 時 に コ ン トロー ルす る システ ム にな

ってお り、 又 ハ イ ウェ イに じ ゅ う帯 がお きる と各地 の ハイ ウェ イの情 報 板 に それ が あ らわ れ、 その う

回 順路 も示 され る。 これ らは、 い くつ か の行政 ネ ッ トワー ク とあ る特 定 の ネ ッ トワーク との 具体 的 な

連 げ い に よ って 可 能 にな って い る。 ここで 問 題 に な るの は、 一般 行 政 ネ ッ トワー ク は、 租税収 入 に よ

って維 持 さ れ るか、 これ らの 特定 目的行 政 機 関 の場 合必 ず し も歳入 が 保 証 さ れ ては い ない。州 議 会 又

は市 議 会 が正 式 にみ とめ な い限 りそ れ はVoluntaryO.rganizationで あり、Mandatory

Organizationで な い た め、 そ の予 算規 模 はそ れ 程大 き くな い、 そ の ため そ の ネ ッ ト ワー ク維 持 の

ため の収 入 が ない。 特 に地 域 開発 組 織 には そ の よ うな例 が多 い。 た と えば サ ンタ ク ララ郡 地 域 開発委

員 会、 太 平洋 岸 開発委 員会 等 で あ る。 この よ うな場 合 つな ぎと して連 邦政 府 か らの 補 助金 で ま か な

われ る ことが 多 い。

■

や

●
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4コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 に お け る 諸
.問題:

勺

4.1制 度上 か ら見た 組 織 間}イツ ター フ エース の問題 点

コン ピュー タネ ッ トワー クは 資 源 の共 有
、負荷の分散 お よ びデ ー タの共同 利 用等 、将 来 の コ ンピュー タ

利 用 の基本 的な 形 と な る もの と考 え られ て いる が、 その 実 現 に は 多 くの難 問 題 を克 服 し て行 か ねば な

らない。 そ の 中 には 高速 デ ー タ伝送 回線 の効 率 的利 用 とか異 種 計 算機結 合 の ご と き技 術 上 の 問 題 点 の

外 に、 デー タの 機密 保 護 、 デー タ伝 送 回線 使 用 の法 規 等 にみ られ る非技 術 的 問題 もあ る。

以下 で は非技 術的 問題 にしぼ っ て コン ピュータ ・ネッ トワーク の システ ム設 計 ・運 営上 の問題 点 を取

り上 げ る こ ととす る。

4・1.1.シ ス テ ム設計 ・運 営 上 の問 題点の 推移

コ ン ピュー タ シス テム の設 計Sよ び運 営 にお いて 問題 とな る事 項 が時 代 のす う勢 と伴 に どの よ うに

変 化 して い るか とい う図25に 示 す ご と く1970年 代 は技 術 的 問題 よ り も社 会 性、 法制 庭 上、 経 済

性 等の 非技 術的 問 題 点 の比 率 が漸 次増 大 し て くる もの と予 想 され る。

`

●

o

t9601970

図25問 題 点 の 推 移

これ は今 後 開発 され る システ ムが 段 々大 き くな り
、 シス テ ム全 体 の効 率 を上 げ る ために一 つ の 組織

体 の 内部 シス テ ムか ら漸次 外部 の組 織 体 へ と拡張 して 行 く過 程 を考 え る と うなず け る 現象 で あ る
。 す

なわ ち一 つ の企 業お よ び関連 官 庁 を一つ の シス テム とし て考 え る よ うな 国家 的規 模 の情 報 ネ ッ トワー

クを形 成す る シス テ ムにお いて は、 そ の設計 お よび運営 上 の 問 題 は技 術 的 な 問題 よ りも、利 害 が必 ら

ず し も一致 しな い 業 種 の人 々 をそ の シス テ ムの ユー ザ とし て参 画 させる た め には 以下 のご と き問 題 を

解 決 す る こ とが必要 で あ る。

① 個 々の企 業 の システ ム レ ベル が異 な る のをい か に調 整 す る か

② 業 界間 の利害 関 係 の調 整

③ 個 々の企 業 と全 体 の メ リッ トとの調 整

プ ライバ シー の保 護(企 業 秘密 の保 護)の 維持

④ 開発 費、 運 用 費等 費 用 の 分 担方 法

⑤ 企 業 の内 部情 報 を 外部 に提 供 す る社 会的 慣 習 を定 着 させ る方 法
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⑥ 対 象 業務 の標 準 化 の 進 め方

⑦ 回 線 利 用 の 制限 と経 済的 利 用 方法

⑧ 情 報 に対 す る価値 の認 識

⑨ デ ー タ収集 と正 確 性 の保 持

⑧'各 企 業 にお い て稼 動 中 の シス テ ムとの コ ン バー ジョ ン対 策

ま た 現 在 各 業 界 の活 動 お よ び業 務 手 続 を規 制 し て いる法 律 あ るいは 制度 は シス テ ム設 計 にお い

て は大 きな影 響 力 を持 っ てい る。特 に 行政 に 関 す る情 報 の シス テム化 に あた っては 行 政 自 体 が法律 に

基 づ いて 行 わ れ る原 則 にな って い る の で、 法 制度 の改 革 が シス テ ム化 の 前提条 件 とな る場合 があ る。

4.1.2.情 報 の正 確 性 と機密 保 .護

コンピュータ ・ネ ッ トワ ーク で各 種の組 織 体 を 連結 した シス テ ムを考 え た場 合、 当 然 ネ ッ トワー ク内

を流 れ る情 報 に要 求 され る条 件 と して は

○情報 の正 確 性

O情 報 の機 密 保 護

の両方 が維持 され てい な けれ ば な らな い こ とは 明 らか で あ る。

(1)シ ス テム の機能

い ーまい くつか の デー タ ベー ス を持 っ て ネ ッ トワー ク を一 つ の システムとす る図26の ご と き シス テ ム

を考 え る。

●

図26デ ー タベ ー スの ネ ッ トワー ク

7

●

●

この シス テムの機 能 は複 数 の デー タベ ー ス に含 ま れ た デ ー タを有 機的 に 組 み合 せ ・ 加工 し・ あ る 目

的 給 っ たよ う頒 料 、 例 えば 統 計 的 資料 を作 成す る とい った デー タの静的 活 用方 法 と・ 流 通 シス テ

ムに 見 られ るよ うに物 の 流 れ に 付随 し た デー タ を物 の移 動 と同 期 をと って、 あるデ ー タベ ー スか ら別

の デー タ ベー スへ 情報 を移 動 させ る よ うな動 的 活用 方 法 の2面 が考 え られ る。

畝 め よ うな ・ンピ_・ ・ネ 。 ト・一 クの 対象 と な るの は異 業 種・ 異企 業・ 官 階 を離 した

共同 利 用 形式 の デー タベ ー スと考 えて よい。 そ こ では 多数 の ユー ザー が共 同 のデ ー タベ ー ス を利 用す

るた め に種 々 の問題 が起 きる。
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(2)情 報 の 正 確性

複数 の組 織 が共 同利用 す る デー タはそ の収 集 す るデ ー タの正 確性 を保 持 す るた め の考 慮 が シス テ ム

設 計 の重 要 な 問題 の一 つ で あ る。

情 報 の正 確 性 は現 行 の 制度 内 で、 ま た単 一 の組 織 内 の規 則 で維 持 され て い た もの が・ 前述 の よ うな

ネ 、ソ トワ_ク を形 成 す るこ とに よ って 組織 外 に 出る こと によ って受 け る問題 で あ る。 この よ うな イ ン

タフ ェー ス上 の問 題 の い くつ か を挙げ る とつ ぎ の ご と きもの が考 え られ る。

① 用 語 とそ の定 義 の統 一

② コー ドの統一

③ 個有 の リフ ァ レンス ナン バー の規 定(フ ァ イルの 検索 キー の統 一)

⑭ 帳 票類 の統 一

⑤ 署各 ・捺 印 の処 理 方 式

⑥ 業 務手 続 の統一

⑦ 関連 法制 度 の改 正

これ らの問題 は国 際 的 な イ ンタ フ ェー ス問題 と し て考 え た方 が よい場合 もあ る。 例 え ば 貿易 段違 の

手 続 きの ご と く国 際的 に流 通す る情 報 に 対 して は 、 国 際機関 と協 調 を と りつ つ、 関連 業 界 の意 見調整

をは か る専 門機 関 が必要 で ある。

現在 国連 の ヨー ロ..パ 経 済委 員 会(ECE)の 貿 易拡 大委 員 会 が中心 とな り、 各 国 か ら貿 易 関 連 の

専 門 家 を集 め1972年 か らつ ぎの よ うな問 題 に つ き国 際的 協調 を計 るべ く努 力 し て い るe

① 用 語 コー ドの統 一

② 書 類 の記 載事 項 の 統一

③ デー タ伝 送 上 にお け る通 信 文 の統一

④ 自動 処理 シス テ ムの研 究

し か し この よ うな国 際的 活動 に対 し、 わ が国 の協 力体 制 は やや もす ると従来 の縦 割 り行政 の壁 に 阻

ま れて 、一 元 化 され た体 制 が採 りに くいこ とが あ る。

(3)情 報 の機 密保 護

複 数 シス テ ムがそ れ ぞれ 互 い に 関連 を もっ て働 くことに な る情報 ネッ トワー クは通 信 回線 を介 して

遠 隔地 か ら不特 定 多数 者 が利 用 で きる よ うに な る。 そ こで蓄 積 され処 理 され る情 報 が互 いに 有 機 的 に

関 連 を持 つ こ とが 可能 にな る に及 ん で、 当 然機 密 保 護 に関 す る問 題 が重要 視 され、 この 対策 を真 剣 に

考 え ること が必要 であ る。

今後 高 性 能 の コ ン ピュー タの 出現 と ソフ トウエ ア開 発技 術の進 歩 に よ って各 種 の 情報 セ ン ター の 確

立 が次 第 に容 易 にな り、 政 府 機関 お よ び業 界 、各 企 業 に関 す る 一連 の情報 が紬 織的 に蓄 積 さ れて ・ い

ろ い ろな 面 で有 効 に使用 され るこ と に な るで あろ うが、 同時 に秘 密 の漏洩 と悪 用 の 不 安 に さ らされ る

こと にな る。 ま た、 こ の よ うな 大 きな シ ス テムの設 立 は万 一1軍用 を誤 ま る と圧 制の道 具 と もな りか ね

な い。

デ ー タの機 密 保 護 とは 偶発 的 ま たは 意図 的 に も情報 が勝 手 に利 用 され た り、 修正 さ れ た り、破 壊 さ
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れ た りす る こ と か ら守 る こ と で あ る。

従来 は こ う した措 置 は デ ー タ通 信 が これ ら シス テ ムの 中で最 も弱 い と こ ろで あ る とい'うこ とか ら、

コ ン ピュー タ室 か ら遠 く離 れ た タ ー ミナルの た めに採 られ た もの が多 い
、 そ の中に は 正当 な ユー ザは

タ
.一ミナルの 使用 の た め彼 の み が知 る番 号 ま た は合言 葉(パ ス ワー ド)が 与 え られ るとか 、特 殊 な キ

ーま たは バ ッ ジ(エDカ ー ド 、を与 え られ た者 のみ が ター ミ ナル を利 用 で きる よ うにす る等 の方 法 が

採用 され て い る。

ま た コン ピュー タ シス テ ムの 中 に ユー ザの使用 を制 限す る機 能 を持 つ こ とも あ る。 例 えば ユー ザに

与え られ た許 可 の限 界 に ょ って、特 定 の フ ァイ ルま た はそ の一 部の み を利用 す る ことが許 され る よ う

な方 法 もあ る。 これ らの 各種 方 法 の組合 せ で現 行のシステ ムは運 営 さ れて い る が
、 ま だ十 分 な 対策 とは

言 え な い状 態 であ る。

今後 政 府 、 民 間 が この面 に つい て の法 的 規制 の是 非 と望 ま れ る対策 を総 合 的 に体 系化 す る 必要 が あ:

ろ う。

4.1.3デ ー タ伝送 回 線 使用 の法 規

コンピュータ ・ネッ ト ワー ク形 成 に は デー タ伝 送 が 不可 欠 で あ り
、 通信 回 線 の利 用 が必 要 に な っ て く

るが、 私 設 の通 信回 線 以 外 の通信 回 線 の 運営、 管理 は すべ て電 信 電話 公社 が公 象電気 通 信法 に ょって

行 な っ てお り、 そ の 対象 とす る情 報 が電 信、電 話 に 代表 き れ る よ うに人 間 対人 間 の もの であ る ことか

ら、 従来 の 回線 のデ ー タ通 信 へ の利 用 が法 的 に相 当な 制 限 を受 け る ことに な って い る。

コ ン ピュー タ技 術 の進 展 とデー タ通 信 への 需要 増 加 に 伴 い コン ピュー タ利 用 が産業構 造 に改 革 を可

能 にす る ため 、通 信 回線 の一 般 へ の 開放 が法 的 に 検討 され 、 そ の一 部 が 実施 され てい る。

当 初公 社 は コン ピュー タと電 子 交換 機 が同 じ機 能 を持 ち うる とい うこ と か らデー タ通信 に 対 し
、 つ

ぎの よ うな基本 的考 え方 が あ っ た。

① 専 用 回線 と自営 コ ンピ ュー タと の接続 は 「国 の機 関お よ び地 方公 共団 体 ま たは 共同 し て同一 の

業務 を行 な う2人 以 上 σ)者、 も し くは相 互 に 業務 上 緊密 な 関係 を有 す る た め、 そ の間 の通 信 を必要 と

tる2人 以上 の 者 」に限定 す る と して、 計算 会 社 等 の 業 と して 他 人 の情 報 処理 を行 う もと)には 回線 は

貸 さな い。

② 公衆 回線 と 自営 コ ン ピ ュー タとの接 続 は コン ピュー タが交 換機 能 を有 す る ため、 本来 公 社か行

うべ き不 特 定 多 数 者 間 の 交換 が コ ン ピュー タ を介 して行 なわ れ る こ とに な るの で認め な い。

これ に 対 し関 連 業界 か らデータ通信の公社に よる独 占を や め、 公 社 は通 信 回線 の 提 供業 務 に の み徹 す

べ きで あ り、 公 衆 通信 網 と 自営 コン ピュー タとの接 続 を認 め 、公 衆 通信 網 を開放 すべ きで あ る等 の批

判 ・要 望 が 出 され た。

46年9月 「公 衆電 信通 信法 の一 部 改正 」が行 なわ れ、 デー タ通 信 を単 に デー タ伝送 だ け で な く、

コ ン ピ ュー タに よ るデ ー タの 処 理 を含 め て一 体化 し た サー ビス と し て と らえ
、公 衆 法 のな か に デー タ

通信 の一 章 を新 た に設 け、 公 社 の役務 と し て、

① 民 間 な どの 設置 す る デー タ通 信 シス テ ムの ため に公 社 の回 線 を提 供す る 「デー タ通 信回 線 使用

契 約 」
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② 公 社 の設 置 す る デー タ通信 シス テ ムの 使 用を一 般 利用 者 に提 供 す る 「 デー タ通 信設 備 使 用契約

と を規 定 し た。

上記2項 の 前 者は い わ ゆ る回 線開放 に関 す る もの で あ り、 「特定 通信 回線 使 用 契 約 」と 「公 衆 通 信

回線 使 用契約 」か らな るが、 いず れ に して もそ の認 可 の 対象 とな る使 用 形態 の 範 囲 が問 題 とな る。 認

可 の 対象は 従来 の電 信 ・電話 回線 の よ うな 相互通 信 の た めの 共同 使 用で な く、 コ ン ピュー タの共 同利

用 を主 眼 と し た もの に限 って お り、 認 可 の条 件 は郵政 省 令 て定 め る基準 に 適 合す るか、 郵 政大 臣 の 個

月1認可 に ょ る と され て い る。

以上 を整 理 す る法 規 的 に は つ ぎ のよ うに な る。

(有 線 法)

私設データ

通信設備

データ通信設備

使用契約

データ通信回線

使用契約

(国 鉄 のみ ど りの 窓 口等)

(地銀協為替通信システム等)

特定通信回線

使用

曾露 ンラ)

公衆通信回線

使用

冨

'

また特 定 通 信 回線 を 共同利 用 し うる機 関 は郵 政省 令 に ょ りっ ぎ の よ うに定 め られ て い る。

① 国 の機 関お よび地方 公 共 団 体

② 同－i糊 を行 な う2人 以上 の 者

③ 公 害防 止 、 防災 、 空 港 管理 そ の 他 の公 共的 シス テ ム

④ 親 企 業 、下 請 企 業 間お よ び業務 提携 を した企 業相 互間 の生産 、 販 売、 在庫 管理 に関 するシステム

⑤ 金 融機 関 相 互間 の預 金 シス テ ム、 座 席予約 シス テ ムそ の他 これ に類 す る もの。

した が って計 算 セ ンター な ど が業 と して 他人 に 回線 を使用 させ る場 合 に は図27の よ うに コ ンピュ

ー タと デ ー タ端末 装 置 との間 に
、 いわ ゆ る 「行 って 来い 」の形 で 終始 す る と

、認 め られ る場 合 に 限定 さ

れ て い る。
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図27特 定通 信 回 線使 用 認可 の基 準 の一 例

また、 コ ン ピュー タ ネ ッ トワー クの実 現 に最 も関係 深 い もの は 「デー タ通 信 回線 使用 契約 」のうち郵

政大 臣の認 可を必 要 とす る部 分 で ある。これ には図28の よ うな場 合 が あ る。

コ ン ピュ ー タA

(大 阪)

特定通信回線

一 公衆通信回線

電 話 局

/
市外回線

端 末 機abc

図28郵 政 大 臣 の個 別認可 を要 す る一 例

この ような場 合 を無 制限 に許 す と大 阪 の端 末機aか ら東 京 の端 末 機a'にa→(公 衆 通信 回線)→A

1>(特 定 通 信 回 線)≒ 〉κ→(公 衆通 信 回線)→a'と い うデ ー タ通信 が行 な われ 、 東京 ・大 阪 間 の市 外

通 信料 を免 れ て第 三者 が通 信 を行 な うこ とがで きる こ とにな り、公 衆通 信 秩序 を乱 す こ とにな る。 し

たが ・て、
、a→Aii>At:Eで で止 ま りA'>A→ ・だ けvctlR・ て 認 可す る か ど うか問 題 が 残 され てい る・

しか し上 記 のa→a通 信 を可 能 に す る の が本 来 の コン ビ=一ーータ ・ネットワークの基 本形 態 で あ る ため ・

aa間 の メ ッセー ジ通 信 の よ うな公 衆電 気 通信 業務 に支 障 を きたす もの を主体 と しな い限 り認 可 さ れ

るのでは ないか と考 え られ る。 もっともコンピュータ ・ネッ トワークは広帯 域通 信 回 線 で コ ン ピュー タ間 を

結 び回 線 コス トを下 げな い限 り実 用 化 の 条件 をみ た さ ない ので本 格 的 な コ ン ピ ュー タは既 存網 では 限

界が あ り、 ま った く新 し い デー タ網 を必 要 と してい る。

公社 では45年 よ り7年 計 画 で電 話 ・TV電 話 ・デ ータ通 信 の3つ の単 位通 信網 か らな り・ こ れ を

電 子交 換機 で結 合 し、 網間 相 互 接続 、 回 線 の 相 互 融通 、交換横舵 の共用 な どの で きる総 合 網 の計 画 を進

め てい る。

コ ン ピ ュー タB

(東 京

電 話 局

a/b'c!

、

∀

⑲
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以 上 の よ うに デ ー タ通 信 回線 に関 す る種 々の 制 約 を十 分 認 識 し、 経済 性 の あ る通 信 回線 の 利用 を考

え て コン ピュー タ ネッ トワー ク を設計 しな け れ ば な らない 。

4,1.4新 制 度 化 の必要 性

今 後 の シス テ ム化 に あ たっ て、 従来 の慣 習、 制 度 か ら脱 皮 し て、 ま った く新 し い制度 を確 立 し なけ

れば な らな い こと も ある。 そ の 例 を全 銀 シス テ ムに 見 る ことが で きる。

都 市 銀 行 は全 国 的 に店 舗網 を持 って い る関 係 か ら内 国 為 替 の うち80%強 が 自行本 支 店 為替 で あ る。

そ のた め 昭和33年 頃 か ら 自行 為替 の送受をテレタ イプにょって行な う合理 化策が逐次採 用され、40年 前

半にはテ レタイプ交換 システムから、為替オン ラインシステ ムへと進ん できた。 自行為替 は権利主体が同一人格 で

あることか ら、通信回線の専用 も自由であ った し、 他行為替のよ うな複雑な チェックを必要 としなかった。40年 代

には各都市銀行 とも、ほぼ全 店 テレタイプ網が完 成 し、 残 る他 行 為替 の分野 の 合理 化 であ った。

一 方
、 都 道 府 県 を主 な営業 地盤 とす る地方 銀 行 は 自行 為 替 が60%と い わm.て い た が、 都 市 銀 行 の

全 店 テ レタイ プ網 と競 争 す る ため に は、 各 自行 網 の整 備 と併 行 して地 方 銀行全 体 を結ぶ 共 同 シス テ ム

の実 現 が電 信電 話 公 社 の 直 営 シス テ ムと して 、43年 地方 銀行62行 を結 ぶ地方 銀行 デ ー タ通 信 シス

テ ムが完 成 し、 地 方 銀 行相 互 間 を流 れ る他 行為 替 を複雑 な 事務 手 続 か ら解 放 し、 自行 本 支 店 為 替 と同

様 に し た。

全 銀 シス テ ム も上 記 地 銀 シス テ ムと同 じ く公 社 直営 シス テ ム として44年 に全 国89行 の 銀 行 と特

定 通 信 回線 で結 ん だ 内 国他 行 為替 業務 の合理 化 と顧客 サー ビス の向 上 を目的 と した メ ッ セー ジ交換 シ

ス テ ムが 出来 上 が った もの で ある。

本 シス テ ムの稼 動 で個 別店 間 コル レス 制度 の廃 止、 為替 決済 制度 の改 正、 為 替 取 引 を 「デー タ通 信

取 引 」と 「文 書 取 引 」の2本 建 に す る等 の 制 度 が確 立 した 。

旧 制度 に お け る他行 為替 は、 ま ず銀 行間 にお い て為 替 契約 を結 び、 さらに実 際に 為替 を取 扱 う営 業

店 間除 いては迫 力喫 約(い わ ゆ る コル レス契 約)が 結 ばれ る。 か りに200の 営 業 店 を もつ銀 行 が全

国 銀 行の 他 の7000店 舗 と コル レス を結 ぶ と すれ ば 、140万 の コル レス網 とな る。 実 際 には 地 方

銀 行 で数 万 、 都 市銀 行 で十数 万の コル レス為 替取 引 が行 なわ れ てい る。

お 客 か ら為替 の 依頼 を受 け た取 引店 では 、 ま ず コル レスが あ る か ないか の選定 事務 が大 変 で あ る。

為 替通 知 の送 達 手 段 とし て は郵 便 、電 報、 加 入電 信 が用 い られ て い たが、 いず れ も第 三者 が 介在 す る

ため 、普 通 為替 で は 印鑑 照合 、電 信 為替 では 暗号 電 文 の 但 用 な ど事 故 防 止 の た め 複 雑 なチ ェ ツク シ
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ス テ ムが採 られ て い た。

新 制 度に お い ては 、 旧制 度 の相 互 に 指定 し た取 引店間 に お け る為 替取 引 とい う方法(選 択的 コル レ

ス制)に 対 し て、新 制度 で は参 加 す る銀 行 相 互 間 では約7,200の 店 舗 の いずれ に も自由 に為 替 を仕

向 け るこ とが で き、 為 替 を仕 向け られ た店 で はそ れ を断 る こ とが で きな い とい う包 括 的、 かつ 強制 的
」

コル レス契約 と な ってい る。 以 上 の よ うに コンピュー タ ・ネ ッ トワークは い まま での業 務手 続 お よび法

制 度 を変 更 させ る要 素 を も ってい る。 ま たい いか えれ ば、 法 制度 の改 正 な し には コン ピュータ ・ネ ッ ト

ワー クにお け る組 織 間 の イ ンタ フ ェー ス問題 は解 決 し ない もの が多 い といえ よ う。

4.2コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クに よ るサー ビス と その コス ト

現在 の コン ピュー タの利 用 が あ らゆ る点 で合 理的 に行 なわ れ て い る か ど うか は わ か らな い。

ま た将 来 コ ン ピュー タお よ び通信 回 線 の コス トが どこま で相 対的 に低下 す るか もわ か らない 。

加 え て、 ハー ドウエ ア ・オ リエ ン トなオ ペ レー テ ィング ・シス テ ム を基盤 として 、 そ の.上に どの よ

うな ア プ リケー シ ョ ン ・オ リエン トな ソフ トウエ ア(デ ー タ保 護 を含 む)が 作 り出 され て くる か も予

測 し きれ なし(。

そ の た め、 現 状 プ ラス アル フ ァの線 で以下 の問 題点 の 考察 を行 な ってみ た。

4.2.1ネ ッ トワー ク と経費

コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クでは 通 信回 線 に よ り結 合 した 複数 の コン ピュー タお よび他 の コン ピュ

ー タ ・ネ ッ ト ワー ク の持 つ リソー ス を多数 の利 用 者 が共 用 で きるもの とす る。 し た が って ネ ッ トワー

クの利 用 方法 は 次 の よ うに考 え る。

① 多数 の利 用 者 の大 部 分 は 他の コ ン ピ ュー タま た は ネ ッ トワー ク との接 しょ くを利用 者 の所在 位

置 か ら通信 回 線 を通 じて 行 な う。

② ネ ッ トワー クに よ って結 合 され て い る コ ン ピュー タが持 つ リソー スに つ いて は契約 に よ り使用

を許 され、る範囲 内 で利 用 で きる。

リソー スに は 次σ)もの が含 ま れ る。

ハ ー ドウエ ア

ソフ トウ ェ ア

情 報(デ ー タ)

③ コ ン ピ ュー タの利 用方 式 と しては パ ッチ処 理 、 即時 処 理、 メ ッセー ジ交 換 のいず れ で も可 能 で

ある。

④ ハー ドウエ アの共 用 に は次 の もの も含 ま れ る。

メモ リの拡 張 の ため の利用

フ ァイ ル媒 体 の借 用

特 殊 な 出 力装 置 の 使用

処 理 ロー ドの 分散 、 あ き時 間の 借 用

交換 、 中継 機 能 とし ての利 用

、

ρ

'

,
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そ れで は、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クに つ いて 以上 を前 提 と し て、 そ の利 用 可能 性 をコ ス ト面 、'

利 用 技 術 面、 利用 面 か ら チ ェ ック し、 問題 点 を あた って み るこ と としたい。・

た だ し、 コス ト面 に つ い て は モ デ ル を作 って実 際 の計数 をあ て はめ る余 裕 が な か っ た の で問題 の 提

起 に止 めた。 ,'戎

は じめに コ ン ピュー タ ・ネ ヅ トワー ク の建設お よび維持 に か か る経費 に大 きい影 響 を与 え る と予想

され る要 素 を考 え てみ ょ う。

① デ ー タお よ び プ ログ ラ ムの トラ フ ィックの量 と ピー ク か ら要 求 され る通 信 回線 の規 模 、接 続 を

希 望す るホス トの 数 か ら くる 交 換設 備 の 規模

② 即 時 処理 の 対 象 とす るデ[タ を直接 アク セス で き るよ うに収 容 す るた めの フ ァ イルに媒 体 の容

量

③ 登録 の 予想 され る プ ログ ラム、 パ ッ ケー ジを収 容 す る シ ァィ ル媒 体 の容 量

⑭ 要 求 され る演 算 処理 の最大 規 模 にあ わせ て準 備 す る メモ リ(ス トレー ジ)の 容 量

⑤ ピー ク時 に要 求 され る演算 処 理 の 規模お よ び実 行 の併 行 度 に応 じ うる演算 速 度 と メセ リ容 量

⑥ 多 彩 な要 求 に 応 じ る ため の特 殊な入 出力 装置 の数

⑦ イ ンタ フ ェー スの違 う各 種機 器 を結 合 させ るた め に必 要 な ソフ トウエ アの開 発

⑱ デー タ ・フ ァイルの 内 容 の 滅失 、 損 壊、 盗用 を防 止 す るた め に必要 な ソフ トウエ アお・よび ハ ー

ドウエ アの 開 発 と冗 長 度 チ ェ ソク の た めに増 加 す る トラ フ ィ ックの 量 が要 求す る通 信 回 線 の付

加 的ロ ー ド

ネ ッ トワー クに属 す る各 組 織 の コ ン ピュータ がほ ほ 同程 度 の構 成 とな るか、 いず れ か 極端 に規 模 の

大 きい 構成 と な るか、 いず れ か極 端 に 規模 の 大 きい構 成 の コン ピュー タが メ イ ンの ホ ス トと な るか は'

さ だか でない。 い っぼ う経費 面 で の制 約 を各 組 織 が ま った く持 たな い か、 コ ン ピュー タお よ び通 信 回

線 の費用 が卓 上型 の 計 算機 や コ ピー マ シ ンな み でほ とん ど各組織 の 収 支 に影 響 を与 え な い程 度 であ れ

ば問題 に はな らない 。

しか し、 現状 で の コ ン ピュー タの 費 用、 回線 の経 費は利 用者 に と ってけ っ して安 い 費用 では な い し、

規 模 の大 きい コ ン ピュー タを設置 す る ため の機 械 室お よび 付属 施設 、設 備 を 用意 す る の に必 要 とな る

投 資 もげ っ して無 視 で きる金額 で は な い。 そ して この条 件 が近 い 将 来に 消滅 す る とい う保 証 もな い。

以 上 の こ とか ら コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クに 加わ る とい って も各 組織 は そ れ ぞ れ の収 支 面 の制 約

か ら自 己の組 織 での定 常 的 な業務 の処 理 に さ しつ か えな い コ ン ピ ュー タの規 模 をま ず考 え る こと に な

ろ う。

定 常的 な業務 とは ピー ク を除 い て 日常 発 生 す る ビジネス系 の デ ー タ処 理 と くり返 し の頻 度 の高 い技

術的 な計 算 あ る いは情 報 の 照 会、 探 索 な どの業務 で発 生 か ら処理 終 了 まで の時 間 が短 かけ れば 短 い ほ

どよ い業 務 とい うこ とが で きる。

もちろ ん、 そ の 中に は即 時 処 理 の必 要 な もの も含 まれ る し、1日 の うち あ るいは 翌 朝 ま で とい った

短 か いサ イク ルの締切 り時間 内 に処 理 され れ ば よい ものも含 まれ よ う。

以 上 の よ うな業 務 処理 が量 的 に ま とま って い る場 合 には、 各 組 織 は コ ン ピ ュー タを 目前で 設 置す る
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か、 も よ りの計 算 セ ンタ ー ヘ デ 一 夕を運 び込 む か時差 を利 用 し た国 際 的 な ネ ッ トワー ク を利 用す る か、

いず れ か の手 段 を選 択す る の がふ つ うで あ る。 選 択 の基準 は必要 経費 と機 密 保 護 の保 証、 そ して いま

ひ と つは 使 い た いと きに コ ン ピ ュー タが使 え るか とい うこ とに か か って こ よ うい(か に計 算 センタ ーへ

の持 ち込 み が割 り安 につ いて も締 切 りに間 に 合わ な か っ た り、 機密 保 持 の ため の立 ち合 い が連 日の よ

うに深 夜に わ たる の では 利 用 し きれ な い。

自前 の ホ ス ト ・・コン ピ ュー タ を持 っ ての ネ ッ トワー クへ の参 加 と他ぺ の コ ン ピュー タの利 用 はそ れ

か らあ との問 題 で あ る。

自分 で設 置す る コ ン ピ ュー タで定 常 的 な業務 を処理 す る とし て非 定 常 的 な 業 務 つ ま り非 定常 的 な

時期(ピ ー ク時)に 発 生す る業務 と非定 常 的 な 仕 事、 めっ た にな い大 規 模 な演算 処理 な ど は む しろ他

の設 置す る コ ン ピュー タを一 時 的 に借 用 した ほ うが 自前 の コン ピュー タを一 時 的 に借 用 した ほ うが 自

前 の コ ン ピュー タの規 模 を大 き くし て、 定常 的 に は一定 以上 の能 力 を遊 ば せ て お くよ り も安 くつ く。

そ し て コ ン ピ ュー タの借 用 の方 法 と して計算 セ ンタを利 用す る か同一 機 種 、同 規模 以上 の 他 の ユー ザ

ー が設 置 す る コ ン ピ ュー タの あ き時 間 を借 用 す るか ネ ッ トワー クに属 す る他 の コン ピュー タて使 い た

い と きに アベ イ ラブルな もの を利 用す る か を ソ フ トウ エアの費 用、 回線 の 費用 も含 めて 検討 し、選 択

す る余 地 が残 され て い るわ け で ある。

さて、 あ らゆる組 織 が コ ン ピュー タ の規 模、 構 成 を きめ る に あ た って ネ ッ トワー ク を利用 す る考 え

方 を と った とし よ う。

そ の結 果 とし て 各組 織 の 設置 す る コン ピ ュー タはそ れ ぞ れ の組 織 の定 常 的 な業務 量 を こな し うるが、

ピー ク時 に は相互 に相 互 の コ ン ピュ ー タのあ き時 間 を あて にす る状 態 とな るか もし れ な い。

この状態 を打 開す る には時 差 が12時 くらい あ る地 域間 で ネ ッ トワー ク を組 むか、 そ れ ぞれ 自前 で

お く コ ン ピュー タの能 力(記 憶 容 量 、 演 算、 速 度、 フ ァイ ル装置 や 入 出力 装 置 の 数、 通信 制御 可能 な

回 線数 な ど)に 少 しず つ の余 裕 を もたせ、 かつ 相 互 の ピー クの くる時期 を調 整 し て ず らす か、 ま たは

いず れ かの設置 す る コ ン ピュー タを他 の 共同 利 用 専 用 と して可 能 な限 りの 大規 模 な構成 をと る かの い

ず れ かの途 が選 ばれ れ ば よ い。

しか し時差 も少 な くピー クが ま っ た く.分散 し えな い と い うこと になれ ば 、 この 専 用 コン ピュ ータ も

ピー ク時 は恐 ろし くこみ あ い他 の時 期 は 開店 休 業 に近 い状 態 で運 営 され るこ と にな るか も しれ な い。

この よ うな条件 の リス ク を承 知 し て、 コン ピュー タ を設 置 で きる組 織は きわ めて限 られ た もの とな

ろ う。

4.2.2ネ ッ トワー クの 利 用 と パ ッ チ処理

コン ピュー タの利 用 面 では コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クが 通 信 回線 を介 し て結 合 され て い る コ ンピ

ュー タ群 を前提 と す る存在 で あ る以 上 即 時処 理 、 メ ッ セー ジ交 換 処理 を除 いて在 来 の パ ッチ処理 の ネ

ッ トワー ク利 用 に つ いて の問 題 がな い か を考 察 し てみ る必要 か あ ろ う。

コ ン ピュー タに よ るパ ッ チ処 理 は 、 従来 次 の よ うな場 合 に 行 な われ て きた。

① 即 時処 理 を した い が、 コン ピュー タ の ハー ドウエ ア、 ソフ トウエ アお よ び通 信 に かか る コス ト
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つ

② パ ッチ処 理 に よ る時 間当 り処理 量 を大 き くす る こ と を 目的 と して処 理 を行 な うと き

③ 一定 の期 間 を もって締 切 り、 そ の間 に発 生 し たデ ー タの一 括 処 理 を行 な った結果 が必 要 な と き

④ 一 般 の人 が活 動 をは じ め る時間 ま た は要 求 され た時 間 ま でに発 生 し たデー タの 処理 を終 って お・

け ば よ い と き

① の ケー スは 経費 のみ の 問題 で業務 処 理 の 即時 性 の要 求 な どに つ いて はま っ た く考 慮 しない ケ ー ス

で あ るた め問題 点 の考 察 の対 象外 とす る。

た だ し、 現状 て の 多 くの組織 企 業 で は まだ ま だ コン ピュー タお よび通 信 回線 の コス トを負担 し き

れ ず、 パ ッチ処理 の み に頼 る ケー スが 多 い ことを忘 れ ては な らな い。 、

も し コ ン ピュー タお よ び通信 回線 の コ ス トが 相 対的 に 低下 す る場合 に は ネ ッ トワー クを利 用 して の

即時 処 理 にす す む可 能 性 の ある潜 在 ユー ザ ー であ り、 これ ら潜 在 ユー ザー の顕 在 化 に よ って ネ ッ トワ

ー クの負 荷 に大 きい影 響 が 及 ぶ こ とは 明 らか とい え るか らで ある
。

② 以下 の ケー ス は バ ッチ処 理 の即 時 処 理 に対す る相対的な 優位性 あるい は 制約 条 件 か ら くる必 然性 と

もいえ る点 を考慮 して パ ッ チ処 理 を行 な って い る ケー スで あ る。

パ ッ チ処 理 は 、 もと もと一括 処 理 に ょ り時 間当 り処理 量 を増大 し、 コス トを引下 げ る こ と を 目的 と

し て行 なわ れ る もの で あ り、 そ の ため に 即時 性 が失 なわれ るこ とは や む をえ ない こ と と され て きた。

い っぼ う即時 処 理 は、用 件 の発 生 す るつ ど必要 な処理 を行 な う ものて コ ス ト、 能率 を ある程 度 ぎせ

いに す る かわ り人 間的 な要 求 を よ り満 足 に近 ず け ること が で きる。

た だ し、 個 々の人 間 に とっ て の即 時性 の要 求 は、 なん らか の規 制 を加 え な い か ぎ り無 限 とい って よ

く個 人 ご との あ らゆ る要 求 に 対応 し よ うとす れば す るほ ど、 コス トと能率 は 無 視 され て しま う.し か

も人 間 の即 時 性 の要 求 は活 動 時 間 中 に限 られ てお り、 睡眠 時 間 中は そ の要 求 を一 時 停止 し てしま う特

長 を もつ。

した がっ て人 間の 即 時性 に 対す る要 求 か ら あ らゆ る処 理 につ い て パ ッチ処理 よ りも即 時処 理 の ほ う

が人 間 に と って受 け入 れ や す く、 充 足感 を与 え られ る とい うこ とか ら即 時 処理 の優 位 性 を強調 しす ぎ

る こと は避 け な くては な らな い。

コス トと能率 とい う点 を考 慮 に入 れ た うえ で即時 処理 の優 位 さ をまず 認 め られ るのは 次 の処 理 で あ

る。

① 機械 、 装置 の運 転 制御

② 人 お よび ものの 流 れ の制 御

③ 要 求 者 に対 す る 現 物 ま た は現 金 の受 渡 し と そ の確認

⑭ 研 究、 企 画立 案時 の試 行

⑤ 照 会、 質問 等 に 対す る回 答 、 検索 され た結 果 の提 供

⑥ 届 出 にょ る元 帳、 台 帳 な どへ の記 帳 と届出 老 との間 の 確 認

さ て、 パ ッチ 処理 を ス ケー ル メ リッ トに ょ る コス トの低 下 を 目的 とす る ケー スで は必 然的 に 発生 ず

る デー タ量 が多 い か 蓄積 す る デー タ量 が 多 い か の いずれ か の条 件 を前 提 と して 持 つ こ とに な る。

ま た、 パ ッチ処理 を成 立 させ る条 件 と して処 理 方 法、手 続 等 が例 外 処理 も含 めて規 格 化 され る必 要
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が ある ことは い うま で も ない。

1件 ごと に判 断 を加 え て処 理 の し かた を変 え る のは 即 時 処理 では な く例 外処 理 であ り、 そ れ らの処

理 に なん ら かの判 定 基準 を設 け られ な い かぎ りヒュー リスティック な プ ロセ スに頼 るほ か、 パ ッチ処理

も定 期的 な即 時 処理 も行 え ない わ け で あ る。

次に一 定 の期 間 中 に発 生 し た デー タを締 切 り、 そ の一 括 処 理 に ょ る集約 結 果 が 重要 な意 義 を もつ場

合 の パ ッチ処理 が あ る。

1日 の活 動 時 間 が終 りに な った とこ ろで発 生 し た1日 分 の デー タ か ら作 る日報 類 もこれ に該 当す れ

ば1ヵ 月分 の取 引 きの結 果 か ら集 約 され る試 算 表 な ど もこれ に あ た る。

1日 あ るい は1ヵ 月 と い った 常識 的 な 区切 りを設計 、 そ の区切 りご と に管理 上 必 要 な 分類 を加 味 し

た集 計 が行 な わ れる わ け で あ り、 これ らに 関 しては時 々刻 々の変 化 を知 るため に即 時 の 分類 、 集 計 を

行 な ってお く必 要 性 は ほ とん どな い。

活動 時間 の終 りを締 切 りとす る処 理 に 対 して 常 識的 な活動 時 間の スタ ー トす る時 間ま で に準 備 をす

ませ る か あるい は要求 され た時 間 ま でに処 理 をす ま せ てお けば よ い ケー ス もあ る。

実 際 に処理 の行 な われ る時点 よ りも前 に処 理 内容 を も りこん だ デー タが と りそ ろ え られ てい る よ う

な ケー スは、 銀 行 に 対す る振 込 依 頼 や 自動 振 替 に よる料 金 請 求 な どに み られ る。"

これ らの処 理 は一般銀 行業 務 の執 務 時間 を終 了 し た あ と指定 日の早 朝 ま で に一 括 処理 を行 な え ば よ

い わ け であ り、 ま た 指定 日の 活動 時 間 の最初 に 処理 をは じめ る よ りも、 そ れ以 前に終 了 させ て お い た

ほ うが ピー ク をな らす意 味 で もつこ うが よ い こ とは い うま で も な い。

同様 の こと が前 日の活動 時 間 を終 了 し、 休 養、 睡 眠 時 間 を とる直 前 に依 頼 さ れ た演算 処 理 につ いて

もい え る。 依頼 者 が翌 朝 に活 動 を開 始す る時 間 までに 終 らせ てお け ば よい の て あ る。

ま た、 現 物、 現 金 な どの受 渡 しにつ いて 要 求 者 が時 間 の 指定 を行 な ってい る場 合 も同様 で ある。

窓 口 での個別 即時 処理 よ り も予約 制 に よ る一 括 処理 の結 果 を指 定 し た時 間 に受渡 しす る ほ うが 結果

的に は 窓 口で の待 ち時 間 が少 な くてす む ケー スに つい て は 、即 時 処理 のみ が サ ー ビス効 果 をあげ る 方

法 では な い と考 えた い。

コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの利 用 に よ って 従 来 の パ ッ チ処 理 を即 時 処理 に変 更 す る か ど うかは 、

業務 の性 質上、 即 時性 が要 求 され 、 か つ単独 で 即時 処 理 を行 な うには経 費 がか か りす ぎ る ため に ち ゅ

うち ょ して きた 業務 が パ ッチ 処理 に かず か の負担 増 で即 時 処理 が行 え る と証 明 され た時 点 で決定 す れ

ば よい こ とであ る。

業務 の性 質上 バ ッ チ処理 で よ い もの ま で即 時処 理 を行 な った と して も本 質的 な メ リッ トもなけ れ ば、

コス トを低下 させ る こ と もは じめ か ら不可能 であ る以 上 は無 意 味 とい え よ う。

し た が って 多 くの場 合 は コ ン ピュー タ ・ネッ トワー クを利 用す る と して もパ ッチ 処理 は リモー トバ

ッチ処理 の方法 での 利 用 を考 え る こ とに な ろ うが、 利 用者 にと って は次 の よ うな メ リッ トの有 無が も

っと も重 要 な ネ ッ トワー ク利 用 の 誘 因 とな ろ う。

① 利 用者 の側 に設 置す る機 械装 置(コ ン ピュ ー タ を含 む)の 処理 能 力 を こえ る演算 が ネ ッ トワー

クに 属 す る他 の コ ン ピュー タの メモ リをか りて行 なえ るこ と
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② 利 用 者 の側 での処理 能 力を こえ る出力 要 求 が 他 の コン ピュー タの 出 力装置 を か りて行 な え る こ

と。

③ 不定 期 に行 な う短時 間 の デー タの照 会 、 検 索 業務 な ど を実 行す る さい に必 要 な ワー キ ン グス ト

レージとしての大容量の ファイル媒 体 を ネ ッ トワー ク 中の 他の コン ピュー タに ょ っ て求 め られ るこ と

以 上 の メ リッ トを具 体 的 にい え ぱ 、 ビジ ネス系 の デー タ処理 では時 間 のか か る大量 デー タの ソー テ

ィン グと か、 明 細 の 出力要 求 を他 の コ ンピ ュー タに よって 満 たす とい った こと が含 ま れ 、 科学 技 術計

算 で は大 規模 な演算 処 理 を他 の高 性能 の コ ン ピュー タで実 行 させ る といっ た こ とが あげ られ て く る。

そ れ に よ り利 用 者 側で は 自前 て設置 す る コ ン ピ ュー タの規模 を最 少限度 に と どめ た り専 用化 す る こ

とが可能 に な る か らで あ る。

この ことは 多数 の利 用 者 に と って大 きい メ リッ トを約 束 す るこ とにな る か わ りに コス ト面 か ら次 の

問題 を提 起 す る ことに な ろ う。・

① 利 用 者 が相 互 に コン ピュー タ を持 ち、 相 互 に 利 用 で きるこ と を考 え た と し て も余 力 の あ る大 規

模 高性 能 の コ ンピ ュー タ を放 置 した と ころ を周辺 の ス レー ブ ・コン ピュ ー タ群 が 共同 で 利 用 す る 形式 と

と な る。.

② パ ッチ処理 の締 切 り時 間 や 期 間 は人 間 の 常 識 か らい って ほほ 同一 の時 間 、 期 間 に集 中 し、 ピー

ク をな らす こと はほ とん ど不 可能 で あ る。"

し た が って 共同利 用 され る側 の コン ピュー タは ピ ークに 十分 対 処 で き る規 模 とす れば むだ の多す ぎ

る構 成 とな り経済 性 を考 えれ ば ピー ク時 に は使 え な い利 用 者 が大 部分 とな る こど が考 え られ よ う。

③ 回 線 につ いて も上 と同 じ こ とが い え る。 ピー ク時の トラフ ィック量 とそ の他 の 時 間 の トラ フ ィ

ック量 の段 差 が極 端 にはげ し い こ とが予 想 され る か らで あ る。

.そ の結 果、 回 線 の建設 数 に対 して回 線 の実 際 の 使 用が 一定 の期 間 に 偏 よ る ため建 設 費 用 の 回収 が遅

延 す る か使 用料 が割 り高 につ い て敬 遠 され る か とい う事 態 も発 生 し うる こ とに な る。

なお、 トラフ ィ ック量 につ いて は パ ッ チ処 理 が即 時 処 理 にお きかわ った り、 即 時処 理 の 方 法 が 変

化 す る こと に ょっ て使用 者の 行動 パ ター ンが変 わ り、 その 結果 予 測値 が大 幅 に変 って くる こ と もあ る。

い っぼ うそ のた めに 予測 値 を安 全 度 を見 込 ん では じめか ら大 き くと りす ぎて よ りい っそ うの むだ の

多 い投 資 を導 く可能 性 もあ る。,

4.2.3ネ ッ トワー ク利 用技 術面 で の問 題 点

コ ン ピュー タ利 用技 術の点 では
、 使用 者 の側 つ ま りア プ リケー シ ョ ン ・オ リエ ン トな面 と ハー ドウ

エア ・オ リエ ン トな オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ムな ど狭義 の ソフ トウエ アの面 か らの問 題 点 の探 究 が

必要 と され よ う。

ア プ リケー ション ・オ リエ ン トな面 の開 発 は コ ン ピュー タの ハー ドウエ ア ・オ リエ ンテ ー トな面 で

の 開 発に 比 べ ると遅 れ ぎみ で あ った こ とは否 定 で きな い。

本 来 パ ッチ処 理 で よい シス テ ムを即 時 処理 の対 象 と して と りあげ て無 用 の検 討 に 時 日 を費 や し た り、

人間 的 な活 動 領 域 に踏 み込 ん で シス テ ムと し て失 敗 を認 め ざるをえ な い結 果 を 招 来 し た 例 な ど もその

ひ とつ で あ ろ う。
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しか し、 コ ン ピュー タの利 用 がす す む につ れ利 用 効 果 を ど こに求 め る か、 範 囲 を どこに 区切 るか と

い った点 で の誤 ま りをお かす 機 会 は 減 少 して い くで あ ろ うし、 ファ イルの集 中 ・分 散 な どにつ いて も、

そ の フ ァイ ルの性 質に 応 じて 最適 の方法 を 自然に 選択 す る よ うにな る に違 い な い。

た とえば、 同 じよ うな契約 対 象 の フ ァイルに して も個 人 を主 体 とす る場 合 は集 中し て持 つ か もしれ

な い し、地 区、 建物、 家 屋 に 付随 し た個 人 と い う場 合 に は ・一 カル な フ ァ イル の 分散 を選 ぶ か もしれ

な い。

ネ ッ トワー クに よ るデ ー タ ・シェ アの 問題 は これ ら個 々の原 フ ァイルが どこに存 在 す るこ とが最 適

かと い う問題 とあ わ せ て発 生 す る。

そ れは、 そ の デ ー タ の主 た る使 用者 が だれ で共 同利 用 者 は だ れ か と い う問 題 で あ り、 究極 的 に は そ

れに 対す る ア ク セス方法 にか らん で デ ー タの保 護 、 プ ライバ シざ の保 護 を シス テ ム的に ハー ドウ エア

お よ び ソ フ トウエ ア的 に完 全 に 行 なえ る かとい う問題 に導 かれ よ う。

もちろん 、 そ の前 には 共同 で利 用す るた め に付 加 す べ き属性情 報 の標 準化 、 共通 化、 あ るいは 標 準

そ の もの の更新 、維 持 の 方法 と実 施 責任、 費 用の 分担 の問 題 な ど も解 決 し てお かね ばな らない。

ま た、 必要 な情 報 に 対 す る冗長 な付 加 情報 の入 力、 維 持、 更 新 、 蓄 積 に か か る費 用負 担 を どうす る

か とい っ た問題 も派生 し て こ よ う。

し かし、データ ・シェア を許 す か ぎ りは、 最終 的 には デ ー タ本 来 の使 用 目的 を はず れ て別 の 目的 に 使

用す る こと を法 的 規 制 で はな く、 実 際的 に 不可能 化 す る技 術上 の禁止 措 置 が と られ ない 限 り、 デー タ

の不正 使 用に よ る プ ラ イバ シー の侵 害 問題 を防 ぐこ とは困 難 で あ ろ う。

サ マ ライズ され.たデ ー タの 共同利 用 につ い ての み デ ー タの 共同利 用 が許 可 され るだ け では、 お そ ら

くデ ー タ シェ アの本 来 の狙 い の効 果 は激 減 す るか も しれ な い。 し かし デ ィテLづ レ・デ ー タの共同 利 用

に と もな うブ ラ ィパ シ ーの 保 護 の 問題 が不要 に な った 情報 、誤 っ た情 報 の 自動 消去 な ど を含 めて 技術

的 な解決 をみ な い かぎ りデ ー タ ・シェ ア全 体が問 題 視 され る可 能性 が残 る といえ よ う。

利 用技 術面 では 別 に ソフ トウエ ア ・シェ アあ るいは シス テ ム ・シ ェアの効 用 も検 討 し てみ る必 要 が

あ る。

ビジネ ス系の デー タ処 理 で の ソフ トウエ ア ・シェ アは理 論 的 に は同 一 管理 形態(組 織)を もつ組 織

にお・け る共通 の 業務 の処理 に 関 しては可 能 と もい え る。

管理形態 が 同 じで あれ ば、 管 理用 資料 も同一 の分 類 で 作 り うるか らで ある が、 実務 的 に は管理 に 当.

る個 人 の資 質、経 験 な どか ら管理 の 方 法 を共 通 化 す る こ とは極 め て難 か し い。

ま して 管理 形態 の違 う組 織 で は業務 の処 理 方 法 の 共通化 な ど実 務 的 には ほ とん ど実 現 の可 能 性 は な

く、 し たが って完 成 され た ソ フ トウエ ア ・パ ッ ケー ジの利 用 は ほ とん ど見込 め ない と い って よい。

共通 的 に利 用 で きる とす れ ば、 む し ろサ ブ ・ルー チ ンの集 合 体 と い った 形 式の パ ッケー ジで あ り、

そ れ らに個 々の 使用 者 が パ ラメー タ を与 え て、独 自 の ル ー チ ンと し て完 成 す るよ うな もの が考 え られ

る がそ の利 用は ネ.ト ワー ク を通 じての ソ・ トウエア ・シ ェアで はな く単な る ブ ・グ ラムの頒 布 に止 ま

る こ とに な ろ う。

科 学技 術 計 算 の分 野 で の ソフ トウエ ア ・シェ ア は プ ・グ ラ ムの一 方 的 供給 を いず れか の ホ ス トか
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ら他 の利用 者 が受 け、 自前 の ホス トで実 行す る形 式 の場合 に はほ とん ど問題 を生 じな い と考 えち れ る。

しか し他 の コ ン ピュー タを利用 して 演算 処理 を行 な うとすれ ば 処理 に使用 した パ ラ メー タや デ ー タ

が使 用者 以外 に は絶 対 に知 られ な い。 つま リホス ト・コ ン ピュー タの設 置者 す ら メモ リダ ン プ もとれ

ない とい う保証 が最 終 的 に は必要 とな ろ う。

ま して 使用 者 側 が用 意 し た プ ログ ラムの 実 行 を他 の コ ン ピェー タで行な う場 合 に はそ の あ た りが 問

題 視 さ れ るか もし れ な い。

いず れ にせ よ組織 間 の競 争 原理 を無 視 し ない かぎ り、 機 密保 持 の 要 求 を否定 し きれ ない し、 競 争 の

ために新 し い ソ フ トウエ アを作 った と きに その 公開 に踏 み切 れ る組 織 は私企 業で は例 外 とピ って よ か

ろ う。 した が って、 この 分野 で は公 的 機 関 を除 い て供給 老 対利 用 者 の一 方 通 行 と なる ζ とが予 想 さ

れ る。

プ ランニ ングお よ び意 志 決 定 の 分野 で の コ ン ピュ ー タの利 用 は意 志 決定 の シス テ ムあ る いは 人間 活

動 の科学 的 な解 明 な ど背 景 とな る分 野 で どの よ うな 研 究 がす すめ られ てい くかわ か らない が、現 状 で

は、 本来 の意 味 で の プ ラン ニ ン グお よび意 志 決定 を完 全 に コ ン ピ ュー タに委 ね る こ とは ほ とん ど不 可

能 と い って よい し、 そ の状態 が急 激 に変 化 す る とは予測 しえ な い。

した が って こ の分野 で の ネ ・・ トワー クの効 用 は ソフ トウエ アの シ ェ アで な く、 広範 囲 か らの デ ー タ

の 収集 に と どま ろ う。

い っぽ う、 オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ム系 統 の ソフ トウエ アで は、 以上 に触 れ て きた よ うな機 密 保

護、 プ ラ イバ シー保 護 の 機 能 を従 来 のハ ー ドウエ ア ・オ リエ ン トな シス テ ムの 中に ど う と り込 むか と

い う問題 のほ か に異 機 種 間 の プ ロ トコル とい った本 来 必要 と しな い こ利 用者 言語 ミ をい か に減 少 さ せ

うるか とい う問 題 も ある。

この問 題 は全 国 に現 存 す る コ ン ピ ュー タがす べ て破棄 され 、 唯 一 の機 種 に統 一 され れ ば 問題 は解 消

す るか もし れ ない が、 そ れ は望 むべ くもな い。

し た が って異 機 種間 の リンケー ジを と るこ と を前 提 と しな が ら利 用者 に とって は 、 自分 の 前 にあ る

コン ピュー タ も他 の コ ン ピュー タ もほ と ん ど意 識す る こ と な く使 用 で きる よ うな状 態 にす る こと が望

望ま しい
。

も し他 の コ ン ピ ュー タ を利 用す るの に備 え て同 じ内 容 の プ ログ ラ ムを複 数 用 意 す る必要 が あ るよ う ・

で は、 余 分 な ソ フ トウエ ア開 発 の経 費 が ネ ソ トワー ク利 用 上 の障 害 要因 の ひ とつ とな るか もしれ な い。

4.5コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク の社会 に 与 え る影響

コン ピュー タ ・ネ ・ソ トワー クの ソー シャル インパ ク トを考 え る に あた り、 まず 、 コ ン ピュー タ ・ネ

ッ トワー クが、 わが 国 で どの よ うに形 成 され て い くか、 主 と して ニ ー ズの面 か ら追 求 してお く。

基本 的 に は、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの形 成 は、 組 織主 体 の情 報(そ れ が オペ レー シ ョナル な 、

第一 次情 報 で あ るに せ よ、数 段 階 にわ た る分 析過 程 を経 た加工 情 報 で あ るにせ よ)に 対す る多角 的 、

多 様 性 を帯 び た要 求 に も とづ くもの で あ る.

現代社会は、政治、経済、社会、あるいは自然環境等、複雑な要素がからみ合M、 かつそ竺 ら控 こ
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噸 素が互いに作用・つつ変化す・轍 的混合体で・・。葺 酷 ⊃ ・いは研究纈 等ら・塑

組織 主 体は ・ こ うした 複雑 な要 素 を十 分 に把 握 し、 その組 織 主 体 の 目的 に沿 う計 画、 あ るい はそ の計

画 を具 体 化 し・ 実施 す る とい う戦略 上 の要 請 に 基づ き、 情 報 の多角 的 な利 用体 制 の整 備、 拡 充 が 強 く

求 め られて い る。特 に昨 今 の よ うに国 際的 な広 が りを もつ社 会、 した が って、 国 際的 な影 響 を強 く受1

け る社 会 に あって は、 単 に 情報 に対 す るニ ー ズ も、 国内 の み な らず 国際 的 な広 が りをもつに到 っている。;

コ ン ピュー タ ・不 ッ トワー クは
、 こ うし た組織 主 体 の要請 に応 え るもの で あ る こ とは 多言 を要 しな

いo

.すなわ ち、 一 般 的 には"コ ン ピュー タ ・ネ"tト ワー ク"は 、 コ ンピュー タと コ ン ピュ'一夕、 あるい

は コ ン ピュー タと接続 した端 末機 の 網状 の構 造、 あ るいは、 そ れ らの総 称 と し て、 考 え られ る場 合 が

多 い。 しか し な が ら、 こ うした 単 な る物理 的 工学 的 な 定義 の みを こ こで採 用 して いる わけ では ない。

むし ろ ζ うし た物理 的、 工学 的 な構 造 をか りた、 いわ ば、 イ ンフ ォー メー シ ョン ・ネ ッ トワー クの構
.

築 こそ が、 す でに述 べ た よ うに組 織 主 体 の ニー ズで あ る。

こ うし た組 織主 体 の ニー ズ をさ らに掘 り下 げ て み る と、

① 必 要 な デー タ を、 必要 な時 に入 手 で きる とい う保 証 がな され るこ と。

② 必要 な情 報 に加 工 し、 分析 、 所 期 の 目的 に合 致 す る よ うな機能 、 す な わ ち、 ソ フ ト ウエア を含

めた シス テ ムが 保証 され る こと

③ で きる だけ安 価 に これ らの情 報 が 入手 し うる こと

など の 点に要約 で きよ う。

① につ いて は、 第一 次 デー タ、 あ る い は 加工 され て い るデー タ に しろ、 組 織 主 体 に 合致 し たデ ー タ

の発 生 源 が あ り、 こ の入手 方 法 が コン ピュー タ・・ネ ッ トワー クを通 じ て保 証 され れ ば よい と い うこと

て あ る.

② に つ い ては、情 報 の加 工 機能 とし ての コンピュー タ ・ネ ットワークの保証である。 しかしなが らこれ らコ

ンピュータ ・.ネッ トワークに対する要求は、 必然的 に③の コス ト・パフォーマンスに よって制約 を受け て くる。 必

要な情 報を得 る場合て も、その対価戊 組織 主体の財 務限度 を越え るものであって は利用 されない ことにな る。

以 上 の よ うな諸 点 か ら、 わ が国 にお け る コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クは、

① 同 じ よ うな利 用 目的 を持 つ ユー ザ ー群

② 情 報 の利 用 に 際 し て相 互 に補 足 的 な関 係 に あ る ユー ザ ー群

に対 して成 立 して い くこ とに な ろ う。

そ の場 合、 同一 分野 の情 報 で あ っ て も、 レベ ル と範 囲 の違 い、 あ るいは 要 求 に よっ て、 ネ ッ トワー

クが 形成 され ること にな ろ うし、 デー タ、 情 報 の みな らず 、 処 理 プ ・グ ラム、 ソフ トウエ 云 あ るい

は、 そ れ ら のパ ッケー ジと して の機 能 、 ユ ー テ ィ リテ ィー に対 し て も、 相 互 の ネ ッ トワーク が形 成 さ

れ る要 因 とな ろ う。

以 上 の諸点 をふ まえ た うえ で、 次 に、組 織 主 体間 の ビ ジネ ス(業 務)の 再 配 分、 高 度化 な らび に組

織原 理 の 高度 化 に つ いてふ れ よ う。

43ロ コン ピ ュ一 夕 ・ネ ッ トワー ク化 に併 な う ビ ジネ ス の再 配分
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す でに述 べ た よ うに コ ン ピュー タに よ るネ ッ トワー ク化 は、 デ ー タな いし デ ー タ ・パ ンクの 共 有 あ

るい は 共同利 用 とい う現 実(そ れ が対 価 を要 求す る もの で あ るにせ よ、 な い にせ よ)を もた らす こ と

に な る。

これ ま で、 各 組 織 主 体 は 自己 の組 織 目標 を有 し、 そ の たい に必 要 な計 画 立 案 と その実 行 に あた っ そ、

そ れ ぞれ の パタ ー ンを持 っ ている 。 そ れ らを大 別 し てま とめ ると次 の3点 に要 約 しえ よ う

① 経験 と勘(か ん)に よ って 計 画 作成 す る

② 内 部 情報 を利 用 し、 主 と して経 験 と勘 に よ って 計 画す る

③ 内部 情報 に 加え、 外部 情報 を と り入 れ、 情 報 処 理 機能 の もつ分 析 機能 と フ ィー ドバ ッ ク効 果 を

駆 使し、 シミュレーシ ョン等をま じえ、 最 適値 を割 り出 しつ つ、 これ ら結 果 を考 慮 し計 画立 案 し てい

く

第1の 段 階 は、 ほぼ 単一 業務 の計 画 の 場合 で あ って主 として 外的 な条件 にそれ ほ ど大 き く作 用 さm .

な い よ うな計 画の場 合 で ある。 ま た、 組織 主 体 にお け る情報 処 理 機 能 が未 成熟 の段 階 で あ る
。

第2の 段階 は・ 組 織 主 体 の情醐 理 機 能 力1・ン ピ・一 ・の 導 入 の撫 を問 わず 、 一 応 確 立 され てお

り、 特 に オ ペ レー シ ョ ナルな デー タ の整備 、 そ れ ら のデー タ を利 用 し て第 一 次的 な加 工 デ ー タな ど の

内 部 情 報 が蓄 積 され てい る 段階 をい う。

第3の 段階 は、 第2段 階 をふ ま え、 コ ン ピュー タの導 入 と内 部利 用 体制 が確 立 さ れて お り
、 かつ 、

外部 の諸 情報 、 デー タを利 用 し、 高度 の情 報 処 理機 能 を駆 使 し うる システ ム技 術お よび デ ー タ解 析 力

を持 ち つ つ、 計 画 立案 し うる 段 階 で あ る。

コ ン ピュー タ ・不ッ トワー クは
、 こ の第3段 階 で確立 す る もの で あ り、 逆 の面 か らみ る と、組 織 主

体 がそ の 内部 での計 画立 案 に あた っ て、第3段 階 に 到達 し た場 合 に成立 す る とい って よ い であ ろ う
。

第3段 階 にお い て、 明確 に組 織 主 体 間 の ネ ッ トワー ク化 され た デ ー タバ ンク機 能 が 発 展 す る
。 これ

は す でに 述べ た よ うに、 一 つの 組 織 主 体 で は解 決 しえ なか っ た 外 部情報 の収 集 分 析 、 自己 組 織 主 体に

適 合 した情 報 の生 成 と いっ た プ ロセス が可 能 に な るか らであ る。 こ のよ うに し て ナ シ ョ ナル に みた場

合 に は、 大 きな ネ ッ トワー クの形 成 へ と発 展 す る。

以 上の よ うに、 ネ ッ トワー クで結 ば れ る デー タバ ンク機 能 の 高度化 につ れて
、 た とえば 、 産 業 、企

業 一 地 方 自治 体 一 政 府等 の レベ ルで、 ビジ ネスの再 配 分 あ る いは新 しい観 点 か らの 業 務 分担 の再

編 成 とい った現 象 が 出て こ よ う。

た・とえ ぱ、 民 間 産業、 企業 相 互 間 にお い てA産 業 が ある ア ッセ ン ブ リー産 業 で
、そ れ ぞ れB、Cと

い う製品 を組 み た てて、 商 品 を 生産 す る場 合 、そ れ ぞ れ 、B産 業 団体 、C産 業 団体 に再 編 成 可能 な オ

リジナ ル ・デ ー タ(無 論 、 秘密 保 護 が 保 証 され 、 利 用 可能 な範 囲 内で あ って も)が 蓄 積 さ れ て いれ ば 、

生 産 計 画 に必 要 舗 報 を ネ ・ ト・ニ ク機 倉巨を通 じて 入手 レ 利用 す るこ とが で きる
。

一103
、一



(C産 業)

図29ビ ジ ネ スの再 配 分

{

ら

ま た、 地方 自治 体 にお いて も、 市 、 区 など のデ ー タ を各 都道 府 県 な ど」二位 の レベ ルの政 策 に反 映 す

る こと が、 こ うした ネッ トワー ク機 能 を通 じて、 い っそ う容 易に な ろ う。

特に この よ うな一定 地 域 を対 象 と し た ロー カルな ネ ッ トワ ーク が、地 理 的 空間 を越 え、 有 機的 に結

合す るこ と によ っ て、 よ り高 度 の情 報利 用→ 諸計 画、 施 策 の 立 案へ と移 行す る ことに な ろ う。

4.3,2コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 与 え る影響

す でに4.3.1で 述 べ た よ うに、各 組 織 主体 は 、 そ の 目的 を達 成す る ため の最適 な計 画 を たて ると と

もに、 ネッ トワ ー ク化 され た外 部 デ ー タバ ン ク機 能 を活 用 し、 多量 な 問題 を解 決 し うる機能 を確 立 し

て い くこと が必要 で あ る。 この ため には、 意 思決 定 パ ター ン の高 度 化 、 す なわ ち 組織 原理 の高 度 化 が

必要 で あ り、 それ は 高度 の 情 報 シス テ ム機 能 を要 す る こ と に なる。

特 に企業 に あ っ ては、 経 済 の動 向、市 場の 動 きな ど将 来 の方 向 を決 定 す る うえ で、数 多 くの未確 定 、

あ るい は 明確 な判 断 を即座 に くた しえ ない要 因 が あ る。 こ うし た現 状 を正 し く把 握 し、 分析 し、 経 営
[
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計 画 、企 業戦 略 を うち 出 して い くた め には、 多 目的 シス テ ム化 が必 要 で あ り、 こ の ため に は 従来 か ら

の 意思決 定 の あ り方 は 、 当 然 変 更 を余 儀 な くされ よ う.

す なわ ち、 従来 の単 独 目的 的 決 定 か ら、 同 時 多 目的 な決定 法 を とる必 要 が出 て くる。 一 つ'の意 思決

定 が そ の本 来 の 目的 を達 成 す るに あた り、 他 の要 素、 あ るい は 環境 に い か に大 きな影 響 を与 え るか 、

こ うし た問題 は今 日ほ ど痛 感 され てい る時代 は.な く、 この頃向 は今 後 ます ます 強 ま ろ う。

し た が って、 一 つ の決 定 を行 な うに 際 して も、 直接的 に必 要 な 一 次情報 だ け でな く、 関 連 情 報 も収

集 し て 十分 な検 討 を行 な わ なけ れ ば な らな い.ま た一 分野 だけ を説 明 す る情 報 だ け でな く、 問題 の 全

体 が把 握 で き、 かつ比 較 可 能 な情 報 の利 用が 望 ま しい。 これ らの情 報 を十 分 活 用 す る ため に も ネッ ト

ワー ク化 に ょ るデ ー タ バ ン ク機 能 が 必 要 であ る。

ま た、 組 織 体 を と りま く与 件 、 外 的 条 件 は 日々変化 し、 組 織 体 の位 置 が ゆ り動 か され る場 合 が少 な

くない。 組 織 体 は常 に 時 勢 の ニー ス を キ ャッチ し、 これ を主 体存 続 、発 展 へ の方 向 で拡充 して い く必

要 が あ る。

この よ うな場合 に は、 モ デ ルや デー タの説 明力 を十分 に比較 、 検 討 で き、 これ らの情 報 の組 合 せ が

迅速 に行 ない得 るよ うな シス テ ムが 必要 とな ろ う。特 に 与 件 の変 更に よ る、 た とえ ば シ ミ ュ レー シ ョ

ン結 果 な ど容 易 に 行 な い得 る よ うな シス テ ム、 あ る いは 、 必 要 に 応 じ て デー タ ・ス トラク チ ュアの変

更 が容 易 に行 えデ ー タ間 の リンケ ー ジが で きる よ うな 体系 の保 証 が 必要 で あ る。

この よ うな点 か ら考 察 す る と反 面 的 な デ ー タ バ ンク機 能 と、 高度 の情 報 分 析手 法 を も った タ イム シ

ェア リングに よ る情 報 処理 機 能 ・コ ンピュータ ・ネ ッ トワーク が必 要 とな ろ う。 特 に これ ら タ イ ム シ ェ

ア リン グに よ る コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クは 、即 時性 を保 証す る一 方 、利 用 者、 分 析者 の 思考 を具

現 化 し、 トライ アル ・ア ン ド・エ ラー の プ ロセス を経 つ つ、 意 思決 定 に必 要 な情 報 を生 産 し て い くこ

と にな ろ う。

コ ン ビ三 一 タ ・わ ・ トワー ク の形 成に ょ る最大 の メ リッ トは 、

① ネッ トワー ク化 に も とづ くデー タ・ファイルの 共有 化

② ネ ッ トワー ク化 に と もな う リソー スの シェ ア リング化

⑬ ネッ トワ ーク化 に と もな う,ソフ トウエ アの 共有 化

で あろ う。

従来 よ り、 コン ピュー タ に よ る情 報 処理 は 基本 的 に は組 織 主 体 単独 に、 かつ独 立 完結 的 に、 あ るい

は 自己の責 任 に お いて な され,てい た。 これ は 企業 の場 合、 自社 に コ ン ピ ュー タを導 入 し、 管 理 しつ つ、

独 自に プ ロ グ ラマー を採 用 ない しは 教 育 しつ つ、 ソフ トウ エ ア を開発 し企 業 の情 報 処理 を行 な って き

た。 こ こで い う情 報 処 理 と は、 パ ッ チ処理(リ モー ト・ロー カル を問 わず)あ る いは オ ン ラ インの 区

別 を して、 そ れ に ょ って、 意 味 がか わ るわけ では ない。 これ らは企 業 だけ でな く、 政 府 官庁 にお いて

も同 じであ り、 ま た、 産 業 団 体、 大 学 、 研究機 関 にお いて も基本 的 に は 同 じ で ある。

し か しな が ら、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク が発 展 し、 情報 処理 技 術 あ るい は方 法 が高 度 化 す れ ば、

そ の社 会 に与 え る影 響 は決 し て小 さ くな い で あろ う。

た とえ ば、 企 業 に あ って は、 経営 上 の 意思 決定 が多 角的 に行 ない得 る よ うに なろ う。 これ ま で独 自
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に入手、 蓄 積 し なけ れば な らなか った外 部情 報 は、 ネ ッ トワー ク化 に伴 な うデ ー タ バ ンクの共 有化(そ

れ に 対す る対 価は支 払 って も)に ょ っ て、 多 面的 に利 用 され よ う。 ま・た、 ネ ッ トワー ク を形成 す る会

員 が 開発 し た新 し い理論 に も と つ くソ フ トウエ ア、新 し い処理 技 法 を 生 かし た処理 プ ・グ ラ ムを他 の

会員 が 自由 に使 用 で きる よ うにな り、 情 報 処理 の レベルは 飛躍 的 に高 度化 して い くで あ ろ う。 特 に こ

うし た状況 の 中で は、 各企 業 に と って は計 画 を作成 す るな か で情 報 をいか にた くみに 活 用 して い くか

とい うこ とが今 後 の企 業 の状 況 を決定 す る 主要 な フ ァクター に な って こ よ う。 大 学 や研 究 機 関 にお い

ては 、 研究 者 の研 究 過 程 のな か で情報 な りデ ー タ を如 何 に使 い こな し、 理論 を構 築 して い くか が最大

の課 題 で あ り、 コン ビ ・一 夕 ・ネ ッ トワー クが こ うした課題 を解 消 し、 研 究 の 効率 化、 高 度化 に は た

す役 割 りは少 な くな い もの とみ られ る。 ま た、 こ うし た ネ ッ トワー ク化 の メ リッ トを最大 限 に生 かす

な か で、 研 究 の成 果 が新 しい角 度 か ら コン ピュー タ ・ネッ トワー ク技 術 の発 展 に フ ィー ドバ ックさ れ、

い っそ うネ ッ トワー ク化 が進 展 しよ う。

性
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